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本事業は、 日本 自転車振興会から競輪収益 の一部で ある機械工業振興資金の補助を

受 けて作成 したものである。



序

データベースは、わが国の情報化の進展上、重要 な役割 を果たす もの と期待 されている。

今後、データベースの普及により、わが国にお いて健全な高度情報化社会の形成が期待 され

る。さらに海外に対 して提供可能 なデータベースの整備は、国際的な情報化への貢献お よび

自由な情報流通の確保の観点か らも必要であ る。 しかしながら、現在わが国で流通 している

データベースの中でわが国独自の ものは1/3に すぎないのが現状であ り、わが国データベー

スサービスひいてはバ ランスある情報産業の健全な発展を図 るためには、わが国独自のデー

タベースの構築およびデータベース関連技術の研究開発を強力 に促進 し、データベースの拡

充を図 る必要があ る。

このような要請 に応 えるため、(財)デ ータベース振興センターでは日本 自転車振興会から

機械工業振興資金の交付 を受けて、データベースの構築および技術開発 につ いて民間企業、

団体等 に対 して委託事業 を実施 している。委託事業の内容 は、社会的、経済的、国際的に重

要で、また地域および産業の発展の促進 に寄与す ると考えられているデータベースの構築 と

データベース作成の効率化、流通の促進、利用 の円滑化 ・容易化 などに関係 したソフ トウェ

ア技術 ・ハ ー ドウェア技術であ る。'

本事業の推進に当って、当財団に学識経験者の方々で構成 され るデータベース構築 ・技術

開発促進委員会(委 員長 山梨学院大学教授 蓼沼良一氏)iを設置 している。
へ 　

ロ ロ

この 「大学 におけるデータベース利用教育 システムのプロ トタイプ作成」 は平成4年 度

のデータベースの構築促進および技術開発促進事業 として、当財団が 口外 アソシエーツ株式

会社 に対 して委託実施 した課題の一つである。 この成果が、データベースに興味をお持 ちの

方 々や諸分野の皆様方のお役 に立てば幸いであ る。

なお、平成4年 度データベースの構築促進および技術開発促進事業で実施 した課題は次表

の とお りで ある。
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平成4年度 データベース構築・技術開発促進委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

社 会

、

1変 異タンパク質配列データベースの構築

2新 聞縮刷版見出しデータベースの構築

3フ ァジィに関す る文献データベースの構築

4医 療用医薬品抗生物質データベースの構築

5交 通事故調査データベースの構築

1楽 器データベースの構築

7人 体計測データベースの構築

8,大 学におけるデータベース利用教育 システムのプロ

トタイプ作成

9先 進複合材料データベースの構築

10博 物館所蔵地図資料所在情報データベースの構築調

査

日本電子計算㈱

㈱朝日新聞社

(財)日 本情報処理開発協会

㈱小田島

(財)日 本 自動車研究所

㈱ダインメディアサービス

(社)人 間生活工学研究センタ'

一

日外アソシエーツ㈱

(財)次 世代金属 ・複合材料研

究開発協会

(財)地 図情報センター

中小企業振興

地域活性化

ξ

11地 域 流通最適化 デ ータベ ースの プ ロ トタイプ作成

12異 分野研究 のた めの知 的オ リエ ンテー シ ョン ・デー

タベ ース システムのプ ロ.トタイプ作 成'、
一 、,」^

13在 宅勤務 者サ ポー ト・デ ータベ ースの構築調査

(社)日 本 ボラ ンタ リー ・チ ェ
参 ㎡,
一ツ協会'

㈱けいはんな

,:㌃

㈱志木サテライ トオフィス ・ビ
r'

ジネ スセ ンター

海'外

14銅 基複合材料 日本特許英文データベースの構築 、

15技 術協力供与機材データベースのプロ トタイプ作成

16先 端産業分野 における専門用語の電子辞書データベ
、

一ス化め調 査研 究 一

・17マ ーケテ ィングコー
.ドの英文 デー タベ ースの構築

・神鋼 リサーチ㈱三
=ご1・∴

(財)日 本国際協力 システム

科学技術情報研究所㈱
ズ'工'i'一

㈱帝国データバ ンク

技 術

`

18安 全研究 にお ける多重 シソーラス ・システム構築 の

た めの基 本安全用語 デ』 タベースの開発

193次 元 マ ッピングデー タベースの技術開発

20デ ー タベ ース検索 サポー トシス テムの調査研究

21グ ルー プウ ェアにお けるデータベ ース システム に関

す る調 査研究

22パ ー ソナル コン ピュータ とLANの 利 用 による非定
㌧ 形 デ ー タベ ースの プ ロ トタイプ作 成

23知 的資 源型 デ ータベ ースの調査研 究

、

㈱紀伊國屋書店

㈱ 日本総合技術研究所

セ ントラル開発㈱情報図書館

RUKIT

㈱イフ ・ア ドバタイジング

㈱ メイテ ック

㈱ ジャパ ンコミュニケーション

ズインスティテユー ト
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1.は じ め に

情報化社会 といわれ る今 日、コンピュータに代表 される情報処理機器の進歩はめざま し

く、これ らの機器を駆使 し、時間的 、空間的制約を越えて自由に情報を入手 し、活用する

能力(い わゆ る情報 リテラシー)を 身 につ けることは、現代人にとって欠 くことのできな

い もの とな ってきている。こうした状況にあ って、大学教育 において も、データベースの

活用 を通 して学生に知的創造活動を経験 させ、また卒業後に向けて、プ レゼ ンテー ション

技法、文書作成技法 、フ ァイ リング技法などいわゆるビジネス ・リテラシーを含む情報教

育の必要性 が広 く認識 されるようにな ってきた。

昨年度 、口外アソシエーツ株式会社 は、財団法人データベ ース振興セ ンターか らデータ

ベース構築推進および技術 開発促進事業 と して委託を受け、後述の6人 による調査研究委

員会を組織 し、我が国の大学教育 におけるデータベース利用教育の実態について調査を行

った。その成果は、1992年3月 に 『大学におけるデータベース利用教育 システムに関す る

調査研究』 と題す る報告書 と してまとめ られた。この報告書は、ア ンケー ト調査 、 ヒヤ リ

ング調査 、文献調査 、企業におけるデータベース利用教育の状況 、データベース利用教育

の在 り方についての提言 、とい う5つ の柱か ら構成 されている。以下 、まずその概要につ

いて紹介す る。

1.1「 大学 におけるデータベース利用教育システムに関する調査研究』の概要

(1)ア ンケー ト調査

平成3年7～10月 にかけて 、全国の国公私立大学および短期大学1,092校 に対す る一斉

アンケー トを実施 した。その調査内容は 、データベ ース利用教育につ いて 、大学全般向け

の設問、データベース利用教育担当者向けの設問 、図書館向けの設 問に分けて行われた。

調査結果の分析か ら、次のよ うな問題提示や提言がな された。

①教育用の低廉な料金体系の希望(商 用データベースの使用料金が高いため、利

用促進が難 しい)

②教材 としてのオ ンライ ン用 サ ンプル ・ソフ トやCD-ROMの 開発 と提供

③大学での教育用データベースの構築と共同利用

④端末機の増設 、検索室の設置 、学内LANの 確立な どの環境整備

⑤演習などを担 当す るスタッフの確保 と養成

⑥各データベ ースの検索方法 につ いては、学生の新入時 、あるいは利用者の要求

に応 じて図書館で随時実施を希望

これ らは 、データベース利用教育を担当 している担 当者が 、手探 りでその教育に取 り組ん

でいる実態を表わ していたといえる。
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ア ンケー ト回答校の 中か ら、特 にデータベース利用教育 に積極的な大学に対 して 、委員

の訪問によるヒヤ リング調査が実施 された。実施期間は、平成3年11月 で、全国規模 で延

べ25校 が対象 となった。その質問は 、データベース利用教育 にっいて、大学 当局 、担当者 、

図書館 に対 して各 々行 われ 、各大学の現状とまとめが記載 された。

・(2)文 献調査L .

アメ リカを中心 と した海外の大学 と国内の大学におけるデ ータベ ース検索教育 、情報専

門職 に対す る情報検索の教育訓練 、情報 リテラシー教育の在 り方な どにつ いて 、事例を中

心 とした文献17点 につ いて報知的抄録を作成 したb

(3)企 業 におけるデータベ ース利用教育の状況

企業 におけるデータベース利用教育 の事例 と して、特にサーチ ャー教育の実施例を4社

紹介 した。データベースの増大と多様化 に伴 い、ますますサーチ ャーを必要 と して いるの

が企業の現状であ り、そのために必要 とされるスキル獲得を、大学側に期待 していた。・そ

れは具体的には、サーチ ャー入門講座 程度の講義 、商用オ ンライン ・データベース情報検

索 システムの教育な どの内容 であ った。

(4)デ ー タベ ー ス利 用教育 の在 り方 につ い ての6つ の提 言

①デrタ ベースの利用は、情報入手の基本的手段であ りvこ れか らの社会生活に

おける必須用件であるため、特に大学生 に対す るデ一 夕ベナス 利用教育 は、大

学のカ リキ ュラムに必要不可欠であ る。 マ'… ・'一∵

②データベース利用教育を講義 と演習 とによるカ リキ ュラ ムの内容 とし、これ ら

を必須科 目に位置づ け、全学生に対 して習得 させ る必要がある。

③データベース利用教育を実施する上 において 、フ ァシ リテ ィの充実 、利用時間

の拡大 、授業時間内に利用可能なデー タベース利用経費の確保 、教材 ・マニ ュ

アル等の整備を必要 とす る。

④データベース利用教育の実施にあた っては、まず専任教員の確保 、次に演習時

のアシスタ ン ト・ティーチャーの確保が必要 であ りミ後者のために、図書館職

員の教育を もってこれに充当する。

⑤データベースの利用は 、学習 ・研究の過程 において必須の要件 となることか ら、
'図書館 と学内コンピ

ュ÷タ.・・セ ンターが協 同 し、、継続的 に利用者教育 を行 うた

めの体制を整備す る必要がある。"パ ニ

⑥データベース利用教育 に関する知識 ・技能を習得 させるための指導的教育 シス

テムを確立す るため、早急 に検討委員会 を発足 させ、教 授方法 、テキス ト、教

材の具体的な開発 を行 う必要がある。
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1.2本 研 究 の 目的 と意 義t'一.一 一'・.一

『大 学 に お け る デ ー タベ ー ス利 用 教 育 シス テ ム に 関す る調 査 研 究 』 の 結 果 お よ び提 言

(特 に⑥)で は 、大 学 に おけ るデ ー タベ ース利 用教 育 と して 、一 定 レベル の 知識 ・技 能を

習得 させ る ため の指 導 的教育 シス テム を確立 しな けれ ばな らな い こ とが指 摘 され て いる6

この こ とは 、図書 館 に お ける利用 教育 か ら も同様 に望 まれ て いる こ とで あ る 。つ ま り、従

来 は 図書 館 員 に よ る代行 検 索 とい う形 でデ ー タベ ー ス検 索 が主 と して行 わ れ て い たため 、

デー タベ ー ス の利 用 方 法 を利 用者 に教 え る とい うこ とは一 般 的 では な か った 。 しか し近 年 、

CD-ROMの 出現 に よ り、利 用者 が 直接 デ ー タベ ース を検 索す る よ うに な る と 、デ ー タベ ース

利用 教 育 の 必要 性 が 急 速 に高 ま ってき て い る。本研 究 は 、こ う した 状 況の も と 、昨年度 の

調査 研 究 を 引 き継 ぐ形 で 、大 学 に おけ るデ 〒 夕べ ー ス利 用教 育 シス テ ムの教 授 方法 、お よ

び教 材(プ ロ トタイ プ ・システ ム 、情 報 検 索用 フ ロ ン トエ ン ド ・プ ロセ ッサ)の 開発 を 目

指 す もの で あ る。

これ か らの社 会 に お いて 、イ ンフラ ス トラ クチ ャー と して必須 の機 能 で あ る デー タベ ー

ス利 用 が 、特 殊 な技 能 を習得 した者 だ けで はな く、誰 もが広 く利用 で き るよ うにな,らなけ

れ ばな らな い 。わ が 国 の大学 で は 、デー タベ ー ス利 用教 育 は緒 につ い たば か りであ るが 、

大学 設 置基 準 の改正 に伴 い 、デ ー タベ ー ス利 用教 育 の科 目新 設構想 も今 後 は増 加 して い く

こ とが 予想 され る 。その 先駆 け と して 、本 研 究報 告 書が 、我 が国の 大 学 に お け るデ ー タベ

ー ス利用 教 育 の 実施 に あた って参考 とな る指導 マニ ュアル と システ ムを提 供 で きる こ とを

願 うもの で あ る 。

1.3報 告 書 の構 成

この報 告 書 は 、大 き く次 の3つ か ら構 成 されて い る。 ・'・H－

① 国 内 外 に お け るデ ー タベ ー ス利用教 育 の教 育 内容 と、教材 に関す る調査 の 事 例 を い くつ

か 紹介 す る 。

② デ ー タベ ー ス利 用教 育の 授業 に おい て 、デ ー タベ ース検 索論(講 義)、デー タベ ー ス検 索

演 習1(基 礎 コー ス)、デ ー タベ ース検 索演 習II(応 用 コー ス)、と い う3つ の科 目モデル

を半 期2単 位(15週)に 設 定 し、各 々1単 元 ご とに、ね らい 、内 容 、進 め 方 、教 材 、課

題 を盛 り込 ん だ指導 マニ ュアル案 を提 示す る。

③教 材 ソ フ トであ るプ ロ トタ イプ ・システ ムの機 器 構成 、対 象 デー タベ ー ス 、 お よび その

操作 手 順 を紹 介 し、併 せ て情報 検 索用 フ ロ ン トエ ン ド・プ ロセ ッサ に必要 と され る機 能 、

対 象 機 器 、お よび その 操作 手順 を紹 介 す る 。

1.4研 究 組織

本研 究 の 目的 を達 成 す るた め 、前 年 度調査 に おけ る委 員 会 は 、全員 その ま ま継 続 し、新

た にそ の委 員 会 の下 部機 構 と して ワー キ ング ・グル ープ を組織 し、実 務作 業 を行 った 。委

員 会 、な らび に ワーキ ング ・グル ープ の メ ンバ ー は 、次 の とお りで あ る。
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氏 名 所 属

委員長 石川 徹也 図書館情報大学教授

牛島 悦子 白百合女子大学教授

田中 功 産能短期大学助教授

津 田 義臣 富士通株式会社技術情報センター主事

戸 田 光昭 姫路濁協大学教授

堀込 静香 鶴見大学講師

(50音 順)

〈 ワー キ ン グ ・グ ル ー プ 〉

氏 名 所 属

北川 正路 東京慈恵会医科大学医学情報セ ンター

小林 真理 立教大学図書館

主査 中嶋 聞多 ㈱ 日立製作所 システム開発研究所

宮川 裕之 文教大学講師

村上 篤太郎 慶雁義塾大学医学情報センター

梁瀬 三千代 慶雁 義塾大学三 田情報セ ンター

(50音 順)
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2.デ ー タベ ー ス利用 教 育 の 事例

2.1調 査の概要

今回の調査では、データベース利用教育 をおこなっている大学等をい くつか選び、該当

す る科 目についてシラバ スあるいは講義要項を入手すると共 に、担当者 に問い合 わせた。

調査 した機関 とその講座名は、以下の通 りである。

① 愛知淑徳大学

② 慶応義塾大学

③ 甲南大学

④ 産能短期大学

⑤ 東洋大学

⑥UniversityofIndiana

⑦ 富士通(株)

デ ータベ ース ア クセ ス法1

デ ータベ ース ア クセ ス法II

情 報学 特 殊VI

フ ァイ ナ ンス ・ワ ー ク シ ョ ッ プ

経 済デ ー タベ ー ス

デ ータベ ー ス概 説

情報検 索 システ ム

デ ータベ ース演 習(1)

デ ータベ ース演 習(2)

情報検索演習

Informationstorageandretrieval

サ ーチ ャー入 門講座

デ ータベ ー ス2級 対策 講 座
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2.2調 査 の事例

① 愛知淑徳大学文学部図書館情報学科

科 目名 デ ー タベー ス ア クセ ス法1

1クラスの人 数 90人

単位数 4単 位

対 象 第3学 年(選 択科 目)

目 的 海外のデータベース利用を演習する
各 システム、各 ファイルを比較 ・評価す る

演習DB DIALOGLISA
ERIC

STNInternational

内 容 図書館情報学分野の海外文献 を検索 ・評価す る
そのための基礎 的な知識 と技術を獲得する

使用設備 図書館演習室:端 末5台

スタ ッフ 教員1名
ア シスタ ン ト5名

愛知淑徳大学文学部図書館情報学科

科 目名 デ ー タベ ー スア クセ ス法H

1クラスの人数 135人

単位数 4単 位

対 象 第3学 年(選 択科 目)

目 的 国内のDBへ の アクセスに必要な知識を得 る

演習DB JOISJICST科 学技 術 文献 フ ァイルOlO,Ol1

内 容 シソーラスの利用

検索式の作成著者名検索

JOISと 科学技術文献速報 との比較

使用設備 図書館演習室:端 末5台

ス タ ッフ 教員1名
ア シスタ ン ト5名

その他 全13回(講 義3回 、実 習10回)
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愛知淑徳大学文学部図書館情報学科

科 目名 情報学特殊VI

1クラスの人 数 60人

単位数
吟

4単 位

対 象 第3・4学 年(選 択科 目)

目 的 DB利 用 を中心 と した情報収集過程 を学ぶ

情報検索技術 と一次資料の入手につ いて実習する

演習DB DIALOGLISA

ERIC

JOISJICST科 学技 術 文献 フ ァイル010,011

日経 テ レコ ン 新 聞記事 フ ァイル

WHO'SWHO

内 容 情報ア クセス理論

オ ンライ ン情報検索技術

よ り高度な検索技法

使用設備 図書館演習室:端 末5台

ス タ ッフ 教員3名

アシスタン ト3～5名

その他 「データベース情報検索技術者認定試験」対応の

科 目として も位置づけられている
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② 慶応義塾大学総合政策学部

科 目名 フ ァイ ナ ン ス ・ワ ー ク シ ョ ップ

1クラスの人 数 35人

単位数 2単 位 ×4学 期

対 象 第3・4学 年(必 修 科 目)

目 的 先物 とオプ ションの理論と応用 につ いて研究する

演習DB 日経NEEDS経 済 デ ータベ ー ス

金 融 デ ータベ ー ス

企 業 デ ータベ ー ス

内 容 オプ シ ョンとは何か

オプ シ ョン価格の特性

オプ シ ョン価格決定 モデル

オ プ シ ョン分析 の フ レー ム ワー ク

ボラタ リテーの理解 と推定

オ プ シ ョン合 成テ クノ ロジー

オプシ ョンモデルの評価

オ プ シ ョンの デ ー リング戦略

ダ イ ナ ミック ・ヘ ッジとポー トフ ォ リオ

オプシ ョンを用 いた証券戦略

先物契約:

危険回避の方法

価 格 決定 の理 論 とプ ログ ラム ・トレーデ ィ ング

研究方法 ダイナブ ックを用いてオプション取引ゲームを行 う

日経のデータを用いて各種の投資戦略 を検証す る

オプシ ョン戦略シュ ミレータで各種の戦略を試す

東京証券取引所などを見学する

日経NEEDSの 利用技術を修得する

使用設備 FACOM770/10に 日経NEEDSを 搭 載

キ ャ ンパ ス ・ネ ッ トワー クを通 して検 索す る

最新情報取得のために 日経テ レコンも併用

ス タ ッフ 1名(但 しTA及 び メデ ィア セ ンタ ーの ス タ ッフが

ア シス タ ン トを務 め る)
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③ 甲南大学経済学部

科 目名 経 済 デ ー タベ ー ス

1クラスの人 数 36～48人

単位数 4単 位の集 中講義

対 象 第3・4学 年 専 門科 目(選 択)

目 的 経済情報を中心 とした内外のデータベースの動向 と

商用データベースの利用方法を学ぶ

演習DB 日経 テ レコ ン ニ ュー ス ・テ レコ ン

内 容 デ ータベ ー スサ ー ビスの動 向:

発展経緯

日経 テ レコ ンの位置づけ

DBの 将来動向

日経 テ レコ ン と新 聞記 事 デー タベ ー ス:

記事データベースの構成

検索語体系と検索方法

イ メ ー ジ ・デ ー タ ベ ー ス

日経 ニ ュー ス ・テ レ コ ン実 習:

内容解説

操作説明

検索実習

事例研究:

テーマの発表 と提 出方法

テーマによる検索実習

海 外 デ ー タベ ース:

LEXIS,NEXIS,D/Jの デ モ ン ス トレー シ ョ ン

検索実習 とレポー ト作成

使用設備 電子計算センター端末室:

端末機36台

通信回線 日経新聞社との間に専用線1回 線

USERID30

ス タ ッフ 非常勤講師1名(平 成4年 まで)

その他 授業時間以 外にも検索が可能になっている

授業終了後 もゼ ミ単位にIDを 与え、利用 させている
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④ 産能短期大学

科 目名 デ ー タベ ー ス概 説

1クラスの人数 60人

単位数 2単 位

対 象 第1学 年(選 択科 目)

目 的 データベースの果たす役割を理解す る

データベースを活用するための基礎知識を修得す る

情報データベ ースの関係を理解する

的確な情報を入手するための判断力 を身につ ける

演習DB な し

内 容 情報 と情報社会:

情報の種類と定義

デ ー タベ ー スの 歴史 と発展:

学術 雑 誌 ・二 次 資料 ・デ ー タベ ース の誕 生

情報量の増加

デ ー タベ ー スの 定義

デ ー タベ ー スの 種類

デ ー タベ ー スの 数

主要 なデータベース用語(専 門用語の解説)

デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス:

商用 オ ンラ イ ン システ ム

海 外製 デ ー タベ ー ス 、

日本製 デ ー タベ ー ス

デ ー タベ ー スの作 成:

文献情報の収集 ・加工 二

㌃三三竺 弩雫i
データベース提供の形態

デー タベ ー ス検 索 の事 例:

文献情報

株式取引情報

新聞記事情報

デ ー タベ ー ス検 索の コス ト:

デ ータベ ース使 用料 金
'

通信回線料金

著 作権 とデ ー タベ ー ス:

著作権
ア ップ ロ ー ド、 ダ ウ ン ロー ド

デ ー タベ ー ス利用 の 課題:
、

サ ー チ ャー と エ ン ドユ ー ザ ー

利用者教育

デ ー タベ ー スの 活用

ス タ ッフ 専任1名
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産能短期大学

科 目名 情報検索 システム

1クラスの人 数 60人

単位数 2単 位

対 象 第2学 年(必 修科 目)

目 的 必要 な情報を的確 に検 索するための基礎 知識を修得す る

各種メディアの特徴や検索システムの構造を理解 する

検 索プロセスや検索結果の評価の基礎理論を修得 する

情報検索における通信手法の基礎知識を理解す る

演習DB な し

内 容 情報検索の定義 と種類:

データベースの概要

文献検索

書誌情報検索

データ検索

情報検索の方法:

マニュアル検索 カー ド検索

バ ッチ検索CD-ROM検 索

オ ンライン検索

遡及検索SDI検 索

情報検索のプロセス:

文献調査の流れ

イ ンタビュー

主題分析

検索式の作成:

論理演算

位置演算

トランケーション

基本 コマ ン ド

検索結果の評価:

再現率

適合率

データベースのフ ァイル構造:

線型ファイル

転置ファイル

情報量 と通信速度の単位:.

ビッ ト、バ イ ト、bps、 ボー

検索機器: ㌔
端末機 、モデム、音響カプラ、RS232C

日本の代表的な情報検索システム

海外の代表的な情報検 索システム
†

A,

ス タ ッフ

「' 一,・ 、

専任1名
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産能短期大学

科 目名 デ ー タベ ー ス演習(1)

1クラスの人数 30人

単位数 2単 位

対 象 第1学 年(必 修科 目)

目 的 情報検索の基礎知識と技術を理解する

検索 システムのア クセス方法と検 索の進め方を修得す る

データベースを利用 した情報収集 能力を身 につける

演習DB CD-ROMCD-BOOK

CD-HIASK

JOIS

内 容 オ ンデ ィスク検索とオ ンライ ン検索

CD-ROMの 基本 操作

カナと漢字による検索方法

完全 一 致 と トラ ンケー シ ョン:

前 方一 致 、後方 一致 、中 間一 致 、 中間任 意

検 索式の作成:

論理演算

検 索機能の使 い方:

ヘ ル プ 、ブ ラ ウズ 、 ロギ ング

JOISの 特 徴

JOIS検 索の基 本操 作:

接 続 方 法 、パス ワー ド

JOISの 基 本 コマ ン ド:

デ ー タベ ースの 指定

検 索語 ・検索式の入力

検索語の列挙

検索結果の出力

会話の終了

キ ー ワー ド検 索:

論理演算 、近接演算

統 制語 検 索 、 フ リー ター ム検 索 、 シソー ラ ス

トラ ン ケ ー シ ョ ン

著者名検索

制限検索

検索結果の評価

総合演習

ス タ ッフ 専任1名
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産能短期大学

科 目名 デー タベ ー ス演 習(2)

1クラスの人 数 30人

単位数 2単 位

対 象 第2学 年(選 択科 目)

目 的 情報検索技術の応用力を体験的に養成する
海外の検索システ ムを検索する技術を修得す る
ビジネス情報の有効性を認識す る

演習DB 日経 テ レ コ ン 日経 ニ ュ ー ス ・テ レ コ ン

DIALOG
PATOLIS

内 容 日経ニ ュース ・テ レコ ンの特 徴

検索の基本操作
基 本 コ マ ン ド:
検索語 ・検索式の入力
検索結果の出力
検索語の列挙
検索の終了

検索方法:
キ ー ワー ド

媒体
発行 日
集 合 コー ド
シ ソ ー ラ ス

日経 ニ ュース ・テ レコンの総 合演 習
DIALOGの 特徴:
デ ー タベ ース の 種類

接続 方 法 、パ ス ワー ド
基本 コマ ン ド:
デ ー タベ ース の指 定

検索語 ・検索式の入力
検索語の列挙
オ ン ラ イ ン ・シ ソー ラ ス

検索結果の出力
会話の終了

基本索引の検 索:
キ ー ワー ド検 索
論理演算 、近接演算

補助索引の検索
複数 デ ー タベ ース の検 索:
ONESEARCH

重複除去機能
DIALOGの 総合 演 習
PATOLISの 特 徴:

特許情報の生産 から提供まで
電子出願制度

PATOLISの 基 本 コマ ン ド

デ ー タベ ース作 成 法:
社 内データベース作成の考え方、入力項 目
社 内データベース作成演習

ス タ ッフ 専任1名
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⑤ 東洋大学社会学部応用社会学科図書館学事攻

科 目名 情報検索演習

1クラスの人 数 10人

単位数 2単 位

対 象 第3学 年(選 択科 目)

目 的 情報検索の基本的な技術を学ぶ

演 習DB DIALOG等MAGILL'SSURVEYOFCINEMA

BIP

WHO'SWHO

NACSIS-IRJPM

ZASSAKU

CD-ROMERIC

LISA

PSYCHOLIT

SOCIOFILE

LIBRARYLITERATURE

BOOKSINPRINTPLUS

ULRICH'SPLUS

内 容 情報検索の基礎理論:

情報検索 とデー タベースに関す る基礎的な概念

検索 システムの機能 と構成要素

初歩的な検索理論

社会的な背景 と動向:

検索サー ビスの発達 とデータベース構築の歴史

データ通 信網の現状

デ ー タベ ー ス流 通 の しくみ

図書館におけるサービスの動向

情報検索をめぐる最新の研究動向

使用設備 AV教 室:パ ソコン1台

モデム1台

CDド ライブ1台

通信回線1回 線

USERID1

ス タ ッフ 非 常勤 講 師1名 ・

その他 ・在籍 は1学 年60名 、

・今年度 は授業 コマがゼ ミと重なっているために受講数

が少なくなっている`
■

、 → 一" ・時 間配分 は講 義 が7～8コ マ 、検 索実 習 が17～18コ マ

(う ちCD-ROMが2～3コ マ)
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一
⑥Universityoflndiana

その他

コミュニケーション・フ.ロセスと しての情報検索を考え る
自然言語 による検索と統制言語による検 索を比較す る
データベース構造 とデータベースの作成の原則を考える
検 索戦略の組み立てと発展を考える
再現率 と精度を理解す る検 索
のために発見的手法を用 いる

コマ ン ドを用いて効果的な検索ができるよ うになる

情 報検索の今後の発展について考 えるデ
ータベースの評価基準を考え る

ダ ウンロー ド・ア ップ ロー ドを効果的に用 いる
依頼者の要求に沿 った検索をお こな う

オ ンライ ン産 業
検 索 プ ロセス
PROCOMMに つ いて
コマ ン ドにつ いて(一 般)

DIALOGの コマ ン ド

書誌 レコー ドの構 造
フ ァイルの構 造
自然言 語
主題 索 引 と統制 言語

引用 索 引
プ ール 演算
ブ ロ ック化 ・簡 略検 索

文献 デ ー タベ ース
近 接語 検索
ス トップ ワー ド・並 べか え ・構 文解 析

検 索結 果の 評価(再 現率 と精 度)
PCの 利用(ア ップ ロー ド ・ダ ウ ン ロー ド)

前 方一 致検 索
ア ィ レク トリーア 一 夕ベ ー ス
並べ か え と印刷

制 限検 索 と検 索集 合
INTERNET,TELNET

フ ァセ ッ ト手法
引用 の 検 索

複数 フ ァイル検 索
フ ァク ト検 索

再現 率
オ ンライ ン環 境 で の レフ ァレ ンス ・イ ンタ ビ ュー
オ ンライ ン検 索 に おけ る発見 的 手法
レフ ァ レンスデ ー タベー スの 評 価

数値 デ ー タベ ース
情 報 検 索 システ ムの カス タ マ イズ
文献 の入 手
INTERNETとDIALOGゲ ー トウ ェイ
全文 デ ー タベ ー スの検 索

検 索 プ ロセ スの研 究
展望 と課題

授業配分 演習
クラス討議
課題
最終的検索課題

%

%

%

%

0

0

0

0

5

1

0
乙
O
乙
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⑦ 富士通(株)

科 目名 サ ー チ ャー入 門講 座

1クラスの人数 70人

対 象 データベ ース検索の知識はないが勉強 したい人

データベ ース検索技術者認定試験2級 を将来受験す る人

目 的 データベ ース検索技術者認定試験2級 への事前対策

演習DB CD-ROM

JOIS

G-SEARCH

DIALOG

内 容 サーチ ャーについて

JOIS入 門

CD-ROM入 門

CD-ROMの 実習

JOISの 実習

情報管理概論:
一次情報 、二次情報

情報の生産 と流通

情報サービス業務の基本機能

情報の分類 と索引

情報検索

情報環境の変化

用語解説

検索 システム

索引

シソーラス

検索のための機器 と通信方法

ニ ューメデ ィア

情報の加工 と分析
一次資料の入手

著作権

情報部門とサーチ ャー

ス タ ッフ 講師1名

演習担当3名
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富士通(株)

科 目名 デ ー タベ ース2級 対策講 座

1クラスの人数 50人

対 象 データベース検索について多少知識のある人

サーチ ャー入 門講座 を受講 した人

目 的
'

データベース検索技術者認定試験2級 への直前対策

演習DB JOIS

DIALOG

内 容 外部 デー タベ ー ス とサー チ ャー試験

図書館 ・情報学とは

参考書と用語解説
DIALOG入 門

検索 システム

索引 と シソー ラ ス

検索のための機器 と通信方法

マルチ メ デ ィア

パ ソコ ン通 信

検索事例
一次資料の入手

検索結果の加工と分析

重点項 目の復習

難問の復習

今後の 自己学習

ス タ ッフ 講師1名

その他 過去の試験 問題に沿 った講義をおこない、それを復習

した後に試験問題を解 き、さらに問題を解説す る
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2.3デ ー タベ ー ス利用 教 育科 目の位 置づ け

大 学 に おけ るデー タベ ー ス利用教 育 科 目は 、3つ の タイプ に分 け て考 え る こ とが で き る。

(a)図 書 館学 、情 報 学 な どを 専攻 す る学 生 を対象 にす る もの

(b)社 会 に出 てす ぐに役立 つ よ う、デ ー タベ ー スの ビ ジネ ス での利 用 を 中心 に教

え る もの

(c)デ ー タベ ース の利用 を学 習 ・研 究 に生 かす こ とを 目的 とす る もの

(a)に お け るデ ー タベ ー ス利用 教 育科 目は 、図 書館 ・情 報 学の カ リキ ュ ラムの 中の 科

目と して 欠か せ な い科 目とな って い るが 、図 書館 ・情 報 学 を専 攻す る学生 は 日本 の 大学 生

全 体か ら考 えれ ば極 め て少数 であ る 。従 って 、 この 科 目を受 講 で き る学生 の 数 は限 られ て

い る といえ よ う。

(b)で は デー タベ ー ス検 索 それ 自体 が学 習 の対 象 とな ってお り、デ ー タベ ー ス検 索 に

よ って得 た情 報 で何 をす るの かが不 鮮 明で あ る一方 で 、 目的意 識 を最 もは っき り持 て るケ

ー スで もあ る
。(c)は 図書 館 ・情 報 学 を専 攻 す るの では な い学生 を対象 に し、学 習 ・研

究 のひ とつ の 、そ して効果 的 な手 段 と して デ ー タベ ースを利 用 す るこ とを教 え る もの で あ

る 。残念 なが ら、(c)に あ たる授 業 は まだ実 施例 が少 な く、必要 性 が 充分 に認識 され て

い るとは 言 いが た い 。

高等教 育 の基 盤 と して 「情 報 リテ ラ シー教 育 」 が必 要 であ る ことは 、最近 よ うや く論 じ

られ る よ うに な って きた 。 コ ン ピュー タやニ ュー メデ ィア 、通信 網 な どの発 達 につ れ て 、

「情報 教 育」 、 「コ ン ピュー タ ・リテ ラ シー」 な ど も話題 とな って きて い る。情 報量 の 飛

躍 的 な増 大 とい うneedsと 技 術革 新 とい うseedsと が 生 み出 した これ らの新 しい情 報 処理 フ

ァシ リテ ィー は 、教 育 ・研 究 の世 界 に も変革 を もた ら して お り、デ ー タベ ー ス利 用教 育 も

この 変革 の ひ とっ と言 え よ う。

新 しい情 報 処理 フ ァシ リテ ィーの利 用 に よ る研 究 ・教育 の変 革 が最 も先 鋭 的 に現 れ て い

るの は 、 キ ャ ンパ ス 内 にLAN(LocalAreaNetwork)を 張 り巡 ら し、学 内の あ らゆ る活

動 を取 り込 も うと して いる大 学の 存在 であ る 。研 究 ・学 習 の過 程 での デ ー タベ ー ス利 用 は

もちろ んの こ と、休 講 の連 絡 か ら課題 文 献 の配布 、意 見交換 、 レポ ー トの提 出な ど、あ ら

ゆ る場面 でLANを 使 い通 信 す る こ とに よ って学 生生 活が 営 め るよ うに 、制 度 ・施 設 を整

備 して い る大 学 が少 しず つ増 え て きて い る 。 この よ うな環 境 に あ って は 、LANか らWA

N(WideAreaNetwork)へ 、そ して 世界 各地 の デ 一 夕ベ ー スヘ ア クセス して情 報 を入 手

す るこ とが で きる よ うにな って い く。 さ らに 、入 手 した情 報 を最 も都 合の よ い マ シ ン(ス

ー パ ー ・コ ン ピュー タ 、EWS、 パ ソ コ ンな ど)で 自由に加 工 す る とい う分散 処理 に も進

ん で きて い る 。 とな る と、こ こで はデ ー タベ ー ス利用 は情 報 処理 技 術 の一 部 分 に しか過 ぎ

ず 、それ らの情 報処理 技 術 を駆使 して学 習 ・研究 を 進 める こ とが必 要 で あ る 。つ ま り、上

に述べ た(a)、(b)、(c)の うち 、(c)の ケ ースが 重 要 にな って くる。

(b)の ケ ー スは 、デ ー タベ ー ス や コ ン ピ ュー タな どの新 しい情 報 処理 フ ァシ リテ ィを

中心 に学 ぶ もの とな って お り、これ は高 等教 育 の場 面 に限 らず 、広 い場面 での デ ー タベ ー

ス利用 、コ ン ピュー タ利用 で あ る 。 しか し、新 しい情 報処理 フ ァシ リテ ィーの 活用 だけ が

情 報 リテ ラ シーの 内容 で はな い こ とを考 え る と、一 般 的 な情 報利用 技 術 を学 ぶ機 会 も併せ

て必要 とな るだ ろ う。
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(a)の 場 合は 、従 来 か らの図書 館 ・情報 学 の枠 組 みの 中 に新 た に参入 してき た情 報処

理 フ ァシ リテ ィー に対 応 して い る 。こ こでの学 生は 、情 報利 用技 術 の一 形 態 と してデ ー タ

ベ ース利 用 を 学ぶ の で あ るか ら、情 報 リテ ラ シー と しては バ ラ ンスが とれ て い る 。た だ し

ここで もデー タベ ー ス利 用教 育 には 、図書館 関係 機 関 に就職 す る学 生 の ため の職業 教 育 的

な意 味 あ いが指 摘 で き よ う。

これ か らの 高等教 育 の 中で の情報 リテ ラ シー教 育 と して必 要 なの は 、情報 につ いて 専 門

に学 ぶ 学生 以 外 に も 、デー タ ベー ス利 用 を含む情 報 処理 技術 一 般 を 、各人 の学 習 ・研 究 と

関連 づ け て教 え る こ とであ ろ う。上 の(a)、(b)、(c)で 言 えば(c)の ケ ース で

あ る 。そ こで次 の 章 で は 、(c)を 一 般化 した例 と して 、デ ー タベ ース利用 教育 に お け る

科 目の モ デル を示 す 。
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3.デ ータベース利用教育 における科 目モデルの設定 と指導マニ ュアル案

3.1基 本 的な考 え 方

本 章 では 、デー タベ ー スの基 本 的 な考 え方 を示 し、一 般 学部 生 を対 象 に半期2単 位(15

週)と い う設 定 にお け る3科 目の 指導 マニ ュアル の モデル案 を示す 。

3科 目とは 、共通 科 目の デ ー タベ ー ス検 索論(講 義)と デ ー タベ ース検 索演 習1(基 礎

コース)、 選択 科 目の デ ー タベ ース検 索演 習ll(応 用 コー ス)を 指 す 。モデ ル案 は 、これ

ら3科 目を取得 す る こ とに よ り、実社 会 に 出てか ら即 戦力 とな るよ うな講 義 内容 を 組 み立

て るこ とを 、 目標 と して い る 。共 通 科 目では 、講義 で理 論 的 に理解 した ことを 、デ ー タベ

ー ス検 索演 習1(基 礎 コース)に お い て検 索 を実 際 に体験 し、検 索 の基本 をマ ス ターす る

こ とを 目的 と してい る 。 さ らに 、よ り専 門的 な知識 を得 るた め に 、各学 部 に応 じたデ ー タ

ベ ー ス検 索演 習H(応 用 コース)を 選 択科 目 と して設 け てい る。デ ー タベ ー ス検 索 論(講

義)の 構 成 は 、[ね らい]、[内 容]、[教 材]、[課 題]の 順 に 、また 、デ ー タベ ー ス

検 索演習1(基 礎 コー ス)と デー タベ ース検索演 習II(応 用 コー ス)で は 、[ね らい]、

[内 容]、[進 め方]、[教 材]、[課 題]の 順 とな ってい る 。[内 容]で は具体 的に話

の 展 開 がで き るよ う 、見 出 しと概 要 の 形 態を と り、[教 材]で は講義 にあ た り用意 す べ き

資 料 や ビデ オ テープ を掲 げ る な ど 、実 際 に即 した説 明を試 み た 。

ま た 、本 モ デル案 で は 、独 自に開発 した検 索 シス テ ムを使 って講 義 を展 開 して い るの も

大 きな特 徴 といえ る 。デー タベ ー ス検 索 演習1(基 礎 コー ス)で は情 報検 索用 フ ロ ン トエ

ン ド・プ ロセ ッサを使 ったオ フ ライ ン中心の 講義 内容 、デ ー タベ ース検 索演 習ll(応 用 コ

ー ス)で はオ ンライ ンで高度 な情 報検 索 を習 得す るた めの講 義 内容 を展 開 して い る 。

デ ー タベ ー ス検索 論(講 義)で は教 官主導 で講 義 が進 め られ るが 、あ くまで も学 生が情

報 に対 し興味 が持 て る よ う、様 々な 手 法で取 り組 む 必要 が あ る 。その た め には黒 板 だ けを

使 った一 元的 な授業 は 避 け 、 ビデオ テ ープ やCD-ROM、 オ ンラ イ ンな どの多 様 な媒 体

を 使 った多元 的 な授 業 が望 まれ る 。

デ ー タベー ス検 索演 習1(基 礎 コー ス)と デー タベ ー ス検 索演 習H(応 用 コー ス)に お

いて は 、体験 学 習 と学 生 自 らの 興 味 に主眼 を置 き、各 学生 に 合 った教 育 指導(個 別 化教 育)

を行 う ことが望 ま しい 。

教育 目標:

(1)デ ータベース検 索論(講 義)

本講義では、身近な情報か ら資料 の宝庫 といわれる大学図書館 までの使い方を指導 し、

資料の活用法を理解 して もらうと共 に、実社会です ぐに役立つ情報の活用法を提示す る。

また、基本的な知識を修得することで情報 リテラシーを高め、論文作成等に役立て ること

を目的とす る。

情報の発生か ら提供の仕方(情 報の提供者)だ けではな く、情報入手か ら活用法(情 報

の利用者)に 至るまでの2つ の側面か ら"情 報の性質"を 理解 して もらう。特 に、情報の

提供手段 としてデータベースを取 り上げ、その利便性について説明 し、実社会に出た時に

何を活用すれば良いかを判断できるよ うにする。
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それ と同時に、大学においては 、与え られたテーマに応 じて論文 を作成 した り、自らの

研究に沿 って勉学を行 うこともある。大学図書館にある様 々な資料や媒体を使 って必要な

文献 を探 しだ し、それをまとめるための能力 は必要不可欠となる。そのよ うな能力 を養 う

ために、どこにどのよ うな資料があるのか 、適切な資料はなにか 、資料をどの ように見 る

のか、論文の構成やまとめ方は どのよ うにす るのか 、などについて も修得 できるよ うにす

る。

(2)デ ー タベ ー ス検 索演 習1(基 礎 コース)

冊 子 体 、CD-ROM、 オ ンライ ン ・デー タベ ー スな ど 、様 々な媒 体 での 情 報の 入 手方

法 と内容 の 違 い を実 践 で身 につ け 、デー タベ ー スの基 本 的な操作 法 を修 得 す る ことを 目的

とす る 。パ ソ コ ンの 基本 的な使 い方 を修得 し、オ フライ ン検 索 を 中心 に実 習 を行 う。情 報

検 索用 フ ロ ン トエ ン ド ・プ ロセ ッサの オ フラ イ ン機 能 を使 って 書誌 デ ー タベ ー ス 、新 聞記

事 デ ー タベ ー ス 、雑 誌記 事 デ ー タベ ー ス 、英 文 デ ー タベー ス 、会社 情報 デ ー タベ ー ス を検

索 し、 それ ぞ れ のデ ー タベ ー スの特 徴 を理解 す る 。同時に 、デ ー タベ ース と実 際 の 新 聞記

事 等 との 違 い も認 識 させ る 。教 官が 予 め用意 した検 索 テー マ(ク イ ズ形 式)で の 実 習 を中

心 に行 う。

(3)デ ー タベ ー ス検 索 演習II(応 用 コー ス)

目的 に応 じたデ ー タベ ー スの選 択 、サ ー ビス ・シス テムの選 定 、高度 な検 索 テ クニ ック、

プ レゼ ンテ ー シ ョン技 術 な どを マス タ ー し、即 戦力 とな るよ うな技 法 を修 得 す るこ とを 目

的 とす る 。応 用 コー スで は理 工学 、医学 、文 学 、商 学の4主 題 に コース分 け し、それ ぞれ

の主 題 に応 じたデ ー タベ ー スの検 索 を行 う。他学 部 につ いて は 、前 述 の4学 部 の講 義 内容

を組 み 合 わせ る こ とによ り、当該 主題 が カバ ー で き るよ う配慮 した 。ま た 、学生 自らに も

テー マ を設 定 して も らい 、検 索結 果 を発表 し、デ ィス カ ッシ ョンを行 う場 を設 け る 。検 索

結 果 の 文献 の入 手や 、ダ ウ ンロー ドした デー タを加 工 ・編集 し、個 人用 の フ ロ ッ ピィー ・

デ ィス クに取 り組 む作 業 も行 う。検 索 はオ ンラ イ ンが 中心 で 、検 索 ソフ トは情 報 検 索用 フ

ロン トエ ン ド ・プ ロセ ッサを使 用す る 。

3.2各 科 目の概 要

ここでは、大学の実現性を 目指 して、望ま しい受講者数、望ま しい環境設備を想 定 して

各科 目の概要 を説明 し、講義スケジュールを表にまとめた。

(1)デ ータベース検索論(講 義)

講義概要:身 近な情報か ら図書館の利用法 、資料の探 し方へ と展開 してい く。 目録 カー ド

や冊子体か らデータベースに至るまで、あ らゆる情報の活用法を紹介す る。

図書 と雑誌の記述の仕方の違い、資料の見つけ方 、論文を書 くに当た っての基礎知識 、

データベースの基本 的な知識など。図書館の利用法やデータベ ースにつ いては 、ビデ

オ を紹介 しなが ら講義を進める。実際に資料 を探 して もらい、探索過程 を提 出させる。
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ま た 、 目録 カー ドやOPAC(onlinepublicaccesscatalog:オ ンライ ン閲 覧用 目

録)、CD-ROM、 オ ンライ ンな どの様 々な 媒体 に接 して も ら う。

受講者 数:50名 程度/ク ラ ス

設 備:OHP、 ビデオ 上 映 、検 索 デ モ ンス トレー シ ョンが行 え る設 備(ビ デ オ プ ロ ジ

ェクタ ーな ど)な ど

スタ ッフ:教 員1名

(2)デ ー タベ ー ス検 索演 習1(基 礎 コー ス)

講 義概 要:オ フ ライ ン検 索 を主体 とす る 。 コ ン ピュー タの基 本 的な知 識 と操作 法 を マス タ

ー させ 、書誌 デ ー タベ ー スを は じめ 、新 聞記 事 デ ータベ ー ス 、雑 誌記 事 索 引 デ ー タベ

ー スな どの基 本 的 なデ ー タベ ース を実 際 に検 索 させ 、その結 果 を提 出させ る 。現 物 に

到達 す る こ とを 目的 と し、デ ー タベ ー ス項 目と現物 の違 いを認識 して も らう 。テー マ

は 予 め用 意 し、そ れ に沿 って講 義 を進 め る。検 索 ソフ トは情 報検 索用 フ ロ ン トエ ン ド

・プ ロセ ッサ を使 用す る。

受 講者 数:30～50名 程 度/ク ラス

設 備:検 索端 末機 器(1～2名/台 、理 想 は1名/台)、 検 索 ソフ ト(情 報 検 索用 フ

ロ ン トエ ン ド・プ ロセ ッサ)、OHPな ど

ス タ ッフ:教 員1名 、助 手1名 、テ ィーチ ン グ ・ア シスタ ン ト2名

(3)デ ー タベ ー ス検 索演 習H(応 用 コー ス)

講 義概 要:オ ンライ ン検 索 を主 体 とす る 。主 題(理 工 学 、医学 、文 学 、商 学)に 応 じたデ

ー タベ ー スを検 索 させ る。JICSTの シ ソー ラスやMeSHな どの補 助 資 料(サ ー

チ ・エ イ ド)を 使 っての検 索 、各 サ ー ビス ・シス テ ムの コマ ン ドの違 い 、効 率 の 良 い

検 索法 な どを教 えて い く。また 、 自分達 で検 索 テ ー マを設 け 、検 索結 果 を報 告 しあ い 、

検 索の 改 善 をはか る 。フ ロ ッピー ・デ ィス クへ の ダ ウ ンロー ドの仕 方 と蓄積 した数 値

デ ー タの解 析 な ど 、統計 処理 な ど も行 う。検 索 ソ フ トは情 報検 索用 フ ロ ン トエ ン ド ・

プ ロセ ッサ を使 用 す る。

受講者 数:30～50名 程度/ク ラス

設 備:検 索端 末機 器(1～2名/台 、理想 は1名/台)、 検 索 ソ フ ト(情 報検 索用 フ

ロ ン トエ ン ド ・プ ロセ ッサ)、 電話 回線 、OHPな ど

ス タ ッフ:教 員1名 、助手1名 、テ ィー チ ング ・ア シス タ ン ト2名
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一 一
講 義 ス ケ ジ ュール:

(1)デ ー タベ ース検 索論(講 義)

回 講 義 項 目 講 義 内 容

① 生活 と情報 と図書館 身近 な情報か ら図書館の使 い方まで

② 情報 とは何か 情 報一般についての理解を深 める

③

④

学術情報(!)

学術情報(2)

レポー ト、卒業論文の書き方 と二次資料

の使 い方を把握す る

⑤ 一般情報 ビジネスに関わる周辺情報を紹介する

⑥ ビジネス情報 実務 で役立つ ビジネス情報を身につける

⑦ デ ー タベ ー ス とは何 か データベースの基本 的な知識 を持たせ る

⑧ デ ー タベ ー スの仕 組 み デ ー タベ ー ス使 用 の 際 のポ イ ン トを 学ぶ

⑨ デ ー タベ ー スの サー ビス 主要 なデータベースを理解す る

⑩

⑪

⑫

検 索 のプ ロセ ス(!)

検 索 のプ ロセ ス(2)

検 索 のプ ロセ ス(3)

検索を始め るに当たって必要 な知識 を身

つけ、検索のプ ロセスを理解 し、基本的

検索操作をマスターする

⑬

⑭

検索の技法(!)

検索の技法(2)

目的に応 じたデータベ ースの選定 と効率

の良い検索手法を習得す る

⑮ デ ー タベ ー ス ・サ ー ビスの展 開 デ ー タベ ー ス ・サ ー ビスの将 来 像 を学 ぶ
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(2)デ ー タベ ー ス検 索演 習1(基 礎 コー ス)

回 講 義 項 目 講 義 内 容

① パ ソコンの基本機能 と操作 コンピュー タの仕組 みと操作 法を学ぶ

② オ ンディスク検索 CD-ROMデ ー タベ ー スを理 解 す る

③

④

⑤

新聞記事情報(1)

新聞記事情報(2)

新聞記事情報(3)

情報検索用 フロン トエン ド・プ ロセ ッサ

を使 って新聞記事データベースを紹介 し

検索手法を身につけ現物 との違いを知 る

⑥

⑦

⑧

雑誌記事情報(1)

雑誌記事情報(2)

雑誌記事情報(3)

上記検索ソフ トを使 って雑誌記事データ

ベースを紹介 し検索手法を身につけ、一

次資料 、二次資料 との違いを認識する

⑨

⑩

⑪

図書情報(1)

図書情報(2)

図書情報(3)

上記検索ソフ トを使 って図書データベ ー

スを紹介 し検索手法を身につけ 、現物 と

対比 し違 いを把握す る

⑫ DIALOG DIALOGの 検索手法を理解す る

⑬

⑭

企業情報(1)

企業情報(2)

上記検索ソフ トを使 ってDIALOGの

企業情報デー タベースの検索手法を学ぶ

⑮ まとめ 検索結果の活用法と原報入手法を学ぶ
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(3)デ ー タベ ース検 索演 習H(応 用 コー ス)

回 講 義 項 目 講 義 内 容

① デ ー タベ ー ス検 索演 習Hを

は じめ る にあ た って

コースを始めるにあた って修得 してお く

べ きことを確認す る

② 利用するデータベースの紹介 主題毎のデータベースを理解す る

③

④

⑤

⑥

オ ンライ ン検索手法(1)

オ ンライ ン検索手法(2)

オ ンライ ン検索手法(3)

オ ンライン検索手法(4)

オ ンライン ・データベースの検索手法や

検索戦略の構築法を学び、実例 を示 しな

が ら理解を深める

⑦ 検索例の紹介 オ ンライ ンでの検索例を読む

⑧ 検索結果の評価 検索結果の評価法を学ぶ

⑨

⑩

⑪

⑫

検索演習(1)

検索演習(2)

検索演習(3)

検索演習(4)

各 自それぞれのテーマについて検索を

行 う

グループ演習 も行 う

⑬ ダ ウ ン ロー ドデー タの利 用 ダウンロー ドデータの利用法を学ぶ

⑭ オ ンライン検 索サービス利用

の応用

これまで とりあげなか ったオ ンライ ン検

索サービスを紹介す る

⑮ まとめ 演習内容の総轄 と他検索 システムの紹介

一25一



3.3デ ー タベ ー ス検 索論(講 義)

第1回 生活と情 報と図書館

[ね らい]

日常生活の中で特に意識せずに利用 している各種の情報 について 、改めて考え させ る。

また、大学図書館の特徴 と、資料の利用法にっ いての基礎知識を与 える。

[内容]

(1)生 活と情報の関わ り方

日常生活の中での情報の関わ り方につ いて、情報の発生か ら情報の伝達 までの流れを 、

一通 り説 明す る。新聞、雑誌 、テ レビなどか ら得 る情報は数えきれないほ どであ るが 、

コンピュータの登場はさらに膨大な情報を流 出 していることになる。航空券 の予約や劇

場のチケ ッ トの手配 、銀行 のオ ンライ ン化な ど様 々である。情報の媒体にはどの ような

ものがあるか 、それぞれの特徴を説明 し、目的に応 じた情報の使 い方を論 じる。

(2)学 生生活 と図書館

大学生の最 も身近な情報源と して図書 、雑誌 、新聞な どがあるが 、それ らを管理、保

存 しているのが図書館 といえよう。まず 、図書館 の歴史が どうい うものであるのか概略

を述べ 、次に、図書館の種類について国立 国会図書館、公共図書館 、大学図書館 、専門

図書館の特徴 と利用範囲について説 明する。さらには 、図書館の現状につ いて機械化の

進捗状況を大まかに述べ る。所属す る大学の図書館がどの段階にあるか も補足す る。

(3)大 学図書館につ いて

大学図書館の役割やサービス体制について理解 を深める。教養 図書や学術書 、雑誌 、

新聞 、議会資料 、白書 、統計 、年鑑などの蔵書構成、和 ・洋書の比率 、など具体的な数

字を示す 。利用範囲や大学図書館の上手な活用法を指導す る。

「図書館の達人 第一巻 図書館の機能」の ビデオテープを上映 し、資料の探 し方や

レフ ァレンスブ ックの使い方 、各 コーナーの機能や特徴 を理解 して もらう。

また、所属する大学の図書館パ ンフレッ トを配布 し、図書館 ツアーな どへの参加 を積

極 的に呼びかける。

[教 材]

(1)(社)日 本 図書 館協 会 利用 者教 育 臨 時委 員 会企 画 ・監 修 「図書 館 の達 人 第 一

巻 図書 館の 機 能」 ビデオ テ ープ(17分)、 ビデオ カセ ッ ト一式

(2)自 館 の利 用案 内 パ ンフ レ ッ ト(各 自に配布)

(3)OHP(情 報 の流 れ 、情 報 媒体 、図書 館 の歴 史 、図 書館 種 別 と特徴 な ど)

[課 題 コ

・図書館 で 、 目録 カ ー ドも し くはOPACを 使 って 図書 を探 す 。
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第2回 情報 とは何か

[ね らい]

情 報一 般 につ い ての 知識 を深 め る 。

[内 容]

(1)情 報 の定 義 と歴 史 的 背景

ま ず 、"情 報 とは"か らス ター トし、国語 辞典 な どでの"情 報"の 定 義 を説 明 す る 。

次 に情 報 の生 い立 ち を歴史 的 に追 って現在 の"情 報 とは"ど うい う もの を 指す の か 、特

に コ ン ピュー タ との 関わ り方 に重 点 を置 い て説 明す る。

(2)コ ンピ ュー タ と情 報

コ ン ピュー タの歴 史 を年 代 別 、国 別(欧 米 対 日本)に 系 統立 て て説 明す る 。そ して 、

我 々の生 活の 中に どれ くらいの速 度 で浸透 して き てい るの か 、現 状を把 握 して も らう 。

パ ソ コ ンや ワー プ ロの活用 な どを具 体例 と して挙 げ 、便利 にな った点 と不 便 な点 につ い

て も理 解 を促 す 。ま た 、大 型 コ ン ピュー タの 活用 事例 とパ ソ コンの活用 事 例 な ど も補 足

し、その一 端 と して デー タベ ー スが あ る こと も組 み込 ん でお く。

(3)情 報化 社 会

情 報産業 の発達 で は先行 して い る欧米 の事 例 を取 り上 げ 、次 に わが国 に お け る情 報 産

業 の 現状 を説 明 す る 。 さ らには 、各 省庁 の政 策 、例 えば 、テ レマ ー トや グ リー ン トピァ

な どの方 向性 や 、事 業 展 開 な ど簡 単 な表 で示 す 。 また 、ネ ッ トワー ク構想(例 え ば 、学

術 情 報 セ ンター のNACSIS-CATな ど)に つ い て も簡単 に触 れ てお く。

(4)情 報 媒体 の 種類

情 報媒 体 には 大 き く分 け て 印刷媒 体 と電子 媒体 が あ るの で 、そ れぞれ の特 徴 を 説 明 し、

印刷 媒体 の代 表 的 な もの と しては新 聞 、雑 誌 、図書 、ま た 、電子 媒体の 代 表 的な もの と

して はデ ー タベ ー ス があ る ことな どを説 明す る 。

(5)情 報 の探 し方

情 報の 探 し方 に は マニ ュアル での 探索 法 、人 を介 した ヒュー マ ン ・ネ ッ トワー クの活

用 と今 回の講 義 の メ イ ンとな るデ ー タベ ー スの 活用 が あ る 。 自分 が欲 しい ものは"何 か
"を 見極 め

、 目的 に応 じた 手法 を採 るには ど う した ら良 いか を教 え る。

「TRONの 時代 別 巻 コ ン ピュータの 歴史 」 の ビデ オ テー プを上 映 し、 コ ンピ ュ

ー タの構造 や移 り変 わ りな どを理 解 して も らう。

[教 材]

(1)CSK監 修 「TRONの 時代 別巻 コ ン ピュ ータ の歴 史」 ビデ オ テー プ(17

分)、 ビデオ カセ ッ ト一 式

(2)OHP(コ ン ピュー タの歴 史 、情 報産 業 の仕 組み 、各 省 庁 の政策 な ど)
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第3回 学術情報(1)

[ね らい]

レポ ー ト論 文の 執筆 に必 要 な 、最 低 限 の知 識 につ いて学 ぶ 。

[内 容]

(1)レ ポー ト論文作成にあたって

まず 、"学 術論文 とは"で 手紙 、 日記 、感想文などとの違 いを説明 し、学術論文の定

義を述べ る。次 に論文を書 くにあた り、論文の目的が何であるか、テーマの設定はどの

よ うにすべ きかを説 明する。一つの方法と して、自分が研究 しよ うと している分野の学

術雑誌に 目を通す ことな どをア ドバ イスす る。また、あま り大きなテーマではな く、な

るべ く具体性のあるテーマを設けることを指導す る。 「日本の建築について」というテ

ーマではあま りに範囲が広す ぎることになる。

(2)論 文の構成

論文の構 成ではまず、序論の役割が何であるか 、分量 はどれ くらいにす るのか、内容

構成はどうするのか といった例を2～3提 示 し、説明する。起承転結の重要性を説 く。

また 、学術論文では 「であ る調」が標準的であるが、その他 「であ ります調」な どもあ

ることもつ け加える。用語 と表記では特 に、外国語の表記や略称の使 い方 、固有名詞の

表記の仕方な どを説明す る。

(3)注 記の書き方

学術論文を書 くにあた り、注記の書き方を知る必要がある。ここでは"注"が なぜ必

要 なのかを充分理解 して 、注記の原則について説明する。縦書き、横書 きでの注記の書

き方の違 いなども具体例を用 いて説明する。また、欧文注記の例 も含めて説明す る。

さらに 、引用文献 と参考文献の書 き方 も付け加え、引用文献 と参考文献 との違 い、表

記の仕方につ いても具体的に説明する。

(4)原 稿用紙 とワープ ロ原稿

卒業論文や レポー トの提出形式 と して原稿用紙を使用 した場合 とワープ ロ原稿の場合

がある。全角 、半角の種別やイタ リック体での表記法 、強調文字の使 い方 など、論文の

体裁について説明す る。

[教 材]

(1)OHP(学 術 論 文 の例 、注記 の 例 、引用 ・参 考 文献 の例 、 ワー プ ロ原稿 例 な ど)

(2)学 会誌 数 種類
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第4回 学術情報(2)

[ね らい]

レポー ト論 文の執筆 に必要な、情報収集の仕方とまとめ方について学ぶ。

[内容]

(1)書 誌事項の読み方

書誌事項の記載は単行書 と雑誌論文ではそれぞれ異なるので 、単行書の書誌事項の読

み方(著 者名 、書名 、出版地 、出版者名な ど)と 、雑誌論文の書誌事項の読 み方(著 者

名 、論題名 、掲載雑 誌名 、巻号 、掲載頁 、出版年 など)を 、 『日本件名図書 目録 』や

『雑誌記事索引』を使 って説明す る。

(2)関 連図書の探 し方(和 書 、洋書)

所属す る大学の図書館にある 目録 カー ドやOPACな どを{吏って、実際 に現物を見つ

ける手法を説 明する。和書 、洋書での調べ方を教える。

(3)関 連論 文の探 し方(和 雑誌を中心に)

所属する大学の図書館 にある文献 目録を使 って 、和雑誌を中心 に論文単位で現物を見

つ ける手法 を教える。また、データベースを紹介 し、冊子体 とデータベースの違 いなど

も説明す る。

(4)二 次資料(レ フ ァレンス ・ブ ック)の 使 い方

二次資料(レ フ ァレンス ・ブ ック)と は何を指すのか。また、二次資料(レ フ ァレン

ス ・ブ ック)の 種類には事典 、文献 目録 、所蔵 目録などの他にどういった ものがあるの

か 。それ ぞれの特徴はどうなのか。所属する大学の図書館では何 処に配架 されているの

か 、テーマに沿った二次資料の見つけ方はどうす るのかなどを具体例を示 し、説明する。

(5)収 集資料の まとめ方

自分が収集 した原文献の まとめ方 について、カー ド目録の作成法やコ ピーの保存法 、

ファイ リング技法について順に説明 し、論文作成に役立たせる。

「図書館の達人 第三巻 雑誌記事の調べ方」のビデオテープを上映 し、レポー トや

卒論の執筆 に雑誌が大いに参考になること、大学図書館では雑誌の収集に特に力を入れ

ていることなどをア ピールする。

[教 材]

(1)(社)日 本 図 書館 協 会 利用者 教 育 臨 時委員 会企 画 ・監修 「図書館 の達人 第三

巻 雑 誌記 事 の調 べ方 」 ビデオ テー プ(18分)、 ビデオ カセ ッ ト一 式

(2)OHP(書 誌事 項 、 目録 カ ー ド、文献 目録 の一部 、二 次資 料 の種類 な ど)

(3)雑 誌記 事 索 引 な どの文 献 目録数 種類

(4)CD-ROM(コ ンパ ク ト ・デ ィス クの み紹介)

[課 題]

・い くつか の テ ー マを与 え 、検 索 の過 程 と実 際 に使 用 した文 献 目録 名を 記入 させ 、提 出 さ

せ る。
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第5回 一般情報

[ね らい]

ビジネスに関わ りのある周辺情報 にっいての基本的な知識 を身につけると同時に 、それ

を素早 くキ ャッチす る方法を学ぶ 。

[内容]

(1)ビ ジネスに関わる周辺情報

周辺情報 としてテ レビのニ ュース、新聞記事 、大衆誌 、業界紙誌な どを挙げ 、それぞ

れの特徴を述べ る。新聞には全国紙、地方紙 、業界紙があ り、様 々な情報を入手す るこ

とが可能であることを示す 。また、新聞を多 く所蔵 している国立国会図書館や公共図書

館 、専門図書館な どの紹介 も兼ね る。新聞を数種取 り挙げ、あるテーマ(も しくは特定

企業)に つ いての切抜きな どを見せ 、記事を読む習慣をつけるよう指導す る。雑誌につ

いては 、専 門誌から娯楽雑 誌に至るまで広 い範 囲で記事をカバー していることが多 く、

コンテ ンツに 目を通 し、業界の流れを把握す ることが重要であることを教 える。雑誌 は

特集 を組む こともあ り、まとめて情報を入手することが可能であること も付け加 える。

但 し、雑誌のバ ックナ ンバーを揃えている出版社 は以外 と少ないので 、図書館などの利

用を促す 。その際 、図書館 によ って雑誌の収録期間が異な ることも一言添え る。新聞 と

同じように現物を何 種類か提示 し、あるテーマ(も しくは特定企業)に つ いて動 向を探

る。海外の新聞や雑誌につ いて も紹介す る。

(2)ビ ジネス情報をキ ャッチする

社会に出てか ら役立つ ビジネス情報には どういうものがあるか 。新聞な どの身近な情

報をスクラ ップす るだけで も、企業の活躍や方向性がわかることを強調す る。ビジネス

情報の種類 には印刷媒体 と電子媒体 、または電話やFAXな どの活用 も挙げ られる。他

社 よ りも早 くビジネス情報を入手す るには どうした ら良いかなどを指導す る。

(3)企 業の実態を探 るには

卒論 や レポー トの提 出などで特定企業を調査 した り、就職活動 を始める際に最 も参考

にな る資料 を紹介す る。まず 、各社 で出 している社史 、次に毎年提 出される有 価証券報

告書 、さらには株価情報な どによ り人気の度合がわかることを説明す る。新聞記事 など

で企業別に資料 を収集 した り、年代毎に新聞掲載の件数を一覧す るだけで も、話題性 に

富んだ企業 であるか どうかわか るなど、企業の実態を知 る手法を紹介す る。

(4)ビ ジネスの分類

ビジネスの分類 には経済統計な どにでて くる産業種別 と、アメ リカのSIC(Stand

ardIndustrialCla§siflcation:標 準産業分類)コ ー ドなどがあることを紹介 し、

わが国の現 状を述べ る。

(5)統 計資料 と法律書

基本的な統計資料 と しては 『日本 の統計』やr日 本統計年鑑』 、r世 界統計年鑑』な

どで、日本 と各国の経済状況を把握す ることができる。ただ し、デー タが多少古 くなる

ので最新のデータにつ いては月報や新 聞な どを参考 にするよう勧める。同時に、数値デ

ータをどの資料 から引用 しているかな ど、出典資料 の見方 を説 明する。また 、基本的な
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法令 と して、 『現行 日本法規』や 『六法全書』などは知識 と して必要 であることを指摘

す る。

[教 材]

(1)OHP(有 価 証 券報 告 書 の一部 、 『日本 の統 計』 の一 部 、特 定企 業 の 新 聞記 事 の一

部 な ど)

(2)社 史 、有価 証 券 報告 書 な どの一 次資 料

第6回 ビジネス情報

[ね らいコ

ビジネス情 報の主流 と、活用法を理解す る。

[内容]

(1)企 業情 報

ビジネス情報の基本 と して、財務情報(貸 借対照表、損益計算 書など)と 企業情報 と

信用調査をあげ、それぞれ具体的な項 目を説明す る。また 、数値が何を意味す るのか 、

データの読 み方を簡単 に説 明する。

(2)人 物情報

人物情報 には 、会社役員 を収録 した 『日本紳士録』や著 名人を掲載 した もの 、さらに、

大学の研究者を対象 と した 『研究者研究課題総覧』などがあることを教 え、それぞれの

特徴 と目的に応 じた二次資料の使い方を理解 させ る。な るべ く、話題性 のある人物を例

にと り、それぞれの二次資料の掲載の違 いを調べ るの もお もしろい。人物情報はア ンケ

ー ト形式 で調査 を行 っているもの もあるので
、掲載されないデータ もあることを明示す

る。

(3)市 場情報(マ ーケ ティング)

市場情報は主に商品情報 とマーケテ ィングに大別できる。新製品の開発や特許の取得

などが商品情報の一部をなす ものであ り、消費量や購買力な どの数値データがマーケテ

ィングの状況を示す 。特許などでは国によ って審査の手順な どが違 うことを説明す る。

通常の検索 と異 な り、検索結果が0件 の とき、特許 申請 に問題がないとい う意味で、最

も価値あるものだとい うことを教え る。

(4)ビ ジネス情報の活用例

実 際にビジネス情報を どう活用す るのか、具体例をあげる。企業買収 ・合併をは じめ 、

製品開発 、市場開発 、名簿作成、特定人物の経歴 、会社訪問の事前調査な どとして使 う

ことが多い。また、データベースを利用 したメールの発送 なども一例 と して加える。

[教 材]

(1)OHP(貸 借 対 照表 、損益 計算 書 、 「日本 紳士 録 』の 一部 、 『研 究 者 研 究課 題 総覧 』

の一 部 な ど)
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(2)会 社名鑑な どの二次資料

第7回 デ ー タベ ース とは何 か

[ね らい]

デ ー タベ ー ス につ いて基 本 的 な認識 を持 た せ る 。

[内 容]

(1)デ ー タベ ース とは

デ ー タベ ー スの導 入 部分 と して まず 、デ ー タベ ー スの定 義 を説 明 し、現在 国内 で利 用

で き る国 内外 のデ ー タベ ー スの数 を概算 で 示 し、過去5年 ぐらいの数 値 を 追 う。デ ー タ

ベ ース の主 題領 域 とデー タベ ー ス数 の比 率 を 表な どで提示 し、数 の 多 い分 野 と少 な い分

野 を説 明す る 。デー タベ ー ス業 界 な どのわ が 国の現 状 を説 明 す る 。

(2)デ ー タベ ー スの歴 史

デ ー タベ ー スのは じま りか らバ ッチ型検 索 システ ムの 開発 、TSSシ ステ ム と通 信技

術 の発 展 、商 用 デ ー タベ ー スの 登 場 、パ ソ コ ンの低 価格化 と大 型 コ ンピュ ー タに よ るデ

ー タ蓄 積 、提 供 媒体 の 多様化 と通 信 ネ ッ トワー クの 発展 な ど、第 二次 大戦 後 か ら10年 単

位 で段 階 的 に説 明す る 。将 来性 に つ いて も少 し触 れ る 。

(3)デ ー タベ ース の種 類

デ ー タベ ー スの 種類 で まず 、一 次情 報 と二次情 報 、次 に抄録 付 デ ー タベ ー ス と全 文 デ

ー タベ ー スの特 徴 な どを説 明す る 。

(4)デ ー タベ ー スの提 供 形態

デ ー タベ ース の提供 形 態 にはオ ンライ ンを は じめ 、CD-ROM、 光 デ ィス ク 、IC

カー ド、MT(磁 気 テ ープ)な どが あ り、そ れ ぞれの 特徴 と ど うい うもの に使 わ れ て い

るか を具体 的 に示す 。

ビデオ テ ープ 「デ ー タベ ー ス ・ビ ジュアル ガ イ ド 第一 巻 デ ー タベ ー ス とは何 か」

を上 映 し、デ ー タベ ー ス とは どの よ うな もの か理 解 して も ら う。

[教 材]

(1)(財)デ ー タベ ース振 興 セ ンター編 「デ ー タベ ース ・ビジ ュアル ガ イ ド 第 一 巻

デ ー タベ ー ス とは何 か」 ビデ オ テ ープ(約20分)、 ビデオ カセ ッ ト一 式

(2)OHP(利 用 で き るデ ータベ ー スの 数 、デー タベ ー スの歴 史 、デー タ ベ ース の種 類

な ど)
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第8回 デ ー タベ ース の仕 組 み

[ね らい]

デー タベ ー ス を使 うに あた って 、最 低 限知 って お かな けれ ば な らな い知識 につ いて学 ぶ 。

[内 容]

(1)デ ー タベ ー スの 作 成工 程

デ ー タベ ース の作 成 工程 では 、抄録 付 デ ータベ ー スが どの よ うに構 築 されて い くの か

を順 を追 って説 明す る 。作 成工 程 で は 、デー タベ ー ス収 録 誌 の選 定 、 イ ンデ ク シ ングの

切 り出 し(索 引語 の 作 成 と 自動 切 り出 し)、 分 類作 成 、抄 録 の付与(抄 録 の 種類)、 デ

ー タ入 力 に ポイ ン トを 置 く
。ま た 、全 文 デー タベ ース な どの 電算 処理 につ いて は現 状 を

踏 まえ 、補 足す る 。

(2)デ ー タベ ース の構 造

デ ー タベ ー スの構 成要素 には フ ァイル 、 レコー ド、デ ー タ項 目が あ る こ とを説 明す る 。

次 に抄 録 付 デ ータベ ース を例 に と り、デー タ項 目を細 分化 し、各 項 目と内容 を図(検 索

例)を 用 い て説 明す る 。ま た 、オ ンラ イ ン ・デー タベ ー スの フ ァイ ル構造 で書 誌 フ ァイ

ル 、辞 書 フ ァイル な どの特 徴 と関連 性 を示 す 。

(3)デ ー タベ ー ス検 索 に必 要 な機 器 と資料

デ ー タベ ー スを検 索 す るに あた り、必要 な機器 を列 挙 す る 。通 信設 備(端 末機 、デ ィ

スプ レイ 、プ リンター 、モデ ム)、 通 信 ソ フ ト、各 種 マニ ュア ル 、補 助資 料(サ ー チ ・

エイ ド)な ど個 別 に説 明を 行 う。最 新 の機器 や通 信 ソフ ト、通信 速度 な どの補 足 が必 要

であ る 。

(4)契 約 の 種類

契 約 の 方法 には個 別 契約 、団体 契 約 、 さ らには 最低料 金 制 、年 間契 約制 、完全 従 量 制

が あ り、契約 す るサ ー ビス ・システ ム によ り方 法 が異 な る 。パ ス ワー ドを取 得 した後 は 、

パ ス ワー ドの 管理 の 重要 性 を訴え 、各サ ー ビス ・シス テ ム 、各 デ ー タベ ー スに よ り料 金

体系 や 支 払 い方法 が 異 な る こ とを強 調 す る 。

[教 材]

(1)OHP(デ ー タベ ース の作成 過 程 、デ ー タベ ースの構 成 要素 、デ ー タベ ース検 索 に

必要 な機 器 、契 約 の 方法 な ど)
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第9回 デー タベ ー スの サ ー ビス

[ね らい]

デ ー タベ ース の流通 機 構 と主要 な デ ー タベ ースの 概 要 につ いて学 ぶ 。

[内 容]

(1)デ ー タベ ース業 界 と流 通機 構

欧 米 のデ ー タベ ー ス業界 とわが 国の デー タベ ー ス業 界の 違 い を簡 単 に説 明 し、オ ンラ

イ ン ・デ ー タベ ー ス の流通 機構 が ど うな って い るか を説 明す る。大枠 と しては 、デ ー タ

ベ ー ス ・プ ロデ ュー サ ー 、デー タベ ー ス ・デ ィス トリビュー ター 、通信 業 者 、ゲ ー トウ

ェイ 、 イ ンフ ォメー シ ョ ン ・ブ ロー カ ー(代 理店 も含 む)、 検 索 代行業 者 、エ ン ド・ユ

ーザ ー に分 け 、図 で その流 れ を示 し役 割を解 説 す る。

(2)主 要 デ ー タベ ー ス

国 内で利 用 で き るデ ータベ ー ス を4つ の分 野 に分 け 、その 中で主要 なデ ー タベ ー スを

紹介 す る 。 自然科 学 分野 で はMEDLINE、CASEARCH、INSPEC、C

OMPENDEXPLUS、 社 会 ・人 文科 学 分野 で はERIC、SOCIOLOGI

CALABSTRACTS、 ビジネ ス分 野 ではPREDICAST、D&BMAR

KETIDENTIFIER、 全 般 で はNEWSPAPERABSTRACTSな

ど具 体 的 な名 称 と内容 を提 示す る 。国産 デー タベ ー ス も併せ て紹 介 す る 。

(3)デ ー タベ ー スの 活用 法

デ ー タベ ース の活 用例 と して 、科 学技術 関係 で は他社 の研 究動 向 を調べ る 、特 許 申請

の状 況 を把 握す るな ど、 ビジネ ス 関係 では業 界 の動 向 を知 る 、訪 問先 の事 前 調査 を行 う

な ど 、そ の他 のデ ー タベ ー スで は大 学 の講 義 内容 を調べ る 、本 や 雑誌 を 注文 す るな どを

挙 げ 、様 々な活用 法 が あ る ことを認 識 させ る。

[教 材]

(1)OHP(デ ー タベ ー ス業界 の 流通 機構 、主要 デ一 夕ベ ー ス一 覧 な ど)
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第10回 検 索 のプ ロセ ス(1)

[ね らい]

基本的な検索の操作 法について学ぶ。

[内 容]

(1)検 索実行 の プ ロセ ス

検 索 の手順(接 続 か ら終 了 まで)を マニ ュアル方 式 で説 明 す る 。端末機 の 電源 を入 れ 、

電話 を か け ると ころ か ら電話 を切 って 、端 末機 の 電源 を落 とす と こ ろまで の検 索 の流 れ

を 図 を用 いて示 す 。

(2)サ ー ビス ・シス テ ムの 選定

国 内外 の サー ビス ・シス テ ムが どれ くらいあ り、各 サ ー ビス ・シス テム の特徴 とサ ー

ビス 時 間帯 を説 明す る 。主要 なデ ー タベ ースは 複数 のサ ー ビス ・システ ム に搭載 され て

お り、 それ ぞれ料 金 が異 な る こ とを説 明す る。

(3)デ ー タベ ー スの 選 択

デ ー タベ ース を選 択 す る 時の ポ イ ン トを言 う。主題 分 野 、収 録 期 間 、収 録 件数 、更 新

頻 度 、 タイ ム ラグ を よ くみ て 、検 索 に取 り掛 か る習慣 を 身 につ け る よ う指 導 す る 。ま た 、

サ ー ビス ・シス テ ム によ りデー タベ ー スの名 称が 異 な る こ とを補 足す る。

(4)検 索 の仕 方

検 索 の仕 方 には コ マ ン ド方 式 とメニ ュー方式 が あ り、そ れ ぞれ の検 索方法 を説 明 す る 。

(5)キ ー ワー ドの選 択

最 も重要 なキ ー ワー ドの 選 択 では概 念 分析 の捉 え方 と シ ソー ラスの 活用 、 フ リー キ ー

ワー ドの利 用 を説 明 す る 。 また 、シソ ー ラスを使 った とき の利 点 と欠 点 、 フ リー キ ー ワ

ー ドを使 った ときの利 点 と欠 点 をあ げ る 。

(6)検 索式 の た て方

基 本 的 な論理 演算 子(論 理 積 、論 理 和 、論理 差)を ベ ン図を用 いて説 明 し、各 サー ビ

ス ・システ ムに おけ る論 理 演算 子 の 種類 と優 先順位 を教 え る 。

(7)検 索の 実行

実 際 にJOISのJICST科 学 技 術文 献 フ ァイル を使 って デ モ ンス トレー シ ョ ンを

マニ ュアル 方式 に よ る接続 方法(通 信 ソフ トの 設定 法)、 検 索語 の入 力 、検 索結 果 の 出

力 方 法 、検 索結 果の 読 み 方 、終 了の 仕 方の 手順 で行 い 、検 索 の流 れ を理解 して も ら う。

[教 材]

(1)OHP(検 索実 行 の プ ロセ ス 、デ ー タベ ースデ ィ レク トリの 内容 、 コマ ン ド方 式 と

メニ ュー方式 の 表 示例 、JICSTシ ソー ラス 、概 念分 析 、論 理 演算 子(AND、

OR、NOT)、 通 信 ソ フ トの 内容)

(2)デ モ ンス トレー シ ョン(JOISのJICST科 学技 術 文献 フ ァイル な ど)、 検 索

機器 一 式 、 ビデ オ ・プ ロジ ェクタ ー
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第11回 検 索の プ ロセ ス(2)

[ね らい]

デ ー タベ ー スを使 い こなす ため の検 索 法 につ いて 学 ぶ 。

[内容]

(1)接 続の仕方

オー トログオ ンの設定の仕方を教 え、マニ ュアル方式よ りも早 くて確実 であることを

体験す る。

(2)デ ータベースの選定

データベースの選定の効率 良い検 索法を指導す る。データベースのデータベースとは

何か。何故使 うのか 。また 、ク ロス ・ファイル ・イ ンデ ックスの概要と活用法について

とゲー トウェイの利用の仕方について も説 明する。

(3)キ ーワー ドの選定

ただ単にキー ワー ドを入力するのではな く、汎用性を持たせた トランケーシ ョンの使

い方(前 方一致 、後方一致 、中間一致)と プ レフィックス(接 頭語)、 サ フィックス

(接尾語)の 活用 、さ らには検索語の入力順位を説 明する。

(4)検 索戦略

隣接演算子の使 い方と近接演算 子の使 い方を説明 し、それぞれ どういったデータベー

スを使 うときに有効 なのかを提示する。また、固有名詞 、特に企業名や人名での検索の

際に役立つ拡張機能 の活用 法を教 える。

(5)出 力結果の表示

検索結果の 出力方法には部分 出力 、抄録 付出力 、全文出力があることを説明 し、その

操作法を教 える。

(6)検 索の実行

たとえばG-SERACHで 朝 日新 聞記事データベースのデモ ンス トレー ションをオ

ー トログオ ン方式 による接続方法(通 信 ソフ トの設定法) 、検索語の入力 、検索結果の

出力 、検索結果の読み方 、終了の仕方の手順 で行 い、検索手法を理解する。

[教 材]

(1)OHP(オ ー トログオ ンの 設 定法 、デ ータベ ー スの デー タベ ー ス 、 トラ ンケ ー シ ョ

ンの例 、隣接演 算 子及 び近 接 演算 子の 例 、拡 張機 能 の例 、出力結 果例)

(2)デ モ ンス トレー シ ョ ン(G-SEARCHの 朝 日新 聞記 事 デ ータベ ー スな ど)、 検

索機器 一 式 、ビデオ ・プ ロジ ェ クター

[課 題]

・特 定 の テー マを与 え 、CD-ROM検 索で結 果 を 出 させ る 。
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第12回 検 索 の プ ロセ ス(3)

[ね らい]

検索結果の読み方について学ぶ。

[内容]

(1)検 索結果のチ ェック

検索結果のチ ェックを行 う上で 、最 も多 い ミスはスペル ミス、固有名詞の間違い、検

索式のエラーであ り、充分注意 して検索を行 うように促す。この改善策 と しては事前に

検索式を検索 シー トな どに記入 してお くことが大事であることを強調する。

(2)検 索結果の評価

検 索結果の評価の仕方 と して適合文献 と不適合文献 、再現率 と適合率 、出力結果の総

合評価があ ることを列挙 し、どうなれば望ま しいのか図を用いて説明す る。また、前回

与 えた課題 を基に各 々、結果を表示 させることも可能である。

(3)検 索結果の加工

検 索結果の加工については、自分の為 に検索を行 った場合 と代行検索を行 った場合で

は方法が異なるが 、出力結果の説明(判 断)と 各文献のラ ンキ ング付けば共に行 うこと

を説 明す る。代行検索の場合は 、必要 に応 じて適合 レコー ドの要約や適合 レコー ドの翻

訳な ども請 け負 うことを補足する。 レポー トの作成やダ ウンロー ドによる編集 も可能で

あることを伝える。

(4)原 文献の入手

データベースで検 索 した後 、原文件を入手す るにはまず 、所属する大学図書館の利用 、

情報機関の利用 、オ ンライ ン ・オーダーの活用 、イ ンフォメーシ ョン ・ブ ローカーの利

用な どがあることを明示す る。

[教 材]

(1)OHP(再 現 率 と適 合 率 、出力 結 果の 例 、 レポー トの作 成例 、図書 館 資料 の配 置 、

情 報 機 関一 覧 、オ ンライ ン ・オ ー ダー の例)

第13回 検 索の技法(1)

[ね らい]

デー タ ベ ー スを さ らに高度 に利用 す る技 法 につ い て理解 す る 。

[内容]

(1)目 的に応 じた利用法

目的に応 じた利用法を紹介する。例えば、 レポー ト作成に利用する、卒論 のテーマに

関連 したものを リス トア ップす る、企業訪 問の際 に利用する、特 定の人の経歴を知 りた

い、ある本 の出版者や著者を探す 、特定の本をどの大学図書館で所蔵 しているかを知 り
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たい、同窓会名簿を作成す るな ど、具体的にどのようなデータベースを使 って活用でき

るかを説明す る。

(2)出 力結果 を考慮 した検索法

検 索結果を初めか ら予測 してやる方法 と しては高再現率検索 、高適合率検索 、概略検

索があることをいい、それぞれの特徴を説明す る。

(3)検 索の効率化

上記の検索法 とは別に、通信速度 と検索料金 、デー タベース個 別料金の認識 、出力方

法の工夫によって も検索の効率化を計ることができることを教え る。

(4)分 類 コー ドを使 った検索

様 々な分類 コー ドを活用 した事例を紹介 し、検索す るメ リッ トを明 らかにす る。具体

的には、記事分類(朝 日新聞記事)、 産業分類(産 業分類 コー ド)、 製品分類(PRE

DICASTの 分類 コー ド)な どがある。

(5)高 度な検索テ クニ ック

各データベ ースに対応 した検索手法を考慮す る必要があることを説 く。全文データベ

ース検索の場合のKWIC機 能 、企 業データベース検索の場合のREPORT機 能 、複

数デー タベースを検索す る場合のONESEARCH機 能などがある。

[教 材]

(1)OHP(高 再現 率 検索 と高 適 合率 、デ ー タベ ー ス個 別料 金 表 、記事 分 類 表 、産 業分

類 コー ド表 、PREDEICAST製 品 コー ド表 、KWIC機 能 で の検 索例 、RE

PORT機 能 で の検 索例 、ONESEARCH機 能 での検 索 例)

第14回 検 索の技 法(2)

[ね らい]

データベースをさらに高度 に利用す る技法につ いて理解す る。

[内 容]

(1)そ の 他 の検 索手 段

よ り効 果 的 な検 索 法 と して は 、一 時保 存 、永久 保 存 、SDI機 能 、検 索プ ロセ スの実

行 、重複 雑 誌 の削 除 、料金 の 表示 、ヘ ル プ機 能 な どが あ る こ とを教 え る 。また 、それ ぞ

れ ど うい っ た時 に活用 す るの か も説 明す る。

(2)デ ー タベ ー ス関連 の資 料

デ ー タベ ース を使 い こなす に は 、 関連 の 参考 書 、デ ィ レク トリ、逐次 刊行 物 に 目を通

す こ とを勧 め る 。また 、デ ー タベ ー ス関連 団体の 名 称 やデ ー タベ ース 関連 の展 示 会 な ど

につ い て も説 明 を加 え 、参加 す る ことを提 案 す る 。

[教 材]

(1)OHP(参 考 書一 覧 、デ ィ レク トリー 覧 、逐 次 刊行物 一 覧 、関連 団体一 覧 、展示 内
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容 一 覧)

第15回 デ ー タベ ー ス ・サ ー ビスの 展 開

[ね らい]

デ ー タベ ー ス ・サ ー ビスの 今後 の 展 開 につ いて学 ぶ 。

〔内容]

デ ー タベ ー スを取 り巻 く周 辺 環 境 の変化 と して 、

① サ ーチ ャー の 出現

② ゲ ー トウェイ ・サ ー ビス(G-SEARCH、COMPUSERVE、1・NTE

RNET)の 浸 透

③ パ ソ コ ン通 信 の 発展

④ プ ライベ イ ト ・デ ー タベ ー スの増加

⑤ デー タベ ー ス業 界の 動 き

⑥ デー タベ ー スの著 作 権

⑦ 関連 技 術 の動 向

⑧ 契 約 で きるデ ー タベ ー スの 種類

な どを挙 げ 、将来 の展 望 につ いて語 る。

学 生 が契 約 でき る各 種 デー タベ ー ス及 びサ ー ビス ・システ ムを紹 介 す る。商用 デ ー タベ

ー ス 、学 術情 報 セ ンタ ー提 供 デ ー タベ ース 、大学 で サー ビスす るデ ー タベー ス な どを説 明

す る 。

NIFTY-Serveを 使 ってパ ソ コ ン通 信 の デモ ンス トレー シ ョンを 行 う。

[教 材]

(1)OHP(パ ソ コ ン通 信 の 内容 、主 な商用 デ一 夕ベ ー ス一覧 、学 術情 報 セ ンタ ー概 略 、

大 学図 書館 で利 用 で き るデ ー タベ ース の一覧)

(2)ビ デオ(ハ イパ ー メデ ィア につ いて紹介 した もの)

(3)デ モ ンス トレー シ ョン(NIFTY-Serveの パ ソ コ ン通 信)、,検 索機 器 一 式

一39一



3.4デ ー タベ ー ス検 索 演 習1(基 礎 コース)

第1回 パソコンの基本機能 と操作

[ね らい]

パソコンの各部分の名称 と仕組 みを紹介 し、操作についての基本的な事柄を学習 しなが

ら、パソコンに対 して慣れ親 しむよ うにする。特に 、入力装置 としてのキーボー ドの操作

には、十分な 自習時間を設 けて、一人でキーインで きるよ うにすることが望 ま しい。

[内容]

(1)単 体 と してのパ ソコン、及び通信ソフ トの機能説明

パ ソコンの各部分の名称とその機能を説明 し、電源投入 方法 、輝度あるいは角度 コン

トロール、プ リンターの出力用紙のセ ットを実習す る。また、外部記憶装置と しての フ

ロッピーデ ィスクにつ いて も実際に配布 して説明す る。

(2)キ ーボー ド説明

キーボー ドを使 ってのひ らがな入力 、カタカナ入力 、英数字入力 、漢字変換の方法 を

説明す る。また編集機能を説明 した後、演習用の例文を用 いて実習をする。

[進 め 方]

(1)パ ソ コ ン、及 び そ の周 辺機 器 の 名称 とその機 能説 明

実物 を示 しな が ら、本体 、デ ィスプ レイ(モ ニ ター)、 ドラ イブ 、キ ーボ ー ド、マ ウス 、

プ リ ンター な どの名 称 と一 致 させ る 。次 に 、パ ソ コ ンの基 本 構造 と しての入 力 →処 理 →

出力 過 程を 簡単 な例 で説 明す る 。 名 称 、基 本構 造 の説 明 が終 った後 、実 際 に電 源 を投

入 す る 。各 個人 にあ った画 面の 角度 、輝 度 コ ン トロール につ いて も触 れ 、正 しい 姿勢 、

照度 、お よび 角度 で作 業 を す るマ ナ ーを身 につ け る 。プ リンター につ い ては 、出力用 紙

の セ ッ トの仕 方 、あ るいは連 続 帳 票 の場合 は 、 出力 位 置の 合 わせ 方 な ど も教 え 、実 際 に

セ ッ トをす る 。この た め 、あ らか じめ 出力 用紙 の セ ッ トを解 除 して お くと効 果的 であ る 。

ま た 、ワープ ロと 同様 に 、デー タを持 ち運 ぶた めの 外部 記 憶装 置 と しての フ ロ ッ ピー

デ ィス クを配 布 して 、そ の大 き さ 、容量 、取 り扱 い注 意 、書 き込 み可能 な状 態 か ど うか

の見 分 け方 、使用 方 法 につ いて説 明 し、実 際に ドライブ に挿 入 した り、解 除 した りす る 。

最 後 に 、今 後の 授業 で 活用 す る通 信 ソフ ト*に つ い て説 明 した り、検 索 に必 要 な専 門用 語

を わか りや す く解 説 した 『サー チ ャー用 語集 』 な どを紹 介す る 。

*通 信 ソフ ト:ホ ス トコ ンピ ュー タとタ ー ミナル 間の 通信 を 行 な うため の ソ フ トウ

ェア 。パ ソ コ ンで あ れば 、BASIC言 語 の ター ミナル モー ドで代 用 す る こ と も可能 だが 、

一 般 に低機 能 な ため 、各 種 の市 販 品 が 出回 ってい る 。著 名 な もの に 「PCOM」(パ ー ソナ

ル ・ビ ジネ ス ・ア シス ト)、 「まい と～ く」(イ ンター コム)な どが あ る。(出 典 『サ

ーチ ャー用語 集 』p .49)
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(2)キ ー ボー ド説 明 と実 習

キ ー ボー ドをOHPに 写 し、テ ンキ ー入 力 、ひ らがな入 力 、カ タカ ナ入力 、英数 字入

力 、漢字 変換 の 方法 を説 明 しな が ら実習 す る 。その他 、編 集 機能 と して挿入 、削 除 、バ

ックスペ ー ス 、タ ブ 、キ ャ ップ ス 、 シフ ト、スペ ー ス 、 リター ン、矢 印キ ー な どにつ い

て説 明 した後 、演 習 用 の例 文 を記 載 したプ リン トを配布 して 、実 習 す る 。時間 が 足 りな

い場 合は 、その実 習 を各 自宿題 とす る 。

[教 材]

(1)ビ デオ また はOHP(コ ン ピュータの 基本 機 能 に関す る もの)

(2)フ ロ ッ ピー デ ィ ス ク

(3)プ リン ト(キ ー ボー ド入 力 演 習用 の例 文を 記 載)

(4)『 サ ーチ ャー 用 語集 』 サー チ ャー用語 研 究 会編 目外 ア ソ シエー ツ発 行1993.1

[課 題]

・キー ボー ド入 力 演 習用 の 文書 を作 成 す る
。

第2回 オ ンディスク検索

[ね らい]

広辞 苑 、百科 事典 な どのCD-ROM(ま たは 電子 ブ ック)に つ い て紹 介 し、現 物 の冊 子体 と

比 較 してそ のハ イパ ー メデ ィア 的 な特 徴 を実 習 に よ って 関心 を 引 き起 こ し、デ ー タベ ー ス

利 用教 育 へ の導入 とす る 。

[内 容]

(1)CD-ROM媒 体 の 説 明

CD-ROMの 大 き さ 、容 量 、収録 情報 、取 り扱 い方法 な どを説 明す る。ま た 、CD-ROMと オ

ンラ イ ン検 索 との 違 い 、CD-ROMの 普 及 状況 、短 所 な どにつ い て も紹介 す る 。

(2)CD-ROM操 作 説 明 と実 習

起 動 方法 を説 明 し、検 索 方法 や ダ ウ ン ロー ド*、印刷方 法 、終 了 方法 を説 明 し、実習 す

る 。

(3)CD-ROMを 用 い た演 習

CD-ROM演 習 にあ た っては 、興 味を 持 ちやす い事 柄 で実施 し、同一 事項 に対 して 所属 の

図書館 を利 用 して現 物 資料 で も検 索 す る 。

*ダ ウ ンロー ド(Download):オ ンライ ンデ ー タベ ー ス にお い て 、ユー ザ端 末側 の受

信 内容 を フ ロ ッピーデ ィス クな どに 磁気 的 に記録 す る こと 。特 にオ ンライ ン出力 内容 の

磁気 的記録 化 は システ ム との 接続 時 間の短 縮 や 、その 後の デ ー タ加工 の利 便性 な ど、得

られ る メ リッ トが大 きい 。 しか し、ダ ウ ンロー ドには著 作権 の問 題 があ り、デ ー タベ ー

ス に よ って は制 限 され て い る もの もあ る。通 常 、ダ ウ ンロー ドは 通信 ソフ ト側 の 機 能 と
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して 実現 され る 。(出 典 『サ ーチ ャー用語 集 』p.46)

[進 め 方]

(1)CD-ROM媒 体 の説 明

CD-ROMを 直接 見せ る 。容 量 は 、実 際 に広 辞苑 や百 科事 典 を持 って来 て 、 この!冊 分 、

あ る いは全 冊 分がCD-ROM1枚 に収 録 されて い る こ とを示す 。収録 情 報 は 、文字情 報 だ け

で は な く、画 像情 報 や音 声情 報 も同 時に扱 うことが で き るこ と 、ま た 、外 部オ ンラ イ ン

・デ ー タベ ース ・サ ー ビス の場 合 の よ うに利用 量 に応 じるよ うな課 金 を と ってい な いの

で 、利 用者 は安心 して利 用 す る こ とがで き る ことな どを指 摘す る 。 しか し一方 で は 、検

索 用 ソ フ トウェアが不 統 一 、更新 頻 度 の遅 さ 、ハ ー ドウ ェアの 規格 の不 統 一 、検 索 ス ピ

ー ドの遅 さ 、な ど不 便 な点 もあ る こ とに も触 れ る 。

(2)CD-ROMの 操作 説 明 と実 習

実 習 は 、CD-ROM読 み取 り装 置の 台 数 に応 じて 、学 生 の受 講 人数 を適 当に配 分 して 、見

学 させ る 。実 習待 ちにな った学生 、あ る いは実 習 を終 え た学 生 は 、前 回の キー ボ ー ド演

習 の復 習 を各 自す る 。担 当者 が 、起 動 方法 か ら、検 索 方 法 、ダ ウ ンロー ド方法 、印刷 方

法 を説 明す る際 に 、文字 情 報か ら文 字情 報 、文字情 報 か ら画 像情 報 、文 字情 報 か ら音 声

情 報へ と リンク され て い るハ イパ ー メデ ィア の特 色 に力 点 を置 く。 それは た とえ ば、「ウ

グイ ス」 で検 索 すれ ば 、その説 明 とあ わせ てそれ に リンク してい る 鳴き声 の音 声情 報 も

聞 くこ とが で き る ことな ど であ る 。 この よ うな説 明を受 けた後 に 、学 生一 人一 人 が 必ず

1回 は 、キー ボー ドに触 る よ う実 習 す る 。学 生 は希 望す る事柄 で 実 習 し、その結 果 を 印

刷 出力 す る 。

(3)CD-ROMを 用 い た演 習

実 習 で得 た結 果 と 、同一 課 題 に対 して所属 す る大学 図書 館 を利 用 して現 物 資料 での 検

索結 果 とを比 較す る 。

[教 材]

(1)CD-ROM版 『広 辞 苑 』 あ るいは 『平凡社 百 科事 典 』

(2)『 広 辞苑 』 あ るいは 『平 凡社 百 科事 典』(CD-ROMに あわせ て)

[課 題 コ

・CD-ROM検 索結 果 、お よび それ に対 応す る現 物 資料 での検 索 結果 との比 較考 察 、な らび に

CD-ROMに 対 す る感想 を後 日提 出す る 。
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第3回 新聞記事情報(1)

[ね らい]

情 報 検 索 用 フ ロ ン トエ ン ド ・プ ロセ ッサの 中か ら、新 聞 記事 デ ー タベ ース を紹 介 し、そ

の検 索 の操作 方法 を 習得 し、新 聞記 事 デ ータベ ー ス に慣 れ 親 しむ 。

[内容]

(1)朝 日新 聞記事 データベースの紹介

現在 、日本 では全国紙の大部分 と地方紙および専門紙の一部が 、全文データベースと

して提供 されている。ここでは、その うち朝 日新聞記事 データベースを例 に取 りあげて

紹介す る。説明は 、収録内容 、収録期間 、収録 レコー ド数 、対応す る冊子体資料 、など

を中心に行 う。

(2)検 索方法の説 明 と実習

・自由語検索方式

思 いっいた言葉 をキー ワー ドと して入力す る方法。キー ワー ドを統制 していないか ら、

難 しい技術 や訓練 は不要 であ る。漢字形あるいはカタカナ形で入力 出来 る。

・論理演算

キー ワー ドを追加 して、記事を絞 り込むAND演 算 、キーワー ドを追加 して、検 索対象

を拡げ るOR演 算 、指定 したキー ワー ドに該 当す る記事を除 くNOT演 算などがあ る。

・前方一致検 索

検索語で指定 された文字列を含む索引話すべ てを対象 と し、@マ ー クが付いているキ

ー ワー ドを検索す る機能である
。これは検索語の任意にすべ き部分 に"@"の 記号 を用い

て指定 し、語を うろ覚えで も検索可能 とす るものである。

・ブラウズ

登録 されているキー ワー ドの一覧機能であ り、これによ って思いついた言葉以外の似

たキー ワー ドを探せ るので、検索洩れを妨げる。会社名や人名があいまいな記憶のため

に確認 したい場合 、キーワー ドが長 くて入力す るのが面倒 な場合 、などに威力を発揮す

る。

・記事 種別分類 コー ド

世論調査な ど、数 値データを含む記事 、名簿 、解説 、イ ンタビューな ど、14種 の分類

が用意 されてお り、内容を絞 り込む ときに便利である。

・ロギ ング

検 索を初めてか らの検索式をすべ て表示 し、どんな条件で検 索を実施 してきたかを確

認できる。

(3)結 果表示

見 出 し、年月 日、朝刊、夕刊の区別、ペー ジ、写真や図の有無 、文字数 を2行 で表示

する一覧表示か ら、記事の概要を追 いたい時などに便利な前文のみの出力 、探 し当てた

記事をその場で読 める全文表示などがある。

一43一



[進 め方]

(1)冊 子体資料の紹介

あ るテーマについて 、最新の情報収集の必要性 が生 じた場合 、どうす るかを尋ね る。

百科事典を調べ る、 目録 カー ドを調べ て該当図書を捜す 、友人に聞 く、図書館員に尋ね

る、などいろいろな方法が考え られ るが 、そのいず れで も満足できなか った場合 、新 聞

記事を検索するの も一つの手段であ る。そ こで、 『朝 日新聞縮刷版』、 『朝 日新聞記事

総覧』をとりあげ、紹介す る。前者 は、最初の部分 に索引がついてお り、後者は一般件

名 、人名 、企業名、な どか らの索引がついている。 しか し、どち らも年月が判明 してい

ない場合は 、どこに収録 されているかを探すのに相 当な労力を要す ることを理解 させる。

(2)検 索実習

朝 日新聞の1985年 か ら1991年 の期間における縮刷版 、または原紙か ら著名な記事を コ

ピー して、配布する。その記事 を題材 と して、上記の内容の ところで記載 した検索方法

や出力方法につ いて実際にパ ソコ ンを操作 しなが ら慣れ させ る。ここでは、次の ような

ことが体験できれば望 ま しい。たとえば 自由語検 索では 、統制語の約束 ごとにと らわれ

ることな く検索ができるため、初心者 にとっては検 索が容易 、検索の空振 りの減少 、質

問か ら統制語へ変換す る手続きの解消 、シソーラス*が カバー していない分野を補 うこ

とが可能、な どとい う利点があるが 、一方 、記事 中にその用語がないと情報洩れの発生、

同音意義語の拾いだ し、ノイズの多量発生の欠点 もある、などである。

*シ ソー ラス(Thesaurus):索 引作業 や 情報 検 索 で使 用す る用 語 を 統一 し、用 語 間の

相 互 関係 を管 理 して作 成 した用語 リス ト。 同義語 の 統一 、下 位概 念 ・上位 概 念 の用 語 の

関連 づ け 、関連語 の 参 照が 記載 され て い る 。(出 典 『サ ー チ ャー用 語集 』p.34)

[教 材]

(1)情 報 検 索用 フ ロ ン トエ ン ド ・プ ロセ ッサ(オ フ ライ ン)

(2)『 朝 日新 聞縮 刷 版 』 、 『朝 日新 聞記事 総覧 』

(3)OHP(検 索方 法 、結 果表 示 につ い て)

(4)プ リン ト(朝 日新 聞の1985年 か ら1991年 の期 間に お け る縮 刷版 、 また は原 紙 か ら著

名 な記事 を コ ピー)

第4回 新聞記事情報(2)

[ね らい]

新聞 記事 デ ー タベ ー スに お け る検 索 式の立 て方 ・絞 り込 みを 、各 自が論 理 的 に行 い 、正

しい検 索結 果 を導 き 出せ るよ うにす る 。また 、原 紙 との 違 い につ い て も説 明 をす る 。

[内 容]

(1)検 索演 習

クイ ック ・レフ ァ レンス的な クイ ズを準 備 し、前 回 の復 習を しなが ら 、学 生 が興 味 を
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持 ちつつ検 索実習ができるよ うにす る。

(2)原 紙 との違い

原紙を検 索す るには、年 月 日がわか らないと困難である。その点、新聞記事データベ

ースは便利 であ るが
、原紙 と異なるポイ ン トについて次の ようなことを言及す る必要が

ある。まず 、データベースには 、図表、グラフ、写真などのすべての情報 が登録 されて

いるわけではない。紙面では活字の大きさなどが記事の重要性の判断材料 になるが 、デ

ータベース上ではそのよ うなことは判断できない
。地方版の取 り扱いは収録か ら漏れて

いる場合が多いなどである。

[進 め方]

(1)ク イズ 形式 によ る例 題

クイ ック ・レフ ァ レンス 的 な クイズを10問 ほ ど準備 して 、 プ リン トで配布 す る 。それ

らに 対 して検 索 の方 法 や結 果 につ いて発 表 し、皆 で デ ィス カ ッシ ョンす る。 た とえば 、

「ゴルバ チ ョフ旧 ソ連 大 統領 が来 日 したのは 、いつか 」、 「1990年 夏 の全 国高 校 野 球大 会

の優 勝 校 は どこか」 な どで あ る 。前者 の場 合 は 、キ ー ワー ドと して 「ゴル バ チ ョ フ」 、

「ソ連 」 、 「来 日」 、な どのAND演 算 が考 え られ る。 この と き、来 日時 は ソ連 で あ って

も、現在 は 国名 が変 わ って い るため 、旧 ソ連 とい う名称 を 使 って 表現 して い る ことな ど 、

時 間の経 過 で 表現 が 異 な る こ と も説 明す る。後者 の場合 は 、「1990年 」、 「全 国 高校 野 球大

会 」、「優 勝 」 な どが 考 え られ る。ま た 、直 接 に表現 は され て いな くて も、 この場 合 「甲

子 園」 とい うキ ー ワー ドの 連想 が 適切 な よ うに 、関連 語 か ら も検 索 してみ る必要 が あ る 。

この よ うに 、検 索 結 果 が最 終 的 に同 じであ って も、その 検 索 プ ロセ スの方 を重 視 し、 さ

ま ざ まに思 いつ いた検 索方 法 を列挙 して も らう。

(2)原 紙 との違 い

著 名 な事件 につ い て 、新 聞記 事 デー タベ ース に収録 され て いる 内容 に対応 す る原 紙 の

コ ピー を 、あ らか じめ用 意 して配布 す る 。学 生 には 、そ の記 事 に対 して 、新 聞 記事 デ ー

タベ ー スを検 索 して も らい 、それ に対応す る全文 を 出力 す る 。両 者 を比較 す る こ とで 、

その違 いにつ いて理 解 す る。

[教 材]

(1)情 報検 索用 フ ロ ン トエ ン ド ・プ ロセ ッサ(オ フ ライ ン)

(2)プ リン ト(ク イ ック ・レフ ァ レンス的 クイ ズ を10問 ほ ど 、朝 日新 聞の1985年 か ら19

91年 の 期 間 にお け る縮 刷版 、ま たは原紙 か ら著 名な 記事 の コ ピー)
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第5回 新聞記事情報(3)

[ね らい]

新 聞 記事 デ ー タベ ース を用 いて 、あ る特 定 テ ーマの検 索 を し、そ の結 果 を もとに して 、

そ のテ ー マ に 関す る概 要 レポー トを作 成す る 。この とき 、あ わせ て 引用 の文 献 の書 き方 に

つ い て も学ぶ 。

[内容]

(1)検 索結果の扱い

検 索結果は、必ず しもそのすべ てが役に立つわけではない。情報量が増加す るに従 っ

て、内容 も玉石混交 とな ることが予想 される。そこで、結果がテーマあるいは検索式 と

適合 しているか どうかとい った、検 索結果の吟味が必要 となる。そのためには 、検索結

果にひ ととお り目を通 し、その中か ら必要な ものを取捨選択す る訓練を しなければな ら

ない。

(2)引 用文献の書き方

レポー トのテーマが決ま り、検索結果を もとにその概要を書 く際に 、引用文献 の表記

の仕方を教 える。また著作権 との関連 につ いて も言及する。

[進め方]

(1)検 索結果の活用

新聞記事データベース検索のまとめと して、検索結果を 、時系列 に並べ て通覧 した上

で 、選択的に活用す る。その概要の書き方を、引用文献の表記 と併せ て説 明する。

(2)検 索演習

学生が興味を持 ちやすいテーマをい くつか選び 、それ らを記載 したプ リン トを配布す

る。例 えば 、 「スキー場での レク レーションについて」、「ク リン トン新大統領の人柄に

つ いて」、「ビールの人気銘柄 について」、な どであ る。学生 は、各 自選んだテーマか ら検

索式を立て 、検索をおこな う。検索式の入力画面 とその出力結果 をコピー し、解読 した

上で 、そのテーマに関す る概要 を作 成 し、課題と して後 日提 出す る。

[教 材]

(1)情 報検 索用 フ ロ ン トエ ン ド ・プ ロセ ッサ(オ フ ライ ン)

(2)OHP(引 用文 献 の書 き方)

(3)プ リン ト(検 索 テー マ を受講 人 数 分)

[課 題]

・検 索式 、お よ び結 果 の コ ピー 、 さ らに その結 果 を活用 した レポー トを作 成 し、後 日提 出

す る。
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第6回 雑誌記事情報(1)

[ね らい]

情報 検 索 用 フ ロ ン トエ ン ド・プ ロセ ッサ の 中か ら、雑 誌記 事 デ ー タベ ース を紹 介 し、そ

の 検 索方 法 を 習得 し、雑誌 記 事 デー タベ ー ス に慣 れ親 しむ 。

[内 容]

(1)MAGAZINE、JICST科 学技 術 文献 フ ァイル の紹 介

あ るテ ー マ に関 す る情 報 収集 の必 要性 が 生 じた場合 、新 聞記事 デ ータベ ー ス と同様 に

有 効 で あ る のが 、雑 誌記事 デー タベ ー スあ る。 こ こで は その うち、MAGAZINE、JICST科

学 技 術 文献 フ ァイ ル を紹介 す る 。紹 介す る際 は 、収録 内容 、収録 期 間 、収 録 レコー ド数 、

対 応 す る冊 子 体 資料 、な どを 中心 に説 明す る 。

(2)検 索方 法

新 聞記 事 デ ー タベ ース検 索 と類似 の部 分 は簡 単 に復 習 す るに と どめ 、 こ こでは 異 な る

部 分 につ いて説 明す る 。

(a)シ ソー ラ ス用 語検 索

上 位語 、下 位 語 で階 層 づ け られ て統制 され てい る言葉 で検 索 す る 。こ れ によ って 、

洩 れが 少 な くな る利点 が あ る 。

(b)近 接 演 算

[nW]演 算 子 は 、2つ の検 索 語 が入 力 した順 序 に並 ん でい る ものを 検 索 し、[n

N]演 算 子 は 、入 力 した順 序 は問 わ な い もの で 、2つ の検 索語 の間 には0か ら127ま

で 指 定 が で き る 。た だ し、和文 レコー ドの検 索 には著 者所 属機 関名 、団体著 者 名 の み

に利用 で き る 。[S]演 算 子 は 、2つ の検 索 語 が 同一 セ ンテ ンス 中にあ る もの を検 索

とす る。[F]演 算 子 は 、2つ の検 索語 が 同一 フ ィール ド中に あ る もの を検 索 とす る。

(c)検 索 項 目の指 定

一 次 検 索 項 目お よび二 次検 索 項 目につ いて 、対象 項 目を指 定 す る こ とが で きる 。一

次検 索 項 目 と して は 、標 題 、抄 録 、 シソ ー ラス登録 語 、著者 名 、な どで あ り、二 次検

索*項 目 と しては 、使 用 言語 、発 行 国 、発 行年 、な どであ る 。

(3)出 力 方 法

全部 で8種 類 の 出力 形式 が あ り、指 定 した番号 部 分を 出力 す る こ とが で き る 。

*二 次検 索(SecondaryAccess):既 に何 らか の検 索式 によ る絞 り込 み を行 な った検

索 結 果集 合 に対 して 、 さ らに絞 り込 みを加 え る こ と。デー タベ ー スに よ り、二 次 検 索可

能 な検 索項 目は異 な る 。(出 典 『サ ーチ ャー用語 集 』p.58)

[進 め方]

(1)雑 誌 記事 デ ー タベ ース の紹 介

常 に新 しい情 報 に 接す るカ レン トア ウェア ネ スや 、文 献 調査 の遡及 検 索 の た め に有効

な トゥール が雑 誌 記事 デー タベ ー スで あ る 。この代 表 的な デー タベ ー ス と して 、MAGAZI

NE、JICST科 学 技術 文 献 フ ァイル につ いてOHPな どを用 いて紹 介す る 。
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(2)検 索方法、出力形式の説明

抄録 を含む全項 目の出力例のサ ンプルを配布 し、それに従 ってOHPを 活用 して、復

習を兼ねて検索の各項 目を入力 しなが ら実習 してい く。このとき、 『JICST科 学技術用

語シソーラス』の現物 も見せて説 明す る。

[教 材]

(1)情 報 検 索用 フ ロ ン トエ ン ド・プ ロセ ッサ(オ フライ ン)

(2)OHP(MAGAZINE、JICST科 学 技 術 文献 フ ァイル の紹 介 、検 索 過 程 な ど)

(3)プ リン ト(全 項 目出力 結 果)

(4)『JICST科 学技 術 用語 シソー ラ ス』

第7回 雑誌記事情報(2)

[ね らいコ

雑誌記事 データベースにおける検索式の立 て方 ・絞 り込みを、各 自が論理的に行 い、正

しい検索結果 を導き出せるよ うにする。また 、冊子体資料へのア クセスの方法 、および一

次資料の所蔵調査方法を説明 し、論 文の入手方法を学習す る。

[内容]

(1)冊 子体資料

雑誌記事データベースに対応す る冊子体資料 として 、国立国会図書館が編集 して いる

『雑誌記事索引(人 文 ・社 会編 、科学 ・技術編 、医学 ・薬学編;累 積版 、季刊版)』 、JI

CSTの 『科学技術文献速報(物 理 ・応用物理編 、化学 ・化学工業編[外 国編 と国内編]、

金属工学 ・鉱 山工学 ・地球科学編 、機械工 学編 、電気工学編 、土木 ・建築工学編 、原子

力工学編 、環境公害編 、管理 ・システム技術編 、エネルギー編 、ライフサイエ ンス編の

12編)』 、 『JOINT雑 誌記事索引』 、 『大宅壮一文庫雑誌記事索引総 目録』、な どを

紹介す る。冊子体は 、件名索引と著者名索引 しかないため、論文名や雑誌名か らは探せ

ない。その上 、分野 ごとに冊子が分かれる場合 も多 く、複数の学問領域 にまたがるテー

マの文献な どは探 しに くいが、ブラ ウジングや著者名などを確認するときには便利な場

合 もある。一方 、データベースは分野を意識す ることな く、いろいろなア クセスポイン

トか ら探 し出せ 、著者別の論文 リス トや雑誌別の論文 リス トなどを作成す るときな どは、

とて も便利である。

(2)検 索演習

クイズをい くつか準備を し、前回の内容 を復習 しながら、雑誌記事データベースの検

索演習 をす る。

(3)雑 誌の所蔵確認

データベース検索などで得た結果か ら、実際にその論文を入手 して読むためには 、そ

の雑誌 が、所属す る大学図書館に所蔵 しているか どうかを調べなければな らない。さら

に図書館で所蔵 していない場合 、他の図書館の所蔵状況をNACSIS-IRの 和雑誌デ一夕ベ
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一ス(JSCAT)で 照 会 す る必要 が あ る 。ま た 、JSCATに 対応 す る冊 子体 と して 『学 術 雑 誌

総 合 目録和 文編 』 も紹介 す る。

[進 め方]

(1)冊 子体 資料

雑誌記事 データベ ースに対応 している冊子体資料のr雑 誌記事 索引』、r科 学技術文

献速報』 、 『JOINT雑 誌記事索引』 、 『大宅壮一文庫雑誌記事索引総 目録』な どの現物

を見せて 、紹介 したあとに回覧す る。

(2)検 索演習

任意の論文の1ペ ージ目をコ ピー して、次のようなクイズにす るため編集す る。

「著者名、論題 、掲載雑誌名、巻号 、出版年が判明 していて 、掲載真数を調べ る」

「著者名 、論題 、掲載雑誌名、巻号が判明 していて、出版年 、掲載真数を調べ る」

「著者名 、論題 、掲載雑誌名が判明 していて、巻号、出版年 、掲載真数を調べ る」

「著者名 、論題が判明 していて、掲載雑誌名、巻号 、出版年 、掲載真数 を調べ る」

「論題 、掲載雑誌名が判明 していて、著者名、巻号 、出版年 、掲載頁数を調べ る」

これ らの クイズのプ リン トを配布 して、検索を した結果について発表 して もらう。さ

らに 、その掲載雑誌の表紙 と目次部分の コピー も用意 して、答え合わせの時に配布 し、

詩名や巻号につ いて確認する。

(3)雑 誌の所蔵確認

データベース検 索などで得た結果について、その雑誌が 、所属する大学図書館に所蔵

しているか どうかをOPAC、 またはカー ド目録や冊子体 目録な どで調べ る方法を 、図書館

作成 の利用案 内を活用 して紹介す る。特に雑誌の場合 、目録に誌名があ って も必要 とす

る巻号が所蔵 しているのか、詩名変遷があるのか 、などにも注意する。学生がOPACの 操

作方法に習熟 していない場合は、別途 、図書館が主催する講習会への受講 を勧めた り、

あるいは図書館員 に依頼 して、特別講習を して もらった りする。図書館での所蔵 が確認

されたら、該 当論文 を探す 。これ らは、著作権法で認め られた範囲内で コピーで きる。

さらに、図書館で所蔵 していない場合、NACSIS-IRに ある和雑誌データベ ース 、JSCAT

で他の図書館の所蔵状況をOHPを 用いて紹介す る。また、JSCATに 対応す る冊子体で

ある 『学術雑誌総合 目録和文編』を見せ 、サ ンプル用 コピーを配布 して説明す る。

[教 材]

(1)情 報 検 索用 フ ロ ン トエ ン ド・プ ロセ ッサ(オ フライ ン)

(2)『 雑 誌 記事 索 引 』 、 『科学技 術 文献 速 報』 、 『JOINT雑 誌 記事 索 引』 、 『大 宅 壮一

雑 誌 記事 索 引 総 目録 』 、 『学 術 雑 誌総合 目録 』

(3)OPAC、 あ る い は 目録 カー ドの利用 案 内

(4)プ リン ト(ク イ ズ5間 分 の論 文1貫 目コ ピー とその掲 載雑 誌 の 表紙 と 目次 部 分 の コ

ピー 、 『学術 雑 誌総 合 目録和 文編 』 のサ ンプル ・コ ピー)

(5)OHP(JSCATの 書誌 か ら所蔵 に至 る画面)
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第8回 雑誌記事情報(3)

[ね らい]

雑誌記事 データベースを利用 して、あ る特定テーマの検索を し、検 索結果か ら一次文献

である現資料 に到達できるよ うにす る。

[内容]

(1)検 索結果 リス トの作成

特 定テーマの検索 を行 い、その検 索結果 リス トを作成す る。

(2)一 次文献の所蔵調査

検索結果の リス トを もとに、所属す る大学図書館 で所蔵 してい るかどうかを調査す る。

図書館に所蔵 していない場合は 、どこの大学図書館に所蔵 されているか も調査す る。

[進め方]

(!)検 索結果 リス トの作成

学生が興味を持ちやすいテーマを選び、受講人数分のテーマを記載 したプ リン トを配

布す る。例えば、 「ごみ収集車 にかわる新 しくオー トメー ション化 されたごみの収集に

ついて」 、 「リクルー ト・スタイルにつ いて」 、 「カラオケの現 況について」 、などで

ある。学生 は、各 自選んだテーマか ら検索式を立て、検索する。そ して 、検索式の入力

画面 とその結果を 出力する。

(2)一 次文献の所蔵調査

検 索結果を出力 した後 、所属す る大学図書館 で 自館の所蔵状況を調べ 、検 索結果 リス

トにその有無を記入する。また図書館 に所蔵がない場合は、 『学術雑誌総合 目録和文編』

を使 って、その記載頁のコ ピーを とらせて 、所蔵機関に○をつける。これ らは 、課題 と

して後 日提 出す る。

[教 材]

(1)情 報検 索用 フ ロ ン トエ ン ド ・プ ロセ ッサ

(2)プ リン ト(検 索 テー マ を受講 人 数 分)

[課題 コ

・検索式および検索結果のコピー、さらにその コピーに所属す る大学図書館所蔵の有無を

記入す る。図書館に所蔵がない場合には、 『学術雑誌総合 目録和文編』の該 当コピーと、

所蔵図書館に○を付けたものを添えて 、後 日提 出す る。
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第9回 図書情報(1)

[ね らい]

情 報検 索用 フ ロ ン トエ ン ド ・プ ロセ ッサ の 中か ら、図書 デー タベ ー ス を紹介 し、そ の検

索 方法 を 習得 し、図書 デ ー タベ ー スに慣 れ 親 しむ 。

[内 容]

(1)JAPANMARCの 説 明

図 書 デ ー タベ ー ス と して 、国立 国会 図 書館 が作 成 して い る和 図書 デ ータベ ー ス で あ る

JAPANMARCを 紹介 す る 。収 録 内容 、収 録期 間 、収 録 レコー ド数 、対応 す る冊 子 体 やCD-R

OM、 な どを 中心 に説 明す る 。

(2)検 索方 法

・総論

カ タカ ナ によ る ヨ ミ検 索 と 、漢 字 な どに よ る表 記検 索 とが あ る 。その場 合 、次 の よ う

な こ とに注 意 す る 。 ヨ ミ検 索 の場 合 、デ ー タの 中で検 索 キー と一 致す る部 分 が ど こにあ

って も ヒ ッ トす る 。例 え ば 、 「ジ ョウホウ」 と入 力す ると 、情 報 とい う言 葉 が 語 末 にあ

る 「科学 技 術情 報 」 もヒ ッ トす る 。一 方 、表記検 索の 場合 は 、デ ー タ に対 して検 索 キー

の前 方 が一 致 した もの の み ヒッ トす る 。例 え ば 、 「科 学」 と入 力 す る と 、 「科 学 」 で始

ま るデ ー タの みが ヒ ッ トす る。 この 時 、前 方一 致 を避 け 、完 全一 致検 索 を したい 場合 は 、

検 索語 の最 後 に/を 入 力す る。例 え ば 、 「科学 技 術情 報/」 と入 力 す れ ば 、 「科 学技術

情 報 」 の み しか ヒ ッ トしな い。

また 、 ヨ ミの分 か ち書 き 、促 音 、音 引 き 、大 文 字 と小文 字 の 区別 は 、意識 しな くて も

検 索 で き る 。その 他 、 ヨ ミ検 索の 場合 は 、例 えば 「カガ ク」 と入 力す る と 、 「科 学」 も

「化 学」 も検 索す る こ とに注意 す る必要 が あ る 。

・書 名

書 名 、副 書 名 、 シ リー ズ名 、多巻 物 の各 巻書 名 、原 書名 が 対象 とな り、 ヨ ミ検 索 、あ

るい は表 記 検 索 で検 索 で き る。

・著 者 名

姓 名 、姓 あ る いは 名 の み で も対象 とな り、 ヨ ミ検索 、あ るいは 表記 検 索 で検 索 で き る。

また 、典 拠 コ ン トロー ル を して登録 され て いる著 者名一 覧 を 、参照 す るこ と もで き る 。

・件 名

『国立 国 会 図書館 件 名 標 目表 』 に よる 。一 般件 名 と固有 名件 名 とが あ り、 ヨ ミ検 索 、

ある いは 表 記検 索 で検 索で き る 。件 名一 覧 を参 照 す るこ と もでき る 。

・分類

『日本 十進 分類 表 』第8版 によ る 。分 類一 覧 を参照 す る こ と もで き る 。

・二次 検 索

出版者 と刊行 年 を 二 次検 索 と して 、活用 でき る 。出版 者 は 、 ヨ ミ検 索 、あ る いは 表記

検 索 で検 索 でき る 。 ま た登 録 されて い る出版者 一 覧 を参 照 す る こ と もで き る 。一 方 、刊

行 年 は 、西 暦 で範 囲 指 定 をす る こ とがで き る。

・検 索 結果
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一 覧 リス トは 、書 名 、著者 名 、 出版 者 、 出版年 、ISBN、 分 類 な どを 、1デ ー タあ た り

2行 つ つ表 示 した もの であ り、 レコー ド1件 の 詳細 表 示は 、目録 カー ド方 式 とJapanMA

RCの タ グ ・フ ォーマ ッ ト方 式の2種 類 が あ る。

[進 め方]

さまざまな検索項 目を含んでいる和 図書を2、3冊 持参 して、それ らの標題紙 、奥付

の コピーを配布 して、各項 日ごとに具体的 に説明 し、検索語 を質問 しなが ら入力実習を

す る。その時、件名 に関 しては 「国立国会図書館件名標 目表』の 、分類に関 してはr日

本十進分類 表』の 、それぞれ該 当部分のコ ピーを配布する。

[教 材]

(1)情 報 検 索用 フ ロ ン トエ ン ド ・プ ロセ ッサ(オ フラ イ ン)

(2)検 索項 目が多 岐 に わた る和 図書2、3冊 の現 物 とその標 題紙 、奥 付 コ ピー

(3)『 国立 国 会図 書館 件 名標 目表 』 、 『日本 十進 分 類表 』 と 、上 記2の 該 当部 分 コ ピー

第10回 図書情報(2)

[ね らい]

図書データベ ースにおける検索式の立て方 ・絞 り込みを 、各 自が論理的に行い 、正 しい

検 索結果を導き出せるようにする。また、冊子体資料へのアクセス方法 、および一次資料

の所蔵調査方法を説明 し、文献入手法を学ぶ 。

[内容]

(1)冊 子体資料の紹介

JAPANMARCに 対す る冊子体と して 、次のよ うな ものがある。

『国立国会図書館蔵書 目録』 昭和52～62年 全23巻

『日本件名図書 目録77/84』 全21巻

『日本著者名総 目録77/86』 全14巻

『日本全国書誌書名著者名索引』 年刊

これ らは 、各 々収録範囲や編集方針が異なるが 、相互に補完 して分類 、件名 、著者名 、

書名か らの検 索を可能に している。大量のデータの中か ら特定のデータを探すのは、労

力がかかるが、ブラ ウジング*な どには効果を発揮す る。

*ブ ラ ウ ジ ング(Browsing):情 報の 調査 に当 た って 、 目的 と して い る情 報 以 外の情

報 を 間接 的 あ るいは 偶然 に 見つ け出 す こ と。 コ ン ピュー タ検 索 で は な くマニ ュア ル的 な

手 法 で情 報収 集 を行 な う際 に しば しば体 験 す る事 柄で あ る 。(出 典 『サ ーチ ャー用語 集』

P。73)

(2)検 索実 習
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ク イズ を い くつか 準 備 して 、前 回の 内容 を復 習 しな が ら、図 書 デ ー タベ ー スの検 索 実

習を す る 。

(3)図 書 の所 蔵検 索

デ ー タベ ース検 索 な どで得 た結 果 に もとつ いて 実際 にそ の図書 を入 手 す る ため に 、そ

の 図 書 が 、所 属す る大学 図 書館 に所 蔵 して い るか どうか を調 べ る 。 さ らに 、図書 館 で所

蔵 して い ない 場合 、他の 図書 館の 所蔵 状 況 が わか るNACSIS-IRの 和 図 書 デ ー タベ ー ス 、

JBCATを 紹 介 す る 。その 際 は 、参 加機 関 、書誌件 数 、所蔵 件 数 な どを 中心 に説 明す る。

[進 め方]

(1)冊 子体資料の紹介

図書データベースに対応す る冊子体資料 の 『国立国会図書館蔵書 目録』 、r日 本件名

図書 目録』 、 『日本著者名総 目録』、 『日本全国書誌』などの現物 を見せて 、紹介する。

(2)検 索演習

任意の和 図書の標題紙 、奥付をセ ッ トでコピー して、次のよ うな クイズに編集する。

「著者名 、書名 、出版者 、出版年が判明 していて、出版地 を調べ る」

「著者名、書名 、出版者が判明 していて、出版年 、出版地 を調べ る」

「著者名、書名が判明 していて 、出版事項(出 版地 、出版者 、出版年)を 調べ る」

「著者名 、出版事項が判明 していて 、書名を調べ る」

「書名 、出版事項が判明 していて、著者名を調べ る」

これ らのクイズのプ リン トを配布 して、検索を した結果を、発表 して もらう。

(3)図 書の所蔵確認

データベース検索な どで得 た結果に もとついて実際にその図書 を入 手す るために、そ

の図書が、所属す る大学図書館に所蔵 しているかどうかを、OPAC、 またはカー ド目録や

冊子体 目録な どで調べ る方法を、図書館の利用案 内を活用 して紹介する。図書館 での所

蔵が確認 された ら、請求番号に従 って所定の場所 に配架 されている該当図書を見つける。

但 し、必ず しもいつ もその場所に配架 されているとは限 らず 、例えば貸 出中、閲覧中、

修理 中、返本 ミスな ども考 えられ ることを説明す る。また、探 している図書が図書館 に

ない場合 、他の図書館の所蔵状況をNACSIS-IRの 和図書データベース(JBCAT)で 検索す

ることも紹介す る。その検索過程はOHPを 用いて説明する。

[教 材]

(1)情 報検 索用 フ ロ ン トエ ン ド・プ ロセ ッサ(オ フライ ン)

(2)『 国立 国会 図書 館蔵 書 目録 』 、 『日本 件名 図 書 目録 』 、 『日本 著 者 名総 目録 』 、

『日本 全 国書 誌 』 の現物

(3)OPAC、 あ るいは 目録 カー ドの利 用案 内(雑 誌 と 同様 の 場合 は不 要)

(4)OHP(JBCATの 書 誌 か ら所 蔵 に至 る画 面)

(5)プ リン ト(ク イ ズ5間 分 の標題 紙 と奥 付の コ ピー)
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第11回 図書情報(3)

[ね らい]

図書 デ ー タベ ー スを 利用 して 、あ る特 定 テ ーマ の検 索 を し、 その結 果 に もとつ いて一 次

文献 で あ る現 資 料 に到 達 で き るよ うにす る 。

[内 容]

(1)検 索結果 リス トの作成

特定のテーマの検 索を行 い、その検索結果の リス トを作成する。

(2)一 次文献の所蔵調査

作成された検索結果を もとに、所属す る大学図書館に所蔵 しているか どうかを調査す

る。図書館 で所蔵 していない場合 、他大学などの蔵書 目録 も調べ てみる。

[進め方]

(1)検 索結果 リス トの作成

学生が興味を持ちやすいテーマを選び、受講人数分を記載 したテーマのプ リン トを配

布す る。例えば、 「アメ リカ留学のための参考 になる文献 について」 、 「フラ ンス文化

の特徴について」 、 「パソコン通信のや り方 について」、などである。各 自選ん だテー

マか ら検索式を立て 、検索す る。検索の入力画面 と、その結果を 出力する。

(2)一 次文献の所蔵調査

検 索結果を出力 した後 、所属す る大学図書館 で図書館の所蔵状況を調べ 、検索結果 リ

ス トにその有無を記入す る。所蔵 している場合 、開架図書なら書架まで行 って、実際に

あるか どうかまでを確認 して、その結果 も記入す る。また、図書館 に所蔵 していない場

合、他大学図書館な どの蔵書 目録を紹介 して、調べ る。これ らは 、課題 と して後 日提出

する。

[教 材]

(1)情 報検 索 用 フ ロ ン トエ ン ド ・プ ロセ ッサ(オ フライ ン)

(2)プ リン ト(検 索 テ ーマ を受講 人 数 分)

[課題]

・検索式および結果の コピー、さらにそのコピーに所属する大学図書館所蔵の有無 、所蔵

の場合 は書架 での存在の有無、未所蔵の場合は他大学図書館 などの蔵書 目録 の検索 ツール

とその所蔵の有無 、を記載 して後 日提 出する。
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第12回DIALOG

[ね らい]

情 報 検 索用 フ ロ ン トエ ン ド ・プ ロ ッセサの 中か ら、DIALOGを 紹 介 し、その 検 索の 操作 方

法 を 習得 し、DIALOGに 慣 れ 親 しむ 。

[内 容]

(1)DIALOGの 紹介

DIALOGを 紹 介す る際 に 、その歴 史 、収録 内容(デ ー タベ ー ス数)、 収録 期 間 、収録 レ

コー ド数 な どを 中心 に説 明す る 。

(2)検 索方 法

検 索 方法 と して 、画 面上 に コマ ン ドを入 力 して下 さい とい う 「?」(プ ロ ンプ ト*)が

出力 され てか らその 右側 の位 置 に コ マ ン ドを入 力 し、 スペ ース を1つ 入 力 してか ら検 索

語 を入力 して 改行 、 とい うパ ター ンを説 明す る。以下 、基 本 コマ ン ドにつ い て説 明す る 。

*プ ロ ンプ ト(Prompt):"コ マ ン ド待 ちの 状態 で 、コ ン ピュー タ システ ムが表 示 して い

る記 号 。シス テ ムが 、次 に どの よ うな操作 を行 うべ きかの 指 示 を待 ってい る状 態 で あ る

こ とを 、利 用者 に対 して示 す もの 。入 力促 進 記号 ともい う。JOISで は 「U:」 、DIALOGで

は 「?」で あ る 。(出 典 『サ ーチ ャー用語 集 』p。75)

・検 索 対象 フ ァイル の 指定(BEGIN)

フ ァイル に接 続 した り、変更 した りす る時 に使 う。BEGINコ マ ン ドを入 力 す る と 、そ

れ まで の検 索結 果 が 消去 され 、新 た に検 索を始 め る こ とにな る 。接続 す る とそ こ には 、

ア メ リカ東 部標 準 時 の接 続 時 間 、BEGINコ マ ン ドを入 力 す る直 前 まで使用 して い た フ ァ

イル の使 用概 算料 金($表 示)、 接続 した時か らBEGINコ マ ン ドを入 力 した時 まで の合 計

概 算料 金($表 示)が 表 示 され る 。

・検 索語 の入 力(SELECT)

言葉 や論 理 式 な ど で検 索 したい 時 に使 う。シス テムか らは 、集 合番号 、該 当 レコー ド

数 、及 び入 力 され た検 索 式 を表 示 して くる。論理 式 には 、AND、OR、NOTが 利 用 で き 、

演算 子 の優 先 順位 をつ け る()も 利 用 で き る。

・検 索結 果 の画 面表 示(TYPE)

検 索が終 了 して 、結 果件 数 が表 示 され た ら、画 面上 で その 結 果 を表 示す る時に使 う。

この と き 、表 示 した い集合 番号 、出力形 式(DIALOG呼 び 出 し番号 、抄録 を除 くフル レコ

ー ド、書誌 事項 、 タ グつ き フル レコー ド、フル レコー ド、タイ トル 及 びDIALOG呼 び 出 し

番号 、書誌 事項 及 び 抄録 、 タイ トル及 び索 引)、 表示 した い レコー ドの 範 囲を 同 時 に指

定 す る 。

・検 索 結果 の 一覧(DISPLAY)

BEGINコ マ ン ド入 力 後 に作 られ た集 合の リス トを表示す る時 に使 う。

・検 索 の終 了(LOGOFF)

検 索の 終 了時 に使 い 、 この時 直前 の フ ァイルの 使用 概算 料 金($表 示)及 び今 回 の検 索
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に かか った合計使 用 概算 料 金($表 示)が 表示 され る。

(3)検 索テ クニ ック

・用語 の 参照(EXPAND)

検 索 語 を確認 した い と きに使 用 し、索引語 リス トの一 部 を参 照 で き る 。この と き 、参

照 番号 、該 当 レコー ド数 、及 び索 引語 が表 示 され る 。 これ をSELECTコ マ ン ドで 、参 照 番

号 単独 で も、演 算 子 を使 って複 数 で も 、連続 を 示す 一(ハ イ フ ン)で も使 用 で き る 。

・部 分一 致検 索

前 方一 致 と して 、語尾 の 長 さを限 定 しな い場 合 と、語幹 に続 く文 字数 を最大9文 字 ま

での 指定 が で きる 。 中間任 意 一致 と して 、単語 の 中間部 分 の みを任 意 に で きるが 、全 体

の文 字長 は一 定 で あ る 。

(4)DIALINDEX(フ ァイル411)

DIALOGの 全 フ ァイ ルの 索 引 を集 め た フ ァイル で 、各 フ ァイ ルの ヒ ッ ト件 数 を調 べ る こ

とが で きる 。DIALOGは 、ほ とん どすべ ての 分野 を収 録 してお り 、フ ァイル の数 も多 いの

で 、 どの フ ァイル か ら検 索 した らよ いか分 か らな い場 合 や 、準備 した検 索 式が 適 当か ど

うか を事 前 に調べ た い とき に便利 であ る。ま た 、この 時SELECTコ マ ン ドを使 う前 に 、 カ

テ ゴ リー指 定 しな けれ ば な らず 、企 業情 報 関連 の検 索で最 も頻 繁 に使 われ るカテ ゴ リー 、

USCO、INTELCO、PUBCOを 紹 介す る 。

(5)ONESEARCH

同時 に複 数 の フ ァイル を検 索 で き 、結 果 を表示 で きる機 能 で あ る。集 合 番号 もつ くの

で 、論 理演 算 もでき 、索 引語 のEXPANDも 可 能で あ る 。い わ ゆる結 果 を表 示 で きるDIALIN

DEXと 考 え る ことが で き る 。但 し、検 索に使 用す る フ ァイル は 同時 に20個 まで で 、DIAL

INDEXの カ テ ゴ リー も使 用 でき る 。

(6)探 索マ ニ ュアル の 紹介

DIALOGの 検 索に不 可 欠 な ブル ー シー ト(差 し替 え式)を 紹 介す る 。

[進 め方]

(1)DIALOGの 紹介

DIALOGの 紹 介 を説 明 した あ と、該 当す る ビデ オ があ れ ば 、そ れ を上 映す る。

(2)検 索方 法

OHPを 活用 して 、検 索方 法 を説 明す る 。 この とき 、使 用 す る企 業情 報 関連 の デ ー タ

ベ ー ス ・カテ ゴ リー を コ ピー して 配布 した り、検 索 に不 可 欠 な フ ァイル毎 の ブル ー シー

トの現 物 を見 せ 、 フ ァイル 番号515の コ ピーを配 布 す る 。

[教材]

(1)情 報検 索用 フ ロ ン トエ ン ド ・プ ロセ ッサ(オ フ ライ ン)

(2)DIALOG紹 介 ビデオ

(3)OHP(検 索方 法)

(4)DIALOGブ ル ー シー トの現 物

(5)プ リン ト(企 業 情 報 関連 の デ ー タベ ー ス ・カ テ ゴ リー 、フ ァイ ル番号515の ブ ル ー

シー トの コ ピー)
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第13回 企業情報(1)

[ね ら い]

情 報 検 索用 フ ロ ン トエ ン ド ・プ ロ ッセ サの 中か ら、DIALOGの 企 業情 報 デ ー タベ ー ス を紹

介 して 、その 検 索の 操作 方 法 を習 得 し、企 業 情報 デ ータベ ー ス に慣 れ親 しむ 。

[内 容]

(1)D&BDUN'SELECTRONICBUSINESSDIRECTORYの 紹 介

DIALOGの 中に は 、企 業 に 関す る情 報 を収録 して いるデ ー タベ ー スが 多数 あ り、入 手 で

き る情 報 も、使 用す る デー タベ ー スに よ り異 なる 。その 中 か らフ ァイ ル 番号515のD&B

DUN'SELECTRONICBUSINESSDIRECTORYを 紹介 す る 。紹介 の 際は 、その 収 録 内容 、収 録 レ

コー ド数 、更新 頻度 、な どを 中心 に説 明 す る 。

(2)検 索 ・表示 機能 の 説 明

検 索を 限 定す るた めの項 目と して 、企業 名 、所 在地 、市 名 、州 名 、電話 番号 、郵 便番

号 、従 業員 数 、索 引参 照機 能 な どが利 用 で き 、絞 り込 め る 。ま た 、SIC(StandardIndus

trialClassification)コ ー ドを用 いて 指定 した業種 に属 す る企 業 を リス トア ップす る

こと もで き る 。検 索 結 果 には 、企 業 名 、住 所 、電話 番号 、産 業 分類 、主 業 種 、副業 種 が

表示 され 、その企 業 の事 業 内容 をつ か む こ とがで き 、REPORTコ マ ン ドを入 力 す る こ とで 、

必要 事項 の み を表 に して示 す機 能 もあ る。

(3)検 索演 習

ク イズ を 準備 して 、前回 の 内容 を復 習 しなが ら、検 索 の 演習 をす る 。

[進 め方]

(1)検 索 ・表 示機 能 の説 明

検 索 過程 か ら表 示 に至 るまで をOHPで 順 を追 って説 明す る 。この 時 、クイ ズ に用 い

るSICコ ー ドの該 当 部分 を コ ピー して配 布 す る 。

(2)ク イ ズ形 式 によ る実 習例 題

クイ ック ・レフ ァ レンス 的な クイズ を3問 ほ ど準備 して 、プ リン トで配 布す る 。検 索

の 方 法 や結 果 につ い て何 人 かが発 表 し、皆 でデ ィスカ ッシ ョンす る 。 クイズ の 内容 は 、

例 え ば 「Faxon社 の 電話 番号 を調 べ る」 、 「SyQuestTechnology社 の住 所 を調 べ る」 、

「NewYorkに あ る従業 員100名 以 上 の ソ フ トウ ェア会社 の 住 所 と電話 番号 を調 べ る」 、

な どで あ る 。

[教 材]

(1)情 報 検 索用 フ ロ ン トエ ン ドプ ロセ ッサ(オ フ ライ ン)

(2)OHP(検 索方 法)

(3)プ リン ト(利 用 す る部 分 のSICコ ー ド、 クイ ズ3問 ほ ど)
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第14回 企 業情報(2)

[ね らい]

企業情報データベースを利用 して 、ある特定会社の検索をする。併せて、その会社につ

いて今 まで学習 した図書データベース、新聞記事データベース、及び雑誌記事データベー

スを総合的に検索させ 、様 々な情報収集がで きるよ うにす る。

[内 容]

(1)検 索実 習

指 定 した ア メ リカの企 業 につ い て 、企 業 情 報 デ ータベ ー スを検 索す る 。

(2)総 復 習

検 索演 習 で検 索 したの と同 じ会社 につ い て 、図書 デ ー タベ ース 、新 聞記 事 デ ー タベ ー

ス 、お よび雑 誌 記事 デ ー タベ ー スを 各 々検 索 し、様 々な情 報収 集 をす る 。

[進 め方]

(1)企 業 情 報 デ ー タベ ース の検 索演 習

受 講 学生 を 数 人つ つの グル ープ に分 け 、 グルー プ毎 にア メ リカの著 名 な企 業 を1社 つ

つ指 定 す る 。例 えば 、rGM」 、 「IBM」 、 「APPLE」 、な どで あ る。学 生 は 、指 定 され

た企 業 に関 して 、企 業情 報 デ ー タベ ースを 検 索 してデ ィ レク トリーを作 成 す る 。

(2)新 聞記事 デ ー タベ ー ス検 索演 習

指 定 され た企 業 につ い て 、新 聞 記事 デ ー タベ ー スを検 索 し、関連新 聞記 事 を収 集 す る 。

(3)雑 誌 記事 デ ー タベ ー ス検 索演 習

指 定 され た企 業 につ い て 、雑 誌 記事 デ ー タベ ー スを検 索 し、関連 雑誌 記 事 を収 集 す る。

(4)図 書デ ー タベ ー ス検 索演 習

指 定 され た企 業 につ いて 、図書 デ ー タベ ー スを検 索 し、関連 図 書 を収集 す る 。最 後 に

これ らの横 断 的 な情 報結 果 を コ ピー し、かつ この 授業 全般 に渡 っての感 想 や疑 問 点 な ど

を 自由に書 い て もらい 、後 日提 出す る。

[教 材]

(1)情 報検 索用 フ ロ ン トエ ン ド ・プ ロセ ッサ(オ フラ イ ン)

(2)プ リン ト(ア メ リカの著 名 な企 業 名を グル ープ数 分)

[課題]

・検 索式 、お よび結 果 の コ ピー を 、グル ープ 単 位 で ま とめ 、後 日提 出す る 。ま た 、個 人 単

位 で 、 この 授業 全 般 に渡 って の感 想 や疑 問点 な どを 自由に記入 して も らい 、あ わせ て提 出

す る 。
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■

第15回 ま とめ

[ね らいコ

デ一夕ベースによる検 索結果か ら原報入手方法までにつ いて理解 し、それ らの情報活用

の方法につ いて習得す る。

[内容]

(1)前 回の課題 についての講評

前 回の課題について 、その方法や結果に関す るコメ ン トを し、フィー ドバ ックをはか

る。

(2)原 報入手への方法

今 までのデータベース演習で得 た検索結果は 、活用 してこそ意 味がある。活用の仕方

と しては、知的生産 式カー ドでその結果を管理 したり、あるいはパ ソコンを活用 して各

種ソフ トウェアの利用 でデータベースを構築する方法がある。そ して 、その次の段階 と

して、所属する大学 図書館の所蔵を確認 し、原報の入手を しなければな らない。そ して

図書館 に所蔵 していない資料 に関 しては、各種 目録類 も調べ 、その結 果ど うして も判明

しない場合は、図書館員に尋ねてみ る。他機関か らの借用 、あるいは複写依頼 に関 して

国内だけでな く海外へ も図書館 は実施 している。但 し、近隣の場合は 、図書館で紹介状

を発行 して もらい、 自分でその所蔵図書館 に行 く方法 もある。また、デー タベースを利

用 して、検 索結果に対 して、必要な原報を直接、文献提供機 関にオ ンライ ンで注文する

機能 もあ る。また同一テーマを継続的に追究 したい場合、そのテーマをデータベース ・

システムに登録 してお くことによ り、データベースが更新 されるたびに 自動的に検 索 さ

れ、その結 果を提供 して もらえるSDI*機 能 もある。これ らのサー ビスは、有料で利用者

負担の場合が多いの で、料金に関 しては 、サー ビスを受ける前 に予め概算を確認するほ

うが よい。

*SDI:SelectiveDisseminationofInformationの 略 。情 報 の選 択 的 提供 。あ らか

じめ 利用 者 の求 め る情 報 の主題 を キ ー ワー ドやそ の組合 わ せで登 録 して お き(こ れ をプ

ロフ ァイル とよ ぶ)、 新 しい情 報 が到 着す るたび にそ れに 合致す る 内容 の もの を選 びだ

して 定期 的 に通知 す るサー ビスを い う。機械 検 索 でSDIを 行 うに は 、質 問式 を セ ーブ し

て お き定 期 的 に その質 問を 呼 出 して実行 させ回答 を得 る方 法 と 、シス テ ムの 自動SDI機

能 に ま かせ る方法 の2通 りあ る 。(出 典 『サー チ ャー用語 集 』p.163)

(3)文 献活用 の方法

原報を入手 し解読 した結果 、それ らの文献があ るテーマにつ いての レポー トや論文を

作成す る際に、活用 できるか否かを判断 して取捨選択す る必要がある。情報の入 手が容

易 になればなるほど、今後はますます情報の加工 と分析 とが重要 になってきてい る。そ

して活用 できる文献が 、レポー トや論文の シナ リオにあわせて引用す る必要がある場合

には 、その引用文献 と しての情報の記述を しなければならない。最後に 「レポー ト、論

文の書き方」 という内容 に関 して好 みのデータベ ースか ら情報収集 して 、締め括 る。
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[進 め方]

(1)前 回の課題につ いての講評

前回の課題 に関 して、コメン トを与 えた り、疑 問点に答えた りする。

(2)原 報入手の方法

検索結果か ら原報入手までの流れをOHPで 説 明 した後 、知的生産式文献 カー ドを配

布 して 、イ メージを高 める。

検索演習の締め括 りと して、 「レポー ト、論文の書き方」 とい う内容 に関 して好みの

データベー スか ら情報収集す る。最後に、この授業で学んだことは基礎的な部分 であ り、

さらに主題におけるよ り深い内容 である、データベース検索演習Hの 受講を勧 める。

[教 材]

(1)情 報検 索 用 フ ロ ン トエ ン ド・プ ロセ ッサ(オ フ ライ ン)

(2)前 回提 出 され た課題

(3)OHP(検 索結 果 か ら原報 入 手 まで の流 れ)

(4)知 的生産 式 文献 カー ド(受 講 人数 分)
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3.5デ ー タベ ー ス検 索演 習ll(応 用 コー ス)

第1回 デ ー タベ ー ス検 索演 習llを は じめ るに あた って

[ね らい]

(1)コ ー ス 開始 に あ た り、まず カ リキ ュラ ムの説 明を行 い 、演 習 内容 の概 要 を把 握 す る。

(2)「 デ ー タベ ー ス検 索論(講 義)」 と 「デー タベ ー ス検 索 演 習1(基 礎 コー ス)」 で

の既 習 内容 を修得 して いるか確 認 す る 。

(3)端 末 か らオ ンライ ン ・サ ー ビス ・システ ムへ 接続 す る手 順 を理解 し、実 際 に行 う。

[内 容]

(1)カ リキ ュ ラムの 紹介

コー ス全15回 の カ リキ ュラ ムの 内容 を紹介 す る。 この コース で は検 索 主題(理 工 学 、

医 学 、文 学 、商学)が4グ ルー プ に分 かれ 、各 自それ ぞれ の主題 につ いて検 索 演 習 を行

うこ と、 さ らに図3-1に 示 した よ うな一 般的 な オ ンライ ン検 索 のプ ロセ スを 理解 す る

よ うに演 習 を進 め る こ とを説 明す る。

準備プ ロセス

実行プ ロセス

検索テーマの決定

1

デ ー タベ ース の選択

1

オ ンライ ン ・システ ムの 選 択

1

検索戦略の構築

1

検索の実施

1

検索結果の評価

1

検索データの利用

図3-1オ ン ラ イ ン検 索 の プ ロセ ス
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(2)既 習事 項 の確 認

「デー タベ ース検 索論(講 義)」 と 「デ ー タベ ー ス検 索演 習1(基 礎 コー ス)」 で の

既 習 内容 で 重要 な点 を あ げ 、理 解 して いる か ど うか確 認す る。

(3)オ ンライ ン ・サー ビス ・システ ムへ の 接続 方 法 の修得

「デ ー タベ ース検 索 演習1(基 礎 コース)」 で は 、オ フ ライ ンの検 索 を行 った 。オ ン

ライ ン検 索 の実 施 は この コース がは じめて で あ る 。そ こで 、以下 にあげ た よ うな 接続 手

順 を説 明す る 。さ らに 、受講 生 が実 際 に接 続 を行 い、端 末 よ りサ ー ビス ・システ ム の ホ

ス トコ ン ピュー タに 接続 す る方 法 を身 につ け るよ うにす る。

① パ ソ コ ンでの通 信 ソフ トの起 動 方法

② モデ ムの 設定 方 法

③ ホス ト接続 す るま で に経 由す る回線

④ ホス ト接 続方 法 とパ ス ワー ドの入力 方法

こ こで使用 す る通 信 ソフ トは 、第4章 で あ げ る情報 検索 用 フ ロ ン トエ ン ド ・プ ロセ ッ

サ を用 い る 。 この ソフ トはオ ー トロ グイ ン機 能 を装備 して い るの で 、この機 能 も利用 す

る 。'また 、演 習 で使 用す るオ ンラ イ ン ・サ ー ビス ・システ ムの 紹介 も行 う。

[進 め 方]

コー ス全15回 の進 め方 は カ リキ ュラム 表 に基 づ いて説 明す る 。

既 習事 項 の確 認 は 、 「デ 一 夕ベ;ス 検 索論(講 義)」 と 「デー タベ ー ス検 索 演 習1

(基 礎 コース)」 の カ リキ ュラム表 や配布 資料 を見 なが ら 「デ ー タベ ース検 索演 習H

(応 用 コー ス)」 の演 習 を進 め る うえで必 要 な こ とを理解 して い るか確 認 す る 。一次 資

料 、二 次資 料 とは何 か とい うこ とな どに も触 れ る必要 が あ ろ う。理解 不 足 の事 項 を次 回

まで に復 習 して お くこ とを課 題 にす る 。

オ ンライ ン ・システ ムへ の接 続 は 、教 員 の 説 明 の もと 、各 自実 習用 のパ ソ コ ンを使 用

して行 う。そ のた め 、パ ス ワー ドを あ らか じめ獲 得 してお く必 要 が あ る 。

[教 材]

(1)「 デ ー タベ ー ス検 索演 習ll(応 用 コー ス)」 の カ リキ ュ ラム表

(2)「 デ ー タベ ース検 索論(講 義)」 と 「デ ー タベ ース検 索 演 習1(基 礎 コー ス)」 で

使 用 した資料

(3)オ ンラ イ ン ・サ ー ビス ・シス テ ムへ の接続 手 順 を説 明 した資料

[課題]

・既習事項の確認を した時に理解不足であったことの復習。
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第2回 利用す るデータベー スの紹介

[ね らい]

(1)検 索主 題 によ るグル ー プ分 けを行 う。

(2)そ れ ぞれ の 主題 の代表 的な デー タベ ー スを い くつ か挙 げ て 、そ の 内容 を紹 介す る。

(3)演 習 で使 用 す るデー タベ ー スの 内容 や 、歴 史 を説 明す る 。

(4)デ ー タベ ー ス の選 定方 法 を説 明 す る 。

[内 容]

(1)検 索 主題 に よ る グル ー プ分 け

理 工 学 、医学 、文 学 、商 学 の主 題 で4グ ル ープ に分 け る 。

(2)そ れ ぞ れの 主 題 の代表 的な デ ー タベ ー スの 紹介

グル ー プ に分 か れ た後 、各 主題 の 代表 的 なデ ー タベ ー スを紹 介 す る 。デ ー タベ ー スの

例 と して以 下の よ うな もの があ る 。

① 理 工 学CAS、INSPEC、SciSearch、NTIS、JICST科 学技 術 文献 フ ァイル

②医学

③文学

④商学

MEDLINE、EMBASE、RINGDOC、BIOSIS、JICST医 中 誌 国 内 医 学 文 献 フ ァイ ル

ERIC、MLABIBLIOGRAPHY、AMERICA:HISTORYANDLIFE、PSYCHOINFO、

ARTANDHUMANITYSEARCH

日 経 テ レコ ン 、PTSF&SINDEX、DISCLOSURE、DIALINE、QUICK-10、

ABI/INFORM

(3)演 習 で使 用 す るデー タベ ー スの 説 明

演 習 で使 用 す るデ ー タベ ース につ い て 、その 歴史 や内容 につ いて 詳 し く説 明す る。使

用 す るデ ー タベ ー ス は以下 の とお りで あ る。

① 理 工 学CAS、INSPEC

② 医 学MEDLINE

③ 文 学ERIC、ARTANDHUMANITYSEARCH

④ 商 学 日経 テ レコ ン

(4)デ ー タベ ース の 選定方 法

通 常 オ ン ライ ン検 索 を行 う場合 、 どのデ ー タベ ースを 、どのオ ンライ ン ・サ ー ビス ・

シス テ ムで利 用 す るかを選 定 す る とい う作業 が 必要 とな る 。 この コー スで は使 用 す る シ

ステ ムは 指定 され て い るの で 、 シス テ ム選 定作 業 はない 。 そこで 、 システ ム の選 定が通

常 どの よ うに行 わ れ るの か を紹介 す る。ま た 、デ ータベ ース の選 定 につ い て は 、次 にあ

げ る よ うな ことを実 習す るの が よい で あろ う。

① デ ー タベ ー ス ・デ ィ レク トリの 利用

② サ ー ビス ・シス テ ムか ら提供 され るデ 一夕 ベ ース一 覧 表の 利用

③ オ ンラ イ ンの デ ー タベ ース索 引 フ ァイル の検 索

(DIALOGで はDIALINDEX、BRSで はCROSSと い った ものが あ る)

④ オ ンラ イ ンで提 供 され て い るデ ー タベ ース ・デ ィ レク トリの検 索

(DIALOGで はComputerReadableDatabases、BRSで はDataBaseDirectoryと い った

もの が 提供 され て い る)
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[進 め方]

デー タベ ース の紹 介 は配 布 資料 に そ って行 う。デ ー タベ ー ス ・デ ィ レク トリは 、教 員

が持参 して簡 単 に紹 介 す る 。実 際 に手 に と って使 って み る ことを 、次 週 ま での課 題 とす

る 。デ ー タベ ー ス索 引 フ ァイル とデ ー タベ ー ス ・デ ィ レク トリのオ ンライ ン検 索 は 、教

員 の説 明 に したが って 、各 自端末 よ り行 う。

[教 材]

(1)デ ー タ ベ ー ス の 紹 介 の た め の 資 料

(2)デ ー タ ベ ー ス ・デ ィ レク ト リ

例 え ば 次 の よ うな もの が あ る

① デ ー タ ベ ー ス 台 帳 総 覧(通 商 産 業 省)

② 海 外 の デ ー タ ベ ー ス(エ ポ ッ ク リサ ー チ)

③DirectoryofOnlineDatabases(CuadraAssociates,Inc.)

④ComputerReadableDatabases:ADirectoryandDataSourcebook

(AmericanLibraryAssociation/ElsevierPublishing,Inc.)

⑤DataBaseDirectory(KnowledgeIndustryPublication,Inc./

TheAmericanSocietyforInformationScience)

(3)サ ー ビ ス ・シ ス テ ムか ら提 供 さ れ る デ 一 夕 ベ ー ス 一 覧

(DIALOGの ブ ル ー シー ト、DatabaseChapterな ど)

[課 題]

・実習 で使 用 す るデ ー タベ ー ス につ いて の調 査 。使 用 す るサ ー ビス ・システ ムに収 録 され

て いる内容 や収録 年 に つ いて調 べ る 。

・教員 よ り紹 介 された デ ー タベ ース ・デ ィ レク トリを手 に と って内容 を み て み る 。

・デー タベ ー ス索 引 フ ァイル とデー タベ ー ス ・デ ィ レク トリの オ ンラ イ ン検 索 操作 法の復

習 をす る(演 習時 間以 外 も演 習室 が 自由に使 え る とよ い)。

第3回 オ ンライン検 索手法(1)

[ね らい]

(1)オ ンライン接続 の開始 からフ ァイル指定 、そ して検索の終了までの操作手順 を修得

する。

(2)オ ンライン接続 時の事故 と、その対処法をおぼえる。

(3)基 本的な検索コマ ン ド入力操作 を学ぶ。

[内容]

(1)オ ンライ ン接続 の 開始 か ら終 了 ま での 操作 手 順 の修得

演 習 の第1回 と第2回 でオ ンライ ン接 続 を行 ったが 、教 員 の指 示 に したが って 必要 な

操作 の みを 断 片的 に行 った だけ で あ った 。 そ こで今 回 は 、まず 、オ ンラ イ ン接続 の 開始
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か ら終了までの一連の手順を系統的に理解する。サー ビス ・システムによ り接続方法は

異なるが 、ほぼ以下の手順であろう。

①接続 開始

・パ ソコンで通信 ソフ トを起動 させる。通信ソフ トの起動方法 も説明す る。

・モデムを使 い、回線を経 由してサービス ・システムのア クセス ・ポイ ン トを呼び出 し、

ホス トに接続す る。モデムの設定方法 も説明する。

・パ スワー ドの入力 、パス ワー ドの変更方法

・サービス ・システ ムか らのメ ッセージの表示

・データベース ・フ ァイルの指定

②検索終了

・検索終了のコマ ン ド入力

・回線の切断 と通信 ソフ トの終了

(2)オ ンライン接続 時の事故 とその処置

オ ンライ ン ・システム使用 時にはさま ざまな事故が起 こる。適切な処置を行わないと、

それか ら先に進めな くなった り、不用な料金を支払 うことにな る。事故がどのよ うな原

因で生 じたかを正 しく判断 して、適切な処置を行 うことができるよ うにする。

以下のよ うな事故 を紹介 し、事故発生の原因および処置方法を説 明する。

① ホス トや通信回線 の事故 、異常による事故

・エ ラーメ ッセー ジの表示

・無応答

・文字化 け

・文字 とび

②操作 ミスによる事故

・エ ラーメ ッセー ジの表示

・無応答

(いず れ も検索手順の間違 い、端末操作の誤 りなどのために起 こる)

(3)基 本 的な入力操作

サー ビス ・システムへの接続方法 、データベース ・ファイルの選択方法 については前

回学んだ。今回はさ らに以下の基本操作の説明を行い、検 索を実施 して結果の打 ち出 し

をす る。

①検索 コマ ン ドの入力 と検索語の入 力

② ボスティ ング数、集合番号の表示 とそれ らの利用

③入 力文字の訂正と入力文字列キ ャンセルの方法

④検索データの打ち出 し

以 上 は 「デ ータベ ース検 索 演習1(基 礎 コー ス)」 の 内容 と重 複 す るが 、これ らは使

用 す るサ ー ビス ・シ ステ ム よ り方 法 が異 な るの で 、確実 に身 につ け る必 要 が あ る。

[進 め方]

オ ンライン接続の 開始か ら終了までの操作手順は教員が配布資料 あるいはテキス トに

65



基づ いて説 明 し、それに したがって受講生が端末か ら実際に行 う。説明時にOHPを 併

用 したり、教員の端末の画面表示を見せることも考え られ る。

オ ンライ ン接続時の事故 とその対処 も配布資料 あるいはテキス トに基づ いて説明する。

可能であれば、実際 に回線上の事故などを生 じさせ て、処置方法を実行 して もよい。ま

た 、検索中にわ ざと間違 った手順や入力を入力 し、エラーメ ッセージを表示 させ て もよ

い 。

基本的な入力操作 も教員の指導 の もと演習す る。

[教材]

(1)オ ンライン接続 の開始か ら終了までの操作手順の説明資料

(2)オ ンライン接続時の事故 とその対処法の説明資料

(3)基 本的な入力操作法の説明資料

[課 題]

・検 索結 果の 打 ち 出 しを見 て 、各 デ ー タベ ー スの レ コー ドの フ ィール ドには どの よ うな も

のが あ るか調べ る 。た だ し、キー ワー ドな どにつ い ては ま だ学 ん で いな いの で 、フ ィール

ドにつ いて どの 程度 調べ るか は教員 が コメ ン トす る 。

第4回 オ ンライ ン検索手法(2)

[ね らい]

(1)前 回にひきつづ き基本 的な検索 コマン ド入力操作 を学ぶ。

(2)検 索語 とはなにか理解す る。

[内 容]

(1)課 題の確 認

前 回の課 題 で 、使 用 す るデー タベ ース ・フ ァイ ルの レコー ド構 成 、フ ィール ドの 内容

を調べ て き た。 まず この 確 認 を行 い 、 さ らに以 下 の事 項 を挙 げ て 、.データベ ー ス の構 成

を説 明す る 。

・レコー ド ∵ ・ 　 『

・フ ィール ド

・セ ンテ ンス(パ ラ グ ラフ)

・ワー ド

(2)検 索語

統制語 と 自然 語 につ いて説 明 す る 。次 に統 制語 と して 、各 デー タベ ー スで 用 い られ て

い る シソー ラスな どを紹介 す る 。検 索語 につ いて説 明 した後 、オ ンライ ンで 辞書 フ ァイ

ル や シソー ラスを 検 索 して 、オ ンライ ンを使 った検 索語 の 選 択方 法 を演 習す る 。

(3)基 本操 作 法

.前 回の復 習 に ひ きつづ き 、 さ らに演算 子 の利 用 法 を学 ぶ 。演算 子 の利用 は 「デ 一 夕ベ
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一ス検索演 習1(基 礎 コース)」 でも演習 したが、今回は近接演算子のような位置演算

子 、演算子の組合せ と優先順位 、ネスティングなどをそれぞれ使用するシステムで演習

する。NOT使 用時に注意 しないと必要文献 までのぞかれ ることなども復習的に触れて

お く。

[進め方]

教員の指導の もと、各 自端末操作を行い演習す る。シソーラスの紹介では 、冊子体の

ものがあれば紹介す る。

[教 材]

(1)デ ー タベ ー ス構 成 、検 索語 、基 本操作 法 の説 明資 料

(2)オ ンラ イ ン利 用 マニ ュアル

辞 書 引 き機 能(エ クス バ ン ド)の マニ ュアル

(3)シ ソー ラス

[課 題]

・冊 子 体 の デー タベ ー スを手 に と って みて み る。

・検 索 操作 の 復 習 をす る 。

第5回 オ ンライ ン検索手法(3)

[ね らい]

(1)前 回まで基本操作を学んだが 、今回と次 回ではそのほかのオ ンライ ン検索機能を修

得す る。

(2)検 索主題の概念 分析 について学ぶ 。

[内 容]

(1)オ ンライ ン検 索機 能

以 下 の機 能 を 修得 す る 。

・ トラ ンケ ー シ ョ ン

・フ ィール ド検 索

・句 、文字 列 の検 索

・英 米 つづ り一括 検 索 、単数 複数 形 一括検 索

・二 次検 索(出 版 年 、言語 な どによ る限定)

・出力 レコー ドの ソー ト

・検 索 の一 時 中断

・シス テ ムの ヘル プ機 能

・検 索結 果 の打 ち出 しと打 ち出 し形 式 の指 定方 法

(2)検 索 主題 の概 念 分 析

一67一



これまでは、オ ンライン検索の端末操作の部分を中心 に演習 してきた。 しか し実際の

オ ンライン検索では 、端末操作を開始す る前に検 索テーマの概念分析 や検索語の選択 、

検索式作成 といった 、検索戦略の構 築作業を行 うことが必要であ る。今回はこの うち概

念分析を理解する。

概念分析は、検索テーマを分析 してい くつかの概念に分けて、それ らを組み合せてテ

ーマを表現 した り、不必要な概念を排除す る作業である。各概念 を演算子を用 いて組み

合わせる時 、前回学んだ演算 子の優先順序やネステ ィングを復 習す る必要があろ う。

[進 め方コ

検索機能の修得は、教員の説 明に したがい、各 自が端末を操作 して身につける。概念

分析は 、教員が説明 した後 、受講生 に問題 を与 え、それを解 くことによ って理解 を深め

るよ うにす る。また、演習時間内に解 くことができなか った問題 は、次回までの課題と

す る。

[教材]

(1)オ ンライ ン検索機能や概念分析を説明するための配布資料 あるいはテキス ト

(2)オ ンライ ン利用マニ ュアル

[課題]

・オ ンライ ン検索機能の復習をす る。

・概念分析の問題の うち演習時間内にできなか ったものを解 いて くる。

第6回 オ ンライ ン検 索手法(4)

[ね らい]

(1)前 回に引きつづきオ ンライン検 索機能 を修得す る。

(2)検 索戦略の構築方法につ いて学ぶ。

[内容]

(1)オ ンライ ン検索機能

前 回の復習を行い、さらに以下の機能を覚える。

・検 索式の履歴表示

・検 索式の保存

(2)検 索戦略の構築

前回は検索戦略の構築の うち、概念分析 について学んだ。まず 、概念分析につ いて前

回出された問題について確認す る。っついて検索語の選択 と検索式の作成方法を学ぶ 。

①検索語の選択

概念分析の段階では、検索テーマ中のことばを、検索語でな く概念の レベルでとら

えていた。検索式を作成するため には、概念を表わす検索語 を選択す る方法を修得す
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る。そのため 、検 索語 と して統制語利用 と自然語利用それぞれの利点 と欠点 、それぞ

れの使 い分 けを説明する。また、使用す るシステム 、デー タベースについて 、以下の

事項につ いても確認する必要があろ う。

・フィール ド名 と検索可能フィール ド

・ハイフ ン、その ほかの句読記号 の処理方法

・用語 の分割方式

・ス トップ ワー ド

・著者名 、雑誌名な どの表現形式

・出版年 、言語な ど限定 できるフィール ド

・ボステ ィング数が多いと思 われる用語

・各語の考え られ うる同義語 、上位語、下位語 、省略語

②検索式の作成

概念分析 と検索語の選定が終わ った ら、実際に端末か ら入力 してい く検索式を作成

す る。検 索式作成の際、以下の事項に も触れる必要があ ると思われる。

・高再現率検索 、高適合率検索 、概略検索

・Bourneら によ り提案 された検索戦略のパター ン

(a)積 み木戦略

(b)手 探 り戦略

(c)限 定戦略

(d)最 も特定的な概念か らは じめる戦略

(e)最 もボスティ ング数の少ない概念か らは じめる戦略

[進め方]

検索機能 の修得は 、教員の説明に したがい、各 自が端末を操作 して身につける。

検索戦略の構築は 、教員が説明 したあと例を示 して理解 を深め るようにするとよいと

思われ る。さ らに、問題 を与えて各 自解 くようにする。演習時間内に解 くことができな

か った問題 は、次回までの課題 とする。

[教材]

(1)オ ンライン検索機能や検索戦略の構築方法を説明す るための配布資料 、あるいはテ

キス ト・オ ンライ ン利用 マニ ュアル

(2)検 索主題の辞書辞典類などの参考図書

(3)シ ソーラス

[課 題]

・演習 時 間 内 に解 くことの で き なか った問題 をす ませ てお く。
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第7回 検索例の紹介

[ね らいコ

検索例 を示 しなが ら理解を深める。

[内容]

前回まででオ ンライン検索機能 と検 索戦略の構築 につ いてひととお り学んだ 。これま

で検索手法を断片的に学ん できたが 、今回は実際の検索例を紹介することによ って、検

索テーマの設定か ら検索実行 までの一連のプ ロセスを身につける。

検 索実施 中に結果を見て検索対象を狭めた り拡大す る方法 も修得するよ う指導す る。

具体的には次のような方法を説明す る。

①検索対象 を狭める方法

・ORで 結合 される用語の数 を減 らす 。

・用語あるいは新 しい概念をANDで さらに追加

・あいまいな用語や トランケーシ ョンの使用の有無を点検

・特定性の高い統制語を使用

・言語などで限定

②検索対象 を拡大する方法

・ANDで の結合を減 らす。

・ORで 結合 される用語の数 を増やす 。

い くつか検索例を紹介 した ら、検 索課題 を出題 し、各 自その課題の検索を行 う。

[進め方]

教員が検索例を示 して解説する。その後 、受講生が実際にそれ らの例を端末よ り入力

して実行 し、検索の一連のプロセスを理解するよ うにする。

検索例の解説が終わった ら、検 索課題を与 え、各 自これを解 くことによ り、検 索の一

連のプ ロセスの理解 を深め 、身につ ける。

[教材]

(1)オ ンライン検索機能や検索戦略の構築方法を説明するための配布資料 、あるいはテ

キス ト

(2)オ ンライ ン利用マニ ュアル

(3)検 索主題 の辞書辞典類な どの参考図書

(4)シ ソーラス

[課題]

・演習時間中に出題 された検索課題をすませ る。
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第8回 検索結果の評 価

[ね らい]

(1)前 回の課題の解 答例を示 して各 自理解 を深める。

(2)検 索結果の評価を行 う。

[内容]

(1)課 題 の解答例

教 員が解説 し、受講生か らの質問に対応す る。

(2)検 索結果の評価

①検索 した レコー ドを1件 ずつ、検 索テーマに合致 しているかどうか吟味す る。

②検索結果の再現率*と 適合率*が どの程度か判断 してみる。

①② とも前 回の課題 で検索 したデータを用 いる。

*再 現率:検 索 され た適 合件数(R)を 、検 索 した デー タベ ー ス中の 実質 的適 合件

数(C)で 割 って 求 め た値 。つ ま り、再現 率(α)は α=R/Cで 表 され 、 αの 値 が1

に近 づ くほ ど良 い検 索で あ る と言 え る 。(出 典 『サ ーチ ャー用語 集 』p.28)

*適 合率:精 度 ともいい、どれ くらい適合 した情報が検索 されたかを測るための指

標 。適合率(β)は 質問に対 して検索 された件数(L)で その内の適合件数(R)を 割

ることで求め られる値 。(出 典 『サ ーチ ャー用語集』p.50)

[進 め方]

課題 の解答例 は、教員が解説する。そのほか、最初受講生に発表 させてか ら、それに

コメ ン トす る形で進 めるな どいろいろな方法があ ると思われる。

また 、評価につ いては 「データベ ース検索論(講 義)」 の第12回 で学んだので 、こ

の時の教材を併用 して もわか りやす いと思われ る。

[教材]

(1)課 題の解答例を説 明するための配布資料あるいはテキス ト

(2)オ ンライ ン利用 マニ ュアル

(3)検 索主題の辞書辞典類 などの参考図書

(4)シ ソーラス

[課題]

・検索結果の評価の復習をす る。
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第9回

第10回

第1!回

第12回

検 索演習(1)

検 索演習(2)

検 索演習(3)

検 索演習(4)

[ね らい]

各受講 生がそれぞれの検索テーマについて検索演習を行 う。検索演習か ら検索結果の評

価までの一連の過程を身につ ける。

[内容]

4回 の演習時間で以下の演習を実施 する。

(1)各 自それぞれのテーマの検索を行 う。

検索テーマは各 自検討 して決定す る。ただ しテーマ決定については 、サー ビス ・シス

テムやデータベースの特徴 を考慮 に入れる必要 があるので、教員 とよ く相談す る。テー

マが決ま った らこれまでの演習で学んできたことをいか して検索を進める。

検 索テーマや検索方法は受講生ごとさま ざまである。教員が指名 した ものが検索過程

を発表 し、質疑応答や評価を行い 、検索方法の改善や向上をはかる。

(2)ほ かの受講生か ら依頼 されたテーマを検索 して、検索結果を依頼者 に評価 して もら

う。

(3)数 名の グループに分かれて同 じテーマをグループのメンバーがそれぞれ各 自の方法

で検索 した後、互いに検索方法について比較評価する。これによ り、ほかの受講生の検

索方法を知 った り、自分の検索方法の評価を して もらうことによ り、検索テクニ ックの

向上 をはかる。

[進め方]

各 自、自由に検索を行 うが、教員 に自由に質問できる体制を整 える。教員だけでは対

処できないので、数名のテ ィーチ ング ・ア シスタ ン トを依頼 し、受講生か らの質 問な ど

に十分対応できるよ うにす る。

各受講生で進行速度がさまざまであることが考 え られるので、教員は各受講生の進行

を随時観察 して対処す る。

検索方法 について レポー トを提 出させ 、その内容をみて指導の参考 とする。

[教 材]

(1)オ ンラ イ ン利 用 マニ ュアル

(2)検 索 主題 の辞 書 辞 典類 な どの 参考 図 書

(3)シ ソー ラ ス

[課 題]

・毎 回検 索過 程 の レポ ー トを提 出す る 。
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第!3回 ダ ウ ン ロー ドデ ー タの利用

[ね らい]

ダ ウ ン ロー ドデ ー タの利 用 を実 習す る 。

[内 容]

ダ ウ ンロー ドデ ー タの 利用 法 と して次 の よ うな例 を紹介 す る 。

①個 人用 文献 デ 一 夕ベ ー スヘ ダ ウ ンロー ドした書 誌デ ー タを と りこむ 。

② ダ ウ ンロー ドした数 値 デ ー タの統 計処理 を行 う。

[進 め方]

まずダ ウンロー ドデータの利用法を紹介する。次にダ ウンロー ドデータを利用するた

めのソフ ト用意 して、受講生が実際に操作する。

[教 材]

(1)ダ ウ ンロー ドデ ー タ を利用 す る ための ソフ ト

[課 題]

・ダ ウ ン ロー ドデー タ利 用 法 の復 習 を行 う
。

第!4回 オ ンライ ン検索サー ビス利用の応用

[ね らい]

(1)シ ス テ ムか ら提 供 され て いるユ ーテ ィ リテ ィ機 能 や最 新 情 報の継 続 的入 手 サ ー ビス

な ど、 これ まで 演 習 で と りあげ なか ったオ ンラ イ ン検 索 システ ムの機 能 を紹介 す る 。

(2)演 習 で使 わ なか ったオ ンライ ン ・システ ムの紹 介 をす る 。

[内 容]

(1)演 習で と りあ げ な か っ た機 能 の紹介

シス テム に よ って は提 供 されて い ないサ ー ビス もあ るが 、これ まで演 習 で と りあ げ な

か った機 能 と して以 下 の よ うな ものを紹 介す る。

① 最 新情 報 の継 続 的入 手(SDIサ ー ビス)

② シス テ ム よ りの ブ ロー ドキ ャス ト ・ニ ュー スの参 照

③ デー タベ ー ス ・フ ァイル の 切 り替え 、関連 デ ー タベ ー ス ・フ ァイル へ の リン ク機 能

④ 検 索 した文献 の オ ンラ イ ン ・オ ーダ ー機能

(2)演 習で 使 わ なか ったオ ンライ ン ・システ ムの紹介

演 習 で使 わ なか ったオ ンライ ン ・システ ムで代 表 的 な もの につ い て 、収 録 デ ー タベ ー

スや検 索 機 能 、サ ー ビス 内容 、演 習で使 用 した シ ステ ム との違 い な どを紹介 す る 。
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[進 め 方]

演 習 で と りあ げな か った機 能 の 紹介 は 、教 員 の説 明 に したが い 、各 自端 末 で操作 して

み る 。この 内容 につ い ては 、 「デ ー タベ ー ス検 索論(講 義)」 の 第14回 で も学 ん だの

で 、この時 の教材 を併用 して もよ い と思 わ れ る 。

演 習 で使 わ なか っ たオ ンライ ン ・システ ム にっ いて は 、配布 資料 やテ キ ス トに基づ い

て説 明す る 。

[教 材]

(!)説 明 す る ための配布 資料 やテ キ ス ト

(2)オ ンライ ン利 用 マニ ュア ル

(3)検 索主題 の辞 書 辞典類 な どの 参考 図 書

(4)シ ソー ラス

[課題]

・理解不足の事項 を復 習する。

第15回 ま とめ

[ね らい]

(1)全 演 習 内容 につ いての 評 価 、補 足 を行 う。

(2)将 来 のデ ー タベ ー ス検 索 シス テ ムにつ いて紹介 す る。

[内 容]

最 終 回 であ るの で 、これ までの 演 習 内容 につ い て評価 や補 足 を 行 った り、受講 生 か ら

の質 問を うける 。

ま た 、今 後 のデ ー タベ ー ス検 索 シ ステ ムは ど うな って い くか な どの トピ ック も紹 介 し、

演 習 を しめ く くる 。

[進め方]

教員の講義が中心 となる。必要 に応 じて各 自端末操作 を行 う。

[教材]

説明のための配布資料 、テキス ト
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4.プ ロ トタ イ プ ・シ ス テ ム

本 章 では 、デー タベ ース利 用教 育 ソフ トウ ェアの プ ロ トタ イプ ・シス テ ムの仕 様 につ い

て 述べ る 。

この プ ロ トタ イプ ・シス テ ムは 、演 習用 ソフ トが 教材 と して利用 され た場 合 の効 果 な ど

を 評価 して 、その結 果 を完成 システ ム であ る情 報検 索 フ ロ ン トエ ン ド・プ ロセ ッサ(第5

章)の 設 計 の参 考 にす るた めの 試作 ソフ トで あ る。

4.1.位 置づ け

この プ ロ トタ イプ ・システ ムは 、① デー タベ ー ス検索演 習 での演 習 用 ソフ トと して試用

す るこ とに よ り、検 索 ソ フ トを用 いた場 合 の教育 効 果の 評価 を行 うこ と 、② 情報 検 索用 フ

ロ ン トエ ン ド ・プ ロセ ッサの 一部 機能 の テ ス トを行 うこ と、 を 目的 と して 開発す る 。

第3章 で 述べ たデー タベ ー ス検 索演 習1(基 礎 コース)お よびデ ー タベ ー ス検 索 演 習H

(応 用 コー ス)で はデ ー タベ ー ス検 索演 習 が含 まれ てお り、演 習授 業 で利 用 で き るデ ー タ

ベ ース 検 索 の ための ソ フ トウ ェアが必 要 とな る。 この ソフ トウ ェア と して本 報告 書 で は次

章 の 「5情 報検 索 用 フ ロ ン トエ ン ド ・プ ロセ ッサ 」を提 案 す るが 、情 報検 索用 フ ロ ン ト

エ ン ド ・プ ロセ ッサ を 開発 す る前 に プ ロ トタイ プ ・シス テム を実 際 の授 業 等 で用 い て演 習

教 育 の効 果 測 定 を行 い 、その結 果 を情 報検 索 用 フ ロ ン トエ ン ド ・プ ロセ ッサ の設 計 に フ ィ

ー ドバ ックさせ るこ とが こ こでの プ ロ トタ イ ピングのね らい で あ る
。

試作 ソフ トではあ る が 、教 育 効 果の 評 価や 情報 検 索 フ ロン トエ ン ド ・プ ロセ ッサ の機 能

テ ス ト等 の役 割 が ある た め 、単 な るプ レゼ ンテ ー シ ョン用 の プ ロ トタ イ プで は な く、で き

る 限 り情 報 検 索 フ ロン トエ ン ド ・プ ロセ ッサ の機 能 を模擬 す るこ とに 重点 を 置 く。以 上 の

観 点か ら この プ ロ トタ イ プ ・システ ムは 主 と して情報検 索 フ ロ ン トエ ン ド ・プ ロセ ッサ の

オ フ ライ ン機 能 をサ ポ ー トす る こ ととす る 。

4.2.シ ステムの概要

このプ ロ トタイプ ・システムはなるべ く多 くの現場で実際のデータベース検索演 習に用

いることによって、その効果 を評価す ることに 目的がおかれているが、一方 において、教

育現場 での情報機器 の状況 も考慮 しなければ多 くの利用者の試用を期待することができな

い。よ って、本プロ トタイプ ・システムは基本的にオフライ ンでの利用を前提 とした。す

なわち、実際のデータベースにオ ンライ ン接続せず にオ フライ ンの状態でのデータベース

検索 シ ミュ レーターを提供す るものである。 したが って、 トレーニ ング対象 となるい くつ

かのモデルデータベ ースを システムに内蔵 させ 、それぞれのデータベ ース検索 コマ ン ド体

系を模擬す る機能を組み込む こととなる。これによ りオ ンライ ンでデ ータベ ースにアクセ

スするための設備は不要にな り、多 くの利用者の試用が期待 できる。

この システムは情報機器の利用経験の浅い人、データベ ース検索を初めてお こな う人を

対象 と している。したが ってデータベ ースによる情報検索の機能を単に提供するのではな

く、入門者が誤 りが ちな操作 の説明 、キーボー ドの説明 さらに情報検索における補助機能

な どが必要 となる。具体 的な内容は 「4.5操 作手順 と画面例」で述べ る。
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4.3機 器 構 成

多 くの 利用 者 層 を カバ ーす るため に 、フ ロ ッピーベ ースの パ ソ コ ンで利 用 で き るよ うに

す る 。以 下 にハ ー ドウ ェア と ソ フ トウ ェアの構 成概 要 を示す 。

ハ ー ドウ エア:

3.5イ ンチ ま たは5イ ンチ フ ロ ッピーデ ィス ク ・ ドライブ 付 きパ ソコ ン。な お ・

演 習 にお いて検 索結 果 を印刷 す る必 要 もあ るので 、プ リンター が装 備 され て いる

ことが 望 ま しい 。

ソフ トウ ェア:

オ ペ レーテ ィ ング ・シス テ ムはMS-DOSと す る 。媒体 は 、 システ ムお よび ト

レー ニ ング用 デ ータベ ー ス を1枚 な い し2枚 の フ ロ ッピーデ ィス クに収 め る もの

とす る 。

4.4ト レーニ ング対象 とな るデ ー タベ ー ス

トレーニ ング対 象 とす るデ ータベ ー スは以 下 の もの とす る 。

JICST科 学技 術 文献 フ ァイル

JBCAT

JAPAN-MARC

WHO

MAGAZINE

朝 日新 聞記事 デー タベ ー ス

ただ し、前 述 の よ うに この プ ロ トタ イプ ・シス テ ムは フ ロ ッピー ベー スで 稼 働す る シス

テ ム とす るた め に 、 トレーニ ング対 象 とな る各 デ ー タベ ー ス フ ァイ ルの一 部 の 情報(レ コ

ー ド)を フ ロ ッピー に収 め る こ と とす る。収 め る レコー ドの 選択 基 準 は 、デ ー タベ ー ス演

習 授業 で のプ ロ トタイ プ ・システ ムの 利用 の仕 方 に 関連 して くるの で 、主 と してオ フラ イ

ンの授 業 で あ るデ ー タベ ース検 索演 習1(基 礎 コー ス)の 講 義 内容 を参考 に し、そ こで の

検 索例 と して適 切 と思 われ る情 報 を収 め るこ と とす る。
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45操 作手順 と画面例

本 プ ロ トタイプ ・システムの開始か ら終了までの操作の流 れと画面例を次 に示す。

操作手順:

① 開始 メニ ュー

②FDの 使 い方

システムの 目的 、使用す るキーの説明や 、ヘルプ機能な どの説明

なお、ここでこのプ ロ トタイプ システムは練習用 のソフ トであ り実際の

情報検索と操作方法や検索できる情報の種類な どが異なる 旨のメ ッセー

ジを表示す る。

③ データベ ース ファイルの選択

画面 に表示 されている6つ のデータベースフ ァイルの 中か ら利用するデ

ータベース ファイル を選択する。

④ データベ ース ファイルの概要

選択 したデータベースフ ァイルの概要 につ いて説 明す る。

⑤検 索内容

選択 したデータベ ースフ ァイルの検索項 目、検索方法などについて説明

す る。

⑥ こんな時に使います

選択 したデータベースを利用 してどのようなことがで きるかを簡単に説

明す る。

⑦事例検索

あ らか じめ用意 されている事例検 索の開始 。

以下のステ ップに従い 、キーワー ドや演算式を入力す る。

・キー ワー ドの入力

・検索結果の検討

・論理演算(演 算式)の 入力

・検索結果の再検討

・結果の表示

・検索の終了

・新規検索の開始

(以下 、最初のキー ワー ドの入力か ら繰 り返 し)

⑧データベースの終了

データベース選択へ戻 る。

⑨プ ロ トタイプシステムの終了
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フ ロー チ ャー ト:

プロトタイプ開始

1画面例③

画面例①

オープン画面

画面例④1

z

画面例②

初期 メニ ュー

1

テ㌧ タベ ース選択画 面 FD説 明画面

1
1 2 3 4 5 6

処理選択画面 画面例⑤

画面例⑥
1

画面例⑦

2
画面例⑧

3
画面例⑨

4

概要説明画面 検索内容画面 利用 目的画面 検索画面

終了
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画面例:

主要 な画面例を以下 に示す 。

①オープ ン画面

**************************

DB演 習 フ ァイ ル

この演習用データの作成にあた り、各データベース提供機関か ら

掲載利用許可をいただいています.

2.本FDの 一 部 また は全 部 を 、編集 発 行元 の許 可 な く複製 ・流用 す

る ことを 禁止 しま す.

本 内容 は1992年12月 末現 在 の もの です.そ れ 以 降 、オ ンラ イ ン ・

サ ー ビス の シス テ ム改 良 な どによ り、内容が 変更 され るこ と もあ

ります の で ご了承 くだ さい.

(財)デ ー タベ ース振 興 セ ンター,口 外 ア ソ シエ ー ツ(株)

② 初期 メニ ュー

この フ ロ ッピー デ ィス クの使 い方

演習に入 る

を選択

③FD説 明画面

【目的 】

この フ ロ ッ ピーデ ィス クは デ ー タベ ース

検 索演 習用 に作 成 され た もの で 、デ ー タベ

ース検 索 の演習 を行 うため の もの です
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【画面 に表示 される文字の色 とその意味】

白'検 索システムか らの表示

水色:演 習のための説 明文

緑色 ・利用者が打ち込んだ文字

赤色:間 違 った場合の注意事項

【その他 の キー の説 明】

「CTRL」+「A」 入力 す る答 を 表示

す る

「CTRL」+「B]:ブ レイ ク信 号 を

発 生 させ 、処 理 を 中断す る

④データベース選択画面

自分が調べたいデータベ ースを選 びます

数字で指定 して下 さい

JBCAT(国 内の大学図書館等で所蔵の 目録 ・所在情 報)

JAPAN-MARC(国 立国会図書館所蔵の国内出版物 の目録情報)

JICST科 学技術文献 フ ァイル(科 学技術文献情報)

(雑 誌記事情報)

朝 日新聞記事 データベー ス(朝 日新聞記事情報)
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3を 選択

⑤処理選択画面(JICST)

1

9
"

3

4

「JICST科 学技術文献フ ァイル」の概要

「JICST科 学技術文献 フ ァイル」の検索項 目

こんな時に使 います

実際の検索

1を 選択

⑥概要説明画面

JICST科 学技術文献 ファイルの概要

JICST科 学 技術 文 献 フ ァイル は 、 日本 科学 技 術情報 セ ンター(JICST)が 作 成 、提

供 す る文 献 フ ァイル で 、国 内をは じめ世 界各 国 の科学技 術 に関す る文献 情 報 を 収録

してい ます 。略称 はJICSTフ ァイ ル 。

収録期 間:1975年4月 以 降。

収録対象:主 要50余 か国の逐次刊行物 約1.6万 種、技術 レポー ト、会議i資料 な どに

掲載 された、科学的、技術的に優 れた文献。これ らには 、国や地 方 自治

体 、公益法人などが作成する不定期刊行物 も含んでいます 。

対象分野:科 学技術、工学、農林水産

作 成機関:日 本科学技術情報セ ンター

補 助資料:「JICST科 学技術用語 シソーラス』 『JICST科 学技術分類表 』

対応冊子体:『 科学技術文献速報』

更新頻度:毎 月
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を選択

⑦検索項目画面

『JICST科 学技術 文 献 フ ァイル の検 索項 目一－ee』

レコー ドに は以 下の 項 目が含 まれ てい ます 。キー ワー ドと分類 コー ドは その ま ま

入 力 で き ます が 、標題 、著 者名 、著 者 所 属機 関名等 を指 定 して検 索す る場 合 に は 、

プ リフ ィ ックス を用 い ます 。一 次 検 索は プ リフ ィ ックス と コロ ン(:二 次 検 索

は プ リフ ィ ックス とイ コール(=)を 付 けて入 力 します 。二 次検 索(制 限検 索)は

直 前 の文献 集 合 に対 しての み有 効 とな ります 。

【一 次 検 索 項 目】

[フ。リフィフクス][項 目]

キ ー ワ ー ド 自然 語

TI和 文 ・和訳 標題

AB抄 録

ET英 文標 題

OT原 文 標題

FT準 デ ィス ク リプタ

キ ー ワー ド 統 制語

KWJICSTシ ソー ラス登録

CW(デ ィス ク リプ タ)

物質 索 引語

JICST分 類 コー ド

著者 名

著 者 所属機 関名 、団体 著者 名

資料 名

資料 番号

会議名

レポー ト番号

日化辞番号

整理番号 ・記事番号

和文 ・英文以外の標題

公共資料発行機関名を含む

下位語を含む

下位語を含まない

JICST資 料 番 号,ISSN,ISBN,

CODEN

和 文 会 議 名 は ロ ー マ 字 入 力
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【二次 検 索項 目】

[フ。リフィフクス][項

制 限 型項 目

使用言語

発行国

資料種類

記事区分

抄録の有無

範囲型項 目

PD発 行年

RGレ ンジ指定

TIス トリングサ ーチ 型項 目和文 ・和 訳 標題

OT英 文 ・原 文 標題

MN会 議 同 次

ISOコ ー ド(2文 字)

ISOコ ー ド(3文 字)

西暦年4桁

西暦年下2桁 と年度内の更新

回数2桁

選択

⑧利用 目的画面

『こん な 時 にJICST科 学技 術文 献 フ ァイル を使 い ます 』

企業や組織などで、専門的な科学技術情報を入手 したいときなどに使います。

JICST科 学技術文献 ファイルは 、次のような資料 に収録 されている科学技術文献

を探すことができます 。

逐次刊行物:学 協会誌 、業界誌 、商業出版雑誌 、学術団体の紀要 、研究所報告

企業体の校報など

2.会 議資料:会 議録 、予稿集 、講演要 旨集など

レポー ト'テ クニ カル レポー ト、調査報告書など

図書や新 聞、抄録誌な どの資料に収録 された文献は 、本 フ ァイルには含まれてい

ません 。

資料 は、世界の主要50余 か国か ら収集 されていますが 、海外の文献 も日本語 で検

索でき、 日本語の抄録 を見 ることができます 。
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4を 選択

⑨検索画面

3.JICST科 学技 術 文献 フ ァイル

「スペ ー ス シ ャ トル の耐 熱材 料 に関す る 、1990年 以 降 に書 かれ た英 語 の 文献 」

を探 してみ ま し ょう

まず 「スペ ー ス シ ャ トル 」で検 索 して み ます

入 力 は半角 文字 で行 い ます

「スへ㌧ スシャトル」 と入 力 して くだ さい

u:鶯i慾 濠 排

[1]S:7,214ス へ。一スシヤトル

7,214件 あ ります

次 に 「耐 熱材料 」 で検 索 します

「タイネツザ イリョウ」 と入力 して くだ さい

u:タ イ溺 ポ 戦 戦

[2]S:2,378タ イネツサ"イリヨウ

2,378件 です

検 索集 合1と 検 索 集合2を 、掛 け合わ せ てみ ま し ょう

「1AND2」 と入 力 して くだ さ い

[3]S: 1491*2

149件 に な りま した

この検 索 結果 の 中か ら 、英語 で書 か れ た文献 だけを探 して み ます

「LN・EN」 と入 力 して くだ さい

u:聴 邪

[4]S:107LN=EN
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107件 あ ります

さ らに 、1990年 以 降 に 出版 され た もの だけ に絞 り込 み ます

「PD・1990-」 と入 力 して くだ さい

14件 にな りま したの で 、¥Pコ マ ン ドで結 果 を 出力 して み ます

まず 、標題 、分 類 コー ド、統 制 語 等の み(K)を 全件表 示 させ てみ ます

英 語 で 書か れ た文 献 で あ って も、必 要 な情報 は 日本 語 で表 記 され て い ます

「¥PK」 と入 力 して くだ さい

u:¥麟 裟

#000001*JICSTCOPYRIGHT

TI宇 宙 船 の 耐 熱 構 造 の た め のc/SiC製 大 型 部 品 の 開 発

CCQKO4020S,YCO3030G(629.7.002.3/.4,666.5)

KWス ペ ー ス シ ャ トル;構 造 要 素;耐 熱 材 料;炭 素 材;炭 化 け い 素;耐 熱 構 造;

ESA
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5.今 後開発す る必要のある システム

この 章 では 、前 章 の プ ロ トタイ プ ・システ ム の試用 を 踏 まえ 、デ ー・タベ ー ス検 索演 習で

実 際に 利用 す るシス テ ム と して今 後検 討 す る必要 が あ る と思 われ る 「情報 検 索 フ ロ ン トエ

ン ド ・プ ロセ ッサ 」 の概 要 と仕 様 につ いて触 れ る 。

5.1特 徴

この情 報検 索用 フ ロン トエ ン ド ・プ ロセ ッサ は 、デ ー タベ ース検 索演 習1、llで の演 習

用 ソフ トウ ェア と して 利用 す る もので あ る 。デー タベ ース演 習1で は前 述 の とお りオ フ ラ

イ ンで演 習 を行 い 、デー タベ ース演 習Hで は実 際 の デー タベ ー スにオ ンライ ンで接続 して

演 習を行 うの で 、 この情 報検 索用 フ ロ ン トエ ン ド・プ ロセ ッサ は 、オ フライ ン 、オ ンラ イ

ンの双 方 の機 能 が必要 とな る。特 にオ フ ライ ンの 機 能は 、前 述の プ ロ トタイ プ ・シス テ ム

の 試用 結 果 を反 映 させ た上 で 、演 習 内容 との 整合 性 や入 門者 が理解 しに くい 内容 につ い て

の指示 機 能 な どを充 実 させ る必要 が あ る 。ま た 、デ ー タベ ー ス検 索 演習Hは 、デ ー タベ ー

ス検 索演 習1で 修得 した各 種 デ ー タベ ース の検 索操 作方 法 な どを基 と して 、各 主題 にお け

る情 報利 用 の実 際 につ いて学 習 す る こ とをね らい と して いる ことか ら、この ソ フ トウ ェア

の オ ンライ ン機 能 は 、単 な る通 信機 能 の みを提 供 す るだ けで は足 りず 、む しろ 、種 々の デ

ー タベ ー スの 中か ら各 主題 で利 用 すべ きデー タベ ー スを選 択 す るデ ー タベ ー ス ・デ ィ レク

トリ機 能 、各 種 デー タ ベ ース毎 に異 な る検 索 操作 手順 の煩 雑 さか ら生 じる負 担 を軽 減す る

た めの イ ンテ リジ ェン ト ・ヘ ル プ機能 な らび に検 索 した情 報 を加 工す るた めの ダ ウ ンロー

ド ・デ ー タの加 工機 能 な どにそ の重 点 をお く。

5.2必 要 とされ る機 能

(!)一 般 教 育(オ フ ラ イ ン ・サ ポ ー ト)

・各種 トレー ニ ング用 デ ー タベー ス

各 トレーニ ング用 デー タベ ース の情 報 量 が少 なす ぎ る と 、デ ー タベ ー ス検 索演 習1

の実 習 で の情報 検 索 の リア リテ ィー に欠 け ると思 われ るの で 、プ ロ トタ イプ ・システ

ムの試用 結 果 も参 考 に して 、あ る程度 の情 報量 を確 保す る必要 が あ る 。その た め に 、

フ ロ ッピー では容 量 が少 ない 場合 に はCD-ROMな どの媒体 で トレー ニ ング用 デー

タベ ース を供給 す るか 、ハ ー ドデ ィス クに トレーニ ング用 デ ー タベ ース を イ ンス トー

ル して使 う こと も検 討す る必 要 があ る 。

トレー ニ ング用 デー タベ ー ス の種類 は 、プ ロ トタイプ ・シス テ ムの6種 類 の 他 に 、

追 加 す る必 要が あ る と判 断 され たデ ー タベ ー スが あれば そ れを 追加 す る もの とす る 。

・検 索 コマ ン ドの シ ミュ レー シ ョ ン

各 トレーニ ング用 デ ー タベ ー ス検 索 言語 体 系 を シ ミュ レー トす るの に加 え 、プ ロ ト

タイ プ ・システ ム で説 明 した よ うに 、検 索手 順等 の説 明 を必要 な箇所 で 表示 す る。
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(2)専 門教 育(オ ンライ ン ・サポ ー ト)

・通 信機 能

公衆 回 線 を使 っ てオ ンラ イ ンデ ー タベ ー ス と通 信 を行 うた め に通信 機 能 を 備 え る必

要 が あ る 。通 信 機 能 に加 え て 、オ ー トロ グイ ン機 能 、画面 表示 の ス ク ロー ル ア ップ 、

ス ク ロー ル ダ ウ ン機能 、画 面表 示 の カ ッ ト&ペ ース ト機 能 、端 末 属性 の 設 定 、キ ャラ

クター コー ドの 選 択 、通信 速度 の設 定 な どの ホ ス トの通 信属 性 との整 合 を 図 る ための

機 能 も必要 であ ろ う。

・データベース ・デ ィ レク トリ機能

オ ンライ ンで利用 できるデータベースの数 は4000を 越え、それ らのデータベー

スの 中には特定の主題領域についての情報が収録 されているものがある。デー タベー

ス検索の専門家以外の一般の利用者においては特に、自分の欲 している情報が どのデ

ー タベースに収録 されているかについての情報が必要 である
。図書館の案 内に 、各分

野別の書架の位置 が示されているの と同様 に、各利用者が欲 している情報が どのよう

なデータベースに含まれているかを示す ことが この機能の目的である。

具体 的には 、以下のような機能を備える必要がある。

利用者がい くつ ものデータベースに試行錯誤 的に接続 して検索する煩わ しさを省 く

ために、本 システ ムでサポー トす るデータベースの索引情報を統合 した ファイルをC

D-ROMな どで供給することによ り、利用者が実際のデータベースに接続す るのに

先駆 けて 、この索引データベースを使用 して 、利用者が入力 した検索語 を含む レコー

ドが各データベースに何件あるかを表示す る機能である。

・イ ンテ リジ ェ ン ト ・ヘル プ機 能

デ ー タベ ース検 索 コマ ン ド体系 はデ ー タベ ース毎 に異 な るの で 、利用 者 はデ ー タベ

ー ス毎 に検 索 コマ ン ドを覚 えな けれ ば な らな い
。この利用 者 の 負担 を軽 減 す るた めに 、

ヘ ル プ機 能 を 提供 して い るデー タベ ー ス検 索 システ ム もあ る 。 しか し、 これ らのヘ ル

プ メ ッセ ー ジが英 語 で あ った り、必 ず しも分 か りや す いメ ッセ ー ジばか りと もいえ な

い の が現 状 で あ る 。そ こで 、現 在 接続 して い るデー タベ ース の検 索 コマ ン ドのヘ ル プ

メ ッセ ー ジを利 用 者 の検 索状 況 に対応 させ 、利用 者 の要 求に応 じて表 示 す るのが 、イ

ンテ リジ ェ ン トヘ ル プ機 能で あ る 。この情 報検 索 フ ロン トエ ン ド・プ ロセ ッサ は接続

して い るデ ー タベ ー スお よび利 用 者の検 索状 況 を逐次 把握 して いて 、利用 者 の 要 求

(ホ ッ トキ ー な どを決 め てお く)が あれば 、その状 況 に即 したヘル プ メ ッセー ジを ウ

ィン ドウで表 示 す る。

・ダ ウ ンロー ド・デ ー タの加 工機 能

検 索 した情 報 を加工 す るため の機 能 であ る 。以 下 の機能 が必 要 とな る 。

① ダ ウンロー ド機能

この機能は、検 索結果を端末であるパ ソコンなどのディスクに保存するための機能
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である。検索結果 に対 して後で加工する必要がある場合に利用す る機能である。

② エデ ィター機能

表示結果の加工 などの際には 、通信 ソフ トを終了 させ ることな くエディターが使え

る必要がある。

③ デ ー タ コ ンバ ー ト機能

検 索結 果 を 日本語 ワー プ ロ、表 計算 ソ フ ト、デ ー タベ ー ス ソ フ トな どで使 うた め に

は 、デ ー タ形式 や フ ァイル 形式 な どの変 換 を必 要 とす る場 合が あ る。詳 しい知 識 が な

くて も簡 単 に 目的 の アプ リケ ー シ ョンソ フ トの デー タ形式 、フ ァイル 形 式 に コ ンバ ー

トす る機 能 で あ る 。

(例:LOTUS1-2-3、 一 太郎 、DBASEへ)

5.3利 用環境

本 ソフ トウェアの利用環境 と しては 、近い将来の技術進歩を考慮 して、以下の3つ の環

境を想定する。

①パソコ ン

パ ソコンと公衆回線 をモデムを介 して直接接続す る利用環境

②パ ソ コ ン+LAN

複 数 の パ ソ コ ンをLANで 接続 し、ゲ ー トウ ェイ(例 えば 、パ ソ コ ンま たは ワー クステ

ー シ ョ ン)を 介 して 公 衆回線 に接続す る利 用環 境

③ ワー クス テ ー シ ョ ン+LAN

ワー クステ ー シ ョン上 で実行 されて い る本 ソフ トウ ェア か ら、直 接 公衆 回線 に接 続 す る

か また は ゲー トウ ェイ を介 して公 衆 回線 等 に接続 す る利用 環境

5.4機 器 構 成

ハ ー ドウ エア:

本 ソフ トウェア の実行 機器 は 、パ ソ コ ンな らび に ワー クステ ー シ ョン 、ハ ー ドデ

ィス ク、CD-ROM、LAN、 プ リンタ で構 成 され る 。但 し、ソ フ トウ ェアの

種 類 と して は 、パ ソ コ ン版 と ワー クステ ー シ ョン版 を分 け る方 が現 実 的 で あ る。

ソ フ トウ ェ ア:

オ ペ レー テ ィ ン グ シ ス テ ム は 、パ ソ コ ン版 はMS-DOS、 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン

版 はUNIXと す る 。 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン版 は ウ ィ ン ドウ シ ス テ ム と して 、X、

OPEN-WINDOW、MOTIFを サ ポ ー トす る 。
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5、5.操 作 手 順 と画 面 例

操作 手 順:

① 開始 メニ ュ ー

② システ ムの 使 い方

この シス テ ムの 目的 、使 用す るキー の説 明 や 、ヘ ル プ機能 な どの説 明

ま た 、オ フ ライ ン機 能 とオ ンライ ン機 能 の 説 明 な ど 。

③オ フライ ン機能 、オ ンライ ン機能の選択

オ フライ ン機能につ いてはプロ トタイプ ・システムとほぼ同様

以下 、オ ンライン機能を中心 に操作手順を示す 。

④データベー スデ ィレク トリ機能の利用

利用者の検 索 したい情報がどのデータベースフ ァイル に収録 され ている

かをデータベースデ ィレク トリ機能で見つけだす 。

⑤ オ ンラ イ ン機 能 に よ るデー タベ ー ス システ ムへ の接 続

具 体 的 に はオ ー トロ グイ ン機 能 を使 って 目的 のデ ー タベ ー ス システ ム に

電話 回線 で接 続す る 。

⑥情報検索の実施

各サー ビス システムの検索方法に基づ いて情報を検 索する。

また 、必要 に応 じてヘルプウィン ドウを使用す る。

⑦検 索結 果 の ダ ウ ン ロー ド

検 索 した情 報 を い ったん ロー カル のハ ー ドデ ィス ク、フ ロ ッピー デ ィス

ク等 に保 存 す る 。

⑧ ダ ウ ン ロー ドデ ー タの加 工

保 存 した検 索情 報 に 対 して 、エデ ィター や表 計算 ソフ トな どで加工 す る 。

:⑨ シス テ ムの 終了
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画面例:

主要な画面例を以下に示す 。

情 報検 索 フ ロン トエ ン ド ・プ ロセ ッサ

オフライン/オ ンライン機

能の説 明

オフライ ン/オ ンライン

機能の説明 を選択

【オ フライ ン機 能 とオ ンライ ン機 能 】

この システ ムは デー タベ ー ス検 索演 習用

に作 成 された もの で 、オ フライ ン機 能 と

オ ンラ イ ン機 能の2つ の 機能 が使 え ます 。

オ フラ イ ン機 能 は実 際 のデ ー タベ ー ス に接

続 せ ず に 、この システ ム のデ ー タベ ー スフ

ァイル を使 って検 索の トレーニ ングをす る

ための シ ュ ミ レー シ ョ ンを行 うた めの機 能

です 。

オ ンラ イ ン機 能 は実 際 のデ ー タベ ー ス に接

続 す るた めの機 能 です 。
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以 下 プ ロ トタ イプ ・システ ム

とほ ぽ 同様(省 略)

オ フライ ン機能の

使い方 を選択

【目的】

このオ フ ライ ン機 能 はデ ー タベ ー ス

検 索演 習用 に作 成 され た もの で 、デー タベ

ニス検 索の シ ュ ミレー シ ョンを 行 うた めの

もの です 。

【画面に表示 される文字の色 とその意 味】

白:検 索 システムか らの表示

水色'練 習のための説 明文

緑色:利 用者が打 ち込んだ文字

赤色:間 違 った場合の注意事項

【その他 の キ ーの説 明 】

「CTRL」+「A」 入 力 す る答 を表 示

す る

「CTRL」+「Bコ'ブ レイ ク信号 を

発 生 させ 、処理 を 中断す る
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オ ンライ ン機能 を選択

オ ンライ ン機能の

使い方 を選択

【目的 】

この オ ンライ ン機能 は実 際 にデ ー タベ ー

ス に接 続す るた めの機 能 です 。

オ ンラ イ ン機能 に は 、次 の機 能 があ ります

デ ー タベ ー ス ・デ ィ レク トリ機 能

2.オ ー トロ グイ ン機 能

イ ンテ リジ ェ ン ト ・ヘル プ機 能

4.ダ ウ ン ロー ド機 能

ダ ウ ン ロー ド ・デ ー タの加工 機 能

番号を入力するとその説明が表示 されます

デ ー タベー ス ・デ ィ レク トリ

機 能 を選 択

『デ ー タベ ー ス ・デ ィ レク トリ機 能 』

自分 の欲 して い る情 報 が どの デー タベ ー

ス にあ るか につ いて の情 報 を得 るため の機

能 です 。所定 の コマ ン ド等 を入 力す る と 、

その情 報 が どの デ ー タベー ス に収録 され て

い るか が表 示 され ます 。

オー トログイ ン機能

を選択
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ア 一 夕ベ ー ス ・ア ィ レク トリ機能

オ ー トログイ ン機 能

デ ー タベ ース ・

デ ィ レク トリ機 能

を選 択

キ ー ワー ドを入 力 して 下 さい

〉レアメタル&資 源

レアメタル&資 源 につ い ての情 報 は次 の フ ァイ

ル に収 録 され てい ます 。

JICST科 学 技術 文献 フ ァイル

件数 12件

ログイ ン したいデ ータベ ースを選択 して下 さい。

JBCAT(国 内の大学図書館等 で所蔵の 目録 ・所在情報)

JAPAN-MARC(国 立国会図書館所蔵の国内出版物 の 目録情報)

JICST科 学技術文献 フ ァイル(科 学技術文献情報)

4.WHO(人 物 ・人材情報)

MAGAZINE(雑 誌記事情報)

朝 日新聞記事データベース(朝 日新聞記事情報)

省略
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JICST科 学技 術 文献 フ ァイル に接 続 中です.

接続 が 完了 しま した 。

S:質 問を 開始 します1992.12.1711:03:47質 問番号

U:レアメタル

以 下 省略

なお 、イ ンテ リジ ェ ン ト ・ヘ ル プ機 能 は 、オ ンライ ン接続 中に検 索命令 を誤 って入力 し

た場合 に 表示 され るサ ー ビス シス テ ムか らの エ ラー メ ッセ ー ジの意 味 がわ か らな い とき 、

何 らか の キ ー(例 えば ヘル プ キー)を 押 す と 、下記 の よ うな ウィ ン ドウにエ ラー の原 因 と

その対 処 の仕 方 が表 示 され る機 能 で あ る 。

JICST科 学技 術 文 献 フ ァイル に接 続 中です

接続 が完 了 しま した 。

S:質 問 を開始 しま す1992.12.1711:03:

u:資 源

〈イ ンテ リジェ ン ト ・ヘル プ 〉

原 因:

キ ー ワー ドを 日本 語(全 角)

文 字 で入 力 した こ とに よ るエ ラー

です 。

対 処:

キー ワー ドは半 角 の カ タカ ナで

入 力 して下 さい 。
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また 、ダ ウ ンロー ドデ ー タの加 工機 能 は 、大 き く2つ の 機 能 に分 け られ る 。1つ はダ ウ

ンロー ドしたデ ー タ フ ァイル を エデ ィター で処理 す る場合 で あ る 。エ デ ィタ ーを利 用 して

の 加工 は出力 結果 の 体 裁 を整 え て報告 書 な どに ま とめ る場 合 で あ る 。 も う一 つ の機 能 はデ

ー タ形 式 の変 更機 能 で あ る
。 これ は ダ ウ ン ロー ドしたデ ー タが数 値 デ ー タの場 合 ま たは数

値 デ ー タと文 字 デー タ が混在 してい るよ うな場 合 に 、その ブ ァイル を表 計算 ソフ ト(例 え

ばLotusl-2-3な ど)に 読 み込 ませ るた め にデー タ 形式 の修 正 を行 う機 能 であ る 。

この機 能 はエ デ ィタ ー との組 み合 わせ で利用 す る場 合 も考 え られ る。例 えば検 索結 果を エ

デ ィターで 次 の よ うに修 正 し、test.txtと い う名 前 の フ ァイル に保 存 してあ る とす る 。

勘 定 科 目1987198819891990

売 上 高143597156748175612185462

ここで 、ダ ウ ンロー ドデ ー タの加 工 機能 を選 択 し、次 の よ うな質 問 に答え ると 、デ ー タ

形式 の加 工 を 自動 的 に行 う。

入 力 す る フ ァイル 名 を入 力 して下 さい 。

>test.txt

目的 の ア プ リケ ー シ ョ ン ソ フ トを 選 択 して 下 さ い 。

Lotusl-2-3

dBASEIII

3.

>1

デ ー タ項 目の 区切 り文字 を選択 して下 さい 。

空 白

カ ンマ(,)

その他 の 文字

>1

変更 後 のデ ー タ形式 は次 の よ うに な り、Lotusl-2-3で 読 み込 む こ とが で きる 。

"勘 定 科 目"
,1987,1988,1989,1990

"売 上 高"
,143597,156748,175612,185462
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6.お わ りに

わが国の大学におけ るデータベース利用教育の実施 には 、現在の ところ、人や設備の面

で も、また経費的な側面において も、さまざまな制約を受ける状況 にある。 しか し一方に

おいて 、情報を効果的に活用する能力である情報 リテラシーの修得の必要性はますます高

ま って きてお り、一部の大学では、担当者がそうした制約に苦慮 しつつ授業を実践 してい

るのが現状である。このよ うな状況 に対 して 、委員会及 びワーキング ・グループは昨年夏

か ら、どのようなカ リキ ュラム内容(シ ラバス)と 教材(特 に システム)と が用意 されれ

ば 、データベース利用教育担 当者にとって有益なツール とな り、なおかつ 、データベース

利用教育 システムの確立に貢献できるであろ うか 、といった観点か ら検討を進めてきた。

まず最初に、現在データベ ース利用教育を行 っている、国 内外の大学および企業 に対 し

調査をおこない、カ リキュラムの事例を とらえた。次 に、データベース検索論(講 義)、

データベース検索演習1(基 礎 コース)、 データベース検索演習II(応 用 コース)、 とい

う3っ の授業科 目を設定 し、それぞれ1単 元 ごとに、授業のね らい、内容 、教材 などを、

指導マニ ュアル案 として提示 した。最後に、教材 システムと してプ ロ トタイプ ・システム

の機器構成、対象データベース、操作手順 を紹介 し、併せて情報検索用 フロン トエ ン ド・

プロセ ッサ として必要 な機能 、対象機器 、操作手順 を紹介 した 。

これ らの内容を盛 り込んだ本研究報告書は、次のよ うな2つ の課題を投げかけている。

第1番 目の課題は 、大学におけるデータベース利用教育を 、その大学における講義要項に

明確 に位置づけることの必要性 であ る。各大学においては 、出来る限 り早急 に、また可能

な範 囲内で、明確な基本方針を もって 、すべ ての学部学生にデータベース利用教育を教授

す る環境を設定 されることが望まれ る。

第2番 目の課題は、本研究報告書 に記載 されているカ リキ ュラム案 に従 って講義 、演習

を行 った際の、教育効果の測定方法を確立す る必要がある。それは 自己評価 とい う観点か

らも、受講 した学生 自身が 、客観 的に 自分の到達達成度が判明できるよ うな 、判定機能を

伴 った システムの確立 が、次 のステ ップと して望まれる。

以上のよ うに、残 された問題 もあ るが、本研究報告書が 、わが国の大学 におけるデータ

ベース利用教育の実施 にあたって、参考 とな りうるカ リキュラムおよび教材 システム とし

て利用 され、さらに、今後のデータベース利用教育 に関す る活発な議論の契機 となること

を、切 に願 う次第である。

96一



]

禁無断転載

平 成5年3.月 発 行

発 行 財 団 法人 デ ータベ ース振 興 セ ンター

委 託 先

東京 都港 区浜松 町二丁 目4番1号

世界 貿易 セ ンター ビル7階

TEL.03-3459-8581

日外 ア ソシエー ッ 株式会 社

東京 都大 田区大森 北一 丁 目23番8号

TEI、.03-3763-7581

印 刷 所 有限会社 日製工業写真社

東京都大田区大森北一丁目23番8号








